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山田美子

ここは神戸和より遠く離れたN市郊外にある阪神大窟災の披災者の住まれる仮設住宅です。田ん

ぽだった所を整地して3(91)戸余り 09仮設住宅が建っています。遮るものは何もなく、じりじりと H

差しか強く其っ黒になり、性が―仮股焼けや」と言い合ってますolムも仮設焼けになりながら、ま

た冬は雪の降る中「姫路心のケアネットワーク」の仲間逹と日哨日の午後、戸別訪閲し、安否を確

認しながら「お話を聞く」というポランティア活動を統けています。

訪問先は主に一人蓉らしのお年寄りや、震災の為、あるいはそれ以前より持っておられる病状の

為、家の外に出て人と閉わることが苦手で引きこも＇ている人達です，

信頼関係が出来る迄が大変ですc 普通カウンセ，}ングをする場合、カウンセリングルームで来る

人を待っていればよいのです。「来たい」という意志を持って来られるので、「来室された時はもう

半分治っている」とよく先輩より教えられたもので土しかしここでは相手の人は来て欲しくない

（かも知れない1のに、こちらから押しかけるということもあるのです。カウンセリングでは、あく

まで本人の意閉を尊重すること、と教えられた私にとってこちらから押しかけるということは気が

咎め、いつも自分自身0中で苺藤がありました。しかし幸いにも殆どの人は気持ちょ（応対して下

さ1)、コミニニケーションか出来てくると、「お姉さんと一緒に食べるの楽しみにしていた」とお論

子を買って待っていて下さることもありま丸なけなしのお金で買われたと恩うと心苦しいのです

が、喜んで薮くことにしています。また少し訪問出来ないでいると「どうしてた。甜見ないから病

気かと思った」などと案じて下さると、私を待っていて下さる人がある。私は必要とされていると

心がはずみ、来る時の気の重さ、疲れも吹っ飛び、充実感に潤たされ、足取りも軽く帰—9 たのでし

たc

一方ではいくら防ねてもコミュニケーシコンの取れない人達がおられます。仮設という共同体99

中に入れず、狭い／奴設の一室にひっそりと一人で生きておられる人達ですr 仮設の人違との関わり

を絶ち、訪ねてくる者へも心を閉ざしておられるのです。おせっかいかなと思いながらも何とか支

えになっであげられたらと訪問しましたが、／n／度訪ねても中に居られるのに返串はなく出てこられ

ませんでした。しかし lうつ状態にある人は自我が君識―卜に沈んでいる状態なので、同じ時に同し

人が9ックし続けると、丁度、 9lIの殻を難が中からコソコノ叩いていると破れる時がくるように、時

が来れば目我が不言に水面に頻を出す片かくる U そび注時に外からの声かけがあれば無急識の中で聞

いた声だと思い応しられる」という以前読んだ本の 節を思い出し、勇気を出して「00さん、お

元気ですか，と声をかけ続けました。

約ニカ月たった頃内から「はい」と返車が返ってきて、ドアが開きましたc この時の堵しさとい

ったらありませんでした，それからは心を開かれ、病気のこと、生い立ちのこと、要災のことなと

話され、コミュニケーションが取れるようになりました。「地嚢でいっそ死んでいればこんな思いは

しないですむ。これ以上こんな状態で生きていても何の楽しみもないc 身体がこんなではとても仕

車など出来ない。廃人同様だ」と窟災以前に遭った交通項故1こよる後遺症に悩まされ続ける苦しさ

や、この苦しみを99にも分かってもらえないというつらさを何度も訴えられました。

実際に苦しみを取ってあげることは出来ませんでしたが、彼の心に寄り添い、共慾しながらその

気持ちを開いていると「自分は一人ではない、分かってもらえる人がいる」と思われたのか、目を
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外へ向9t出され、復興住宅への応芽など積極的に次のステップヘと踏み出されましたc 資格審査も

通り、復輿住宅へと転届して行かれる時は、よかったという思いと去られる淋しさの交じった複雑

な思いでした。

私逹の「心のケアネジトワーク」のボランティア活勁は、―心のケア」という目に見えないものを

提供しています，催物をする、草引きをする、あるいは品物やサービスを提供するといった目に見

えるずランティア活動だとする粗，]もされる，I]も 1した」「してもらった」という襴足払かありますが、

「お話を聞（」という桔神面のケアは、される側からすれば「何をしてもらったのか」という思いが

あるでしょうし、する仇1]からすれば「必要とされているのだろうか」という不安がいつもあります。

私はいつも―役に立っているのだろうか」「押 Lつけではないのだろうか」と思いながら訪問r9勤を

続けていましたc それを面と1句かってつきつけて来たのがAさんでした。

—年前の著い夏の日曜日の午後、その口は「心のケアネットワータ」の1中間と各家を片っ端から

訪問することにしましたc 「00さん、お元気ですか」と声をかけて歩いていました。多くの人逹は

気持ちよく―元気です3 暑いのにご苦労さん＿と声をかけてT• さいましたし、 9真見知りの人とはお

話が9まずみました。しかし A さん宅を籾問するとものすこ~い見幕でポランティアを攻撃されたので

丸「日曜日に来られたらおちおち休んでいられない。当初ならとも角、もう皆立ち直っている。必

要ない。話を聞いてもらっても慰めにもならない」「ボランティアとは、必要なことをしてくれるの

がポランティアだ」と怒唄られ、ポランティア精神の本質をつかれた思いで、苔返す言譲もなく落

ち込みま Lfe。「あそこは怖いから行くのやめよう」と言い合っていましたが「｝ーダーのK氏に「そ

うやってうっぷんをぶつ,,てきたのを聞（ことでボランティアしている」と言われました。なるほ

ど、私逹のすることは相千0気持ちに寄り添って話を聞くことなのです。 Aさん19きっと心の中に一

杯ヌト l9フがi留っていて、何かに攻撃せずにはいられなかったのでしょがその気持ち立受け止め

てあげようと決心しました。それにこれを避けて通ったらこの仮設に来る意味がないように思えま

した。

そこで次の週、河が出来るか分からないまま Aさん宅を訪問しましたc 「この間は失礼しました」

と百うと「同が」と少し困った様千でしに近くの川に約りに行（というのでついて行きました。釣

り糸を手らしている横に歴って、黙って話を聞いていましに相変わらずずランティアの攻撃をさ

れますが、前のような勢いはありませんでした。そして、朝からお母さんの下のお世話で大変だっ

たこと、こんな状態では仕車がしたくても出来ないこと、又これからの人生がどうなるのかという

ことなど胸につかえている恩いを吐き出されました。

Aさんは窟災後、 19梗塞で倒れたお母さんの面6']を見ておられます。「ヘルパーも腰を痛めた。自

分も痛めたC ポランティアでしてくれる人なと居ないだろう＿•と言われる。（う一ん、私にも出央な

ぃC)「必要としていることをしてくれるのがポラノティ 7の筈だ」という］度の切実な願いがここに

あります。しかしこのことは誰でも中迩半端な気持ちで出来るものではないのです。（私は今貝方の

側に寄り添ってそのつらい、しんどい気持ちを分かち合うことしか出来ないのです。それも大変な

勇気を持って、それでもポランティアかと言われそうで・~＂~）

次週、まさしく仮設焼けのするかんかん照りの中、「ボランテ 9アです」と円をかけると「こんな

暑い日にウロウロしていないで家でおとなしくしていろ」と私の身体を気遣9 てくれましか言甜

は乱暴で百いたいことを言っているのですが、心の優しい思いやりのある人であることが分かりま
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す。だからこそお母さんを施設に預99ず、・・人で頑張って世話をしているのでしょう c 「今日はお母

さんの所へ行ってくる」とまだ下のお世話をする決心がつかないまま言うと「99でもしてやってく

れ。ヤクルトでも飲ませておいて」と凍月まれまし年「余計なことするな」と怒られるかも知れない

と思っていたので意外でした。

お母さんを初めて訪問しました。おむつを当て、ぺ，ド1こ瑕たきりですが、お元気でしっかりし

ておられます。震災後あの大変な状況の中で「息子は自分のことより私のことを先にしてくれたーと

何度も言われまし如余程婚しかったのでしょう。「この年になって息子に下の世話をされるなん

て、頭にこれっぼっちも思っていなかった」という無念の思いが伝わってきましたc

次回訪問すると息子さんがおむつを替えているところでした。下の世話をしなくてはならないし

んどさからお母さんに当たっています，息子さんが帰った後、彼女は嵐子に99祖して怒られ、それ

でもベ・y ドの上で勁けず瑕ていなくてはならないみしめさ、何も出来ないふがいなさ、情けなさな

どの死ぬ程つらい忠いを語られました。とんなに歩きたいでしょう。一人で何でもしたいでしょう c

私は何もしてあげられない歯かゆさの中でつら（悲しい思いで聞いていたら、―頑張る。生きていた

い。生きる」と言われ、救われる息いでした。また―負女と話しているとふさがれた重い扉が開き、

心の扉が開くような気がする、ありがとうlと帰り際！こ言われ、「よかったa という安堵感か全身に

広がり、彼女のどうしてあげようもない暗さの中に一抹の光を見る思いでしたa

訪問時には、息了さんからはお母さんの介護のしんどさを聞き、お母さんからは哀たままで人の

世話にならなくてはtt色ていけないつらさ、また元気になりたい、生ぎたいという心の叫びを問＜

という関わりが続きました。そんな中で私自身も自然に下のお世話が出米るようになり、そのこと

がじ・子さんには、この大変なことを分かち合ってくれる人がいる。このしんどさを分かってくれる

人かいるという恩いを与えたのか、息子さんとお閂さんの関1系か和らいでさました。

そして私自身、お母さんが一日千秋の思いで待っていて下さると思うと、日耀ビ毎の仮設訪問が

残り合いになっていました。ある時お母さんが「今迄余り人の世話もせず、自分勝手に生きてきた

のに、今砦に世話1こなっている。もう人の為に何かしたくても飼も出来ない。私なんか生きていて

も仕様がない」と悲しそうに言われました。私は思わず「そんなことないよ。 Aさんから私は生きが

いをもらっているよ」と言っていましたc 滞り追、心の中で 1本当にあなたからは一9不生きる喜び

とエネルギーをもらっているlと思いました。そして翌日はっと思い当たりました。これこそが「共

に生きる」なのだと。

あれから 1汗、また暑い仮設の良がやってきました。その間Aさん親子も神戸に帰られました。仮

設の半分程の人々が復興住宅に当ったり、家を再建されたりまた住めは都と N市に住いを橋えられ

たりして転居されましたc 空き家の日立ってきた1奴設の中は森閑としてきましに残された人速に

あせりや不安感が出始め、今こそ支えにならなくては、とグループの仲l91で声を掛け合っていると

はいえ、私の中には「もういいのではないか、他そんなに必要としていないのではないか」という

息いがありました。

そういう思いの中、今日、平成9年8月10日もまた「心のケア」の1中間と戸別訪問をしました。

初めて訪問する Bさん宅の敷居は高く「話が出来るかな」―迷惑ではないかな」と思いながら「B

さんお元気ですか」と声をかけると Bさんが出来こられました3 顔立ちのはっきりした若々しい感

じの主嬬でしたC とまどった顔をしておられましたが、その日一緒に回った涵校生の Fさんとl司年
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代の子供さんがあることから学校の話、家族の話、唇災の話など2時Hl1近く話されました。「箆災か

ら2年半経って終わったことなのに」と言われながら展災時の恐怖の模様を話されるBさんにとって

震災はまだ終わっていないのです口環壊の激変9こ子供さん、ご主人、お姑さんのことに心を痛めら

れ、これから先のことを色々と案しられる Bさんに 一9人で本当によくここまで頑張ってこられま

したね」としみじみと感したことを伝えると―話を聞いてもらって心のつかえがおりました。また

頑張ります」と娼しそうに言われ、私は「来てよかった」とつくづく思いました。

外に出ると今日も仮設焼けのする衷夏日でした。でも暑（はありませんでした。

................................................................................................................ 

木村由香 子

私はポランティアを始めて半年になります。月に2固の訪問をしています。ポランティアを始めた

のは毎日力屯吋 ことに気付き、何とかしなくてはと思いポラ

ンティアを始めました。最初は不安もありましたが他のボランティアの方々には大変快く受け入れ

て頂き今もとても楽しくやっています。また、仮設の方との出会いが私にとってとても大切なも0

となっていますc それはや生きる』ということを改めて考える機会となり、目分を取り戻すきっか

99ともなりました。私も幼い頃、心に併をうけたことがあり、衷災によって心に傷をうけた方と共

に生きていくことができたらと思います。そしてこれからも自分も1●j、も大切にして生きていきた

いと思います。

人の心の袖さも菊さも

芙しさもみにくさも

希望も絶望も----すぺてを知った

葎らしの中で、人と人とのふれあいが

心の安らぎになってほしいと思っています。

未来をあきらめないで下さい。

平成9年8月31日 浜田とき み

心のケアネットワーク ー同

H9.8.31 現在、玉手仮設にいる人すぺでに一言ずつを添えて絵葉害のプレゼントを・~···ということ

に決まり、私は割り当てられた20名足らずの方への言葉としました。

日々小さな思いはあっても、今の春らしが永遠に続いて行（と思っていたのに、一瞬のあの地窟

がそのすぺてを99ってしまったのですu

行政も、心のケアネットワークのメ 9パーも、その他の多くのボランティアも、それぞれに精一

杯のことをしてきた2年半でしたが、どうしても生活弱者と呼ばれるお年寄りやひとり某らしの人を

優先させることも多くありましたコ家族そろっている人には声をかけてもその生活に立ち入らず、む

しろ立ち入らない方が相手のためではないかとさえ胆っているところがありました。

ところがところが…・・今日、酉校生と中学生の子供さんを持つHさんに会った1寺、丁度同じ年頃

の子供を持つ母親として話が弾みましたn 思春期、受験をひかえた子供の悩み、その親としての思

い、同世代の近隣がいなくて話し99手がいないことなど、息せき切ったように次から次へと話題は
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尽きずあっという間の2時間でした。地震の時の様子、頻もしかった息子さんのことなども初めて聞

きました。

今までは悩みや苦しみつらいことかあっても「自分には家族がいる」 l自分はまだ若い」「まだま

しな万だ」と心の奥1こしまい込んで大きな声で言えなかったぜいたくな悩みだと言われそうで誰1ご

も9舌せなかったそうですC

2年半が経ってやっと自分の同いを口に出せた、 9舌し相手が欲しかったという Hさんを前にして、

もしかしたら家1こ閉じこもっている人oa中にもまだまだ心のふれあいを求めている人がいるのだろ

うと感じさせられた L日でした。

話しましょう c

育空の下で、さわやかな風を受けて

話しましょう c

美しい花をめでながら

こ1まれん1まあかりの笑額を見せて

話しましょう

窓をあけて、 ドアをあけて 1!

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
植 田 貞 子

ギい時、ポランティアをしていた時は、ただ何も考えず走り国・9 てきましたが、こ 0度阪神~淡

路大震災で 1姫路 心のケ 7ネットワータ」のボランティアに入り、新白浜の仮設を私なりの形で

精~材皆さんと共にお付き合いをしてきました。最初は一人一人の考え方、生活斑境もそれぞれ達

うのでなかなかどうしてよいのか悩みよしんが、ボランティアの仲間逹が「走らず、くよくよせず、

マイペースで目分の出来る車を気長にやれば良い」と励まして下さいました。それからは自分なり

に走9 たり抄いたり休んだりしながらすることに心掛けました。そうすると1屈設の人逹0一人一人

が少しずつ見えてくるようになり、今では自分自身も見つめ返せるようになり、し・・人ー、人の立場に

たって物車を考えられるように少しなりました。と、共にまず私自身がポランティアをさせてもら

える「幸福」とポランティアをしている中で自分目身がいろんな勉強をさせてもらいました。また

后l峠に、共に助け合いながら生きて行く車の大切さを1畜感致しました。ポランティア活動を通じて

この Lもなく充実した毎日が送れる半を感謝して若い1中間遮と一緒にこれからも続けたいと見9って

います。

（復1B後の生活に思う事〉

谷 口 宣 夫

震災9自後に妓初1こ！9!ったのは、押しつふされ混乱した生活のシステムがどれぐらいの期聞で元に

回復するのだろうかという車だった。

世界に冠たるハイテク技術を持ち、難問にあたっては官民一致主筏で車に当る日本なので、パブ

ルのはじ91で多少、体力の消耗はあるものの、半年や 1年もすればかなり復1日できるものとおもって

いた。（多分多くの人がそう信じていただろう，」）しかしこれは大きな認識不足だった。確かに資本

カのある大企業や官庁等は、廃墟ビルがプルドーザーで取り除かれ、さら地に巨大なクレーンで鋼
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鉄の骨格模型のごとき新どルを組み上げていく様子は、見るからに力弥い復1Uジーンだが、その陰

で大 Lた援助も期待出来ない民間中少の客細企業や、今まではひっそりとつつましく蓉らしていた

庶民はどう終結されたのだろうか気になるし、行政の救済（こも現実とのギャップか多々あるように

おもえるc

そこで思うのだが、この要災でわかった車の一つにひょっとして我々の文明社会システム（特に

E本の場合）という0は、何か新しいモノを造る時には非常に効率的に勤くのだが（各自の人が利

益を得られるので）、しかし一度壊れたモノを修理、蘇生させるという車には、とたん（こ目に見えて

意欲がおちるのではないか、（生産メーカーが自社製品のリサイクルには、利益がでないので積極的

に関与したがらない車（こもにている。）

更に気になる率は、いわゆる建物や遊路等などのハードな物（本は時間と費用さえかければ完全（こ

元の状態以上に復元するが、そこに春らしていた人々の目（こみえない生活感党や、思い出などのソ

フト面はあまり識諭にされてない様だ。

無論、人によって受けとめ方は色々だし、過去が百％いいわけでもなくどっちにしろ古い物はす

たれ(9ろび、峙（いや建築吻は次々と変迫していくのだからいいではないかという窓見もありそうだ

が、私は、人間の蓉しというものはたたきれいで便利な快適空閻（ハード）だけではなく、そのそ

の人にあった iフト面（会話の概会はなくても理解しあえる隣人や、あまりきれいでなくてもなん

となく親しめる周UIlの環境、少しでもよいから目然の風崇等）が欠かせないと思っているのである。

だから、被災した方達がたとえあたらしい住まいをそれぞれ得られたとしてもそれでこの事件は

完桔ということにはならず、いろんな問題を合んでいるのではないか。

................................................................................................... 
姫路市福祉総合通園セノター蓄誕婦 深 谷 しのぶ

私は大震災の~tt週間後、長田で呑護婦として救援活動をしました。被災した方々と直楼お話しす

ることになったのはそれが最初でしたC AMDAという NGOから肴護蛹要員の要諧があったので、す

ぐに食料~水・寝袋をもって長田へいきました。本部0長田区役所の 5991こ到菩したそ0時点から、

巡廻医療チーKに加わり、区役所管杯を車で回りました。傷あとの生々しく残る長田にその被害の

大きさに鵞き、どうそれを表現するか言譲がみつかりませんでしたn 幸いにも巡廻した先々では緊

急を要するような重症の患者は居ませんでしたが、冷え、疲労、栄蚕の偏りが原因と思われるカゼ

症状、疲労脱力感を訴える人、極度の緊張で自分の疲労にも気がつかず働いている人、あるいは 1が

まんかまん）と医師や看護瑚9こ顔色の悪さを指摘されても大丈夫と答える人が居ました。

とこへ行っても医療チームの到吾するのを心待ちに待ってくれる方々が居ました。そこで大変気

1こなったことをここに筈きます。持病を持ち、内服を怠ってはいけない人を何人か診察した芍のこ

とですc その方々の多くが自分し9飲んでいる薬の内容や名前、差は全く医師から聞いたことはなく

知らなかったのです。薬を持って逃げることが出来た人は、その薬を私達の所へ持参して下さった

ので、巡廷医療先であっても、無様で、本部で活勁する薬剤師に連絡を取り、同じ内容のものをそ

の薬が切れるまでに平渡すことが出来たのですが、そうでない方については生治医の所へ行くよう

にと伝える以外、方法はありませんでした。その主治医の所へ行（ためのバスや電車がちゃんとあ

るのか間（ことはためらわれる状況でしたc しかし、土治医と患者の関係というものは、インフ

ォームドコンセントが叫ばれはじめた時代とはいえ、たいていはこの様なのが日本の現伏かと思う
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と、医師を批判せずにおれない気持ちでいっばいでしたc その時同じチームで活動した医師達はど

う砥じたのでしょうか。

また日に日に寒さの増す中で、明日はみんな元気な顔で居てくれるだろうかc 毎日心配しながら

各地点を巡廻する毎日でした。いつもおなじ顔の医師や看護婦が巡廻することが、そこに待って（

ださる人達にとって安心してもらえるのが良く分かるだけに、ずっと統けていたかったのだけれど、

その場に心を残しながら、―・週間は過ぎ、窟場に戻りました。

斑場ではいつも通り、神戸でのことがまるでうそのように何も変わることなく時間を過しましたc そ

れがたまらなく腹立たしくなったのを思い出します。他にするぺきことはもっとある。 自分はこの

まま、自分のいつもの仕車をしていていいのかc そんな思いをしながらも、何もすることが出来ず、

あっという間に一年数力月が過ぎてしまいましたc

新白浜仮設住宅で訪問活勤をしているのを知ったのは平成7年の II月頃でした。平成8年に出

産、育児休暇と自由な I寺間が出来たので、子供が6カ月になったのを機に、くこころのケアネットワー

ク＞に参加させて頂き、メンパーの 1人として活勁させて頂きました0 AMDAで活勤したあの時、途

中で長田を離れなければならなかった、また何かするべきことがあるはずという強い自衷の念もあ

り、こ0不完全燃焼のままの気持ちを少しでも自分なりに解決したいという思いがありましたc

初めて新白兵住宅を訪問した時は、出会った住民のせさんの温かさや期るさに感漱しましたc あ

れだけ大変な思いをしたにもかかわらず、今は人を思いやり、毎日一生けんめい生活していらっし

ゃる姿がありました，しかし度重なる訪問をするうちに、将来に不安をかかえてふさぎ込む人や、花

望03光が見えなくて投げやりになってしまう事もあることや、長期の病気か悪化してゆく人、現在

の生活に困窮しなからも、市は何も助けてくれない現実のあることも知りました，体、心が元気な

方逹にはお話しすることで私達0a訪問は窓味ある 9)ですが、生活に麻l窮し、芯逹＂叶寺 9ない現実七

かかえた方に対しては、私遥ボランティアは何の援助も出来ないのです。自分達の燕力さにあ然と

することもしばしばでしたc つまづく度にくこころのケアネ y トワータ＞＇）ーダーに相談し何等か

の方策を捜していただき、それを解決出来るよう助けてもらい、そして多くの仲世lと話し合い、助

け合うことで活路を見つけ出して行ったように思います。

またどんな時にも、私達を心よくむかえて下さった住宅の方々に支えられ、逆に力づけられたの

も大切な思い出です。今年9月に多くの住民の力々が復興住宅や市営住宅へ居を変え再出発されるこ

とば、 Iふ／よりも私逹にとってうれしいことです。そして、もう少し姫路に残る方々ともますます親

しくお付き合い出来れば幸いですつ百児休暇を終えあまり活勁出来なくなったのですが、住宅に誰

かか居る限り、私峰はそこへおしゃまします。今後ともよろし（お願いしますc

（公的財政援助を願う〉

西山博子

庭災のあと骨折治療の為、病院に入院した彼女は、退院後、 99路市玉手の仮設住宅に入居したc 当

時は住民も少なく寂しい状態であった。彼女は幼い頃に母親を亡くし愛情の乏しい家庭で育ち、働

ける歳になった時に独立をした。その後19婚をし、 2人の息子を儲けたが、後に離99をして彼女は女

手一つで子供を育ててきたのであるc 坦親にカレーうイスをつくってもらい、 99上生活者に食ぺさ

せた優しい心を持った息子は成人した後、宅くして病死した。時間の経過と共に、心がやっと癒さ
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れた直後に、阪神淡99大箆災が彼女を襲ったc

仮設のふれあいセンターで彼女は、来る人にはこまごまと世話をしたコ自治会長が転居した後は、

会長代行の人（プライヘートな専梢を公表してしまう人）とはうまくいかず、仮設住宅に閉じこも

り禎尿病の治療の為の病院通いと、曰々の生活の買い物だけの菩Lになってしまった。ア｝レコール

に溺れる曰もあった3 神戸市の住宅申込みにも当選しないし、転店して行く人も増え、玉手の仮設

住宅に来た時と同じような住民の数になり彼女をまた寂L（させた。

そんな中でも、病気になり1士車ができなくなって食べる物も車欠く人がいると、食物をつくり与

ぇ江仏埴を小さくしたので仏喧を栽せる台が欲しいと言っていたおばあさんには、使わない台を

与えて設匿したりした。それから、うつ病をかかえて仕率に行き詰まり、函気、ガス、水道を止め

られてしまった人には、生活保護の手続きをする際には渚潔にといって、自宅のお風呂にいれてあ

げた。（うつ病の人は、ニカ月位入浴していなかった。） 1也にも、アルコール中寄9こなってしまって

トイレにも行けないような状態の人に病院へ行く説1材をして冶療するようになった。

衷災以前99洋服をデザインしたり、ディスプレイをしたり、いきいきと仕半をしていた時の彼女

に一刻も早く戻れる様な棗壊づくりを渚栢的に行政は取り組んで欲しい，

県や市など自治体での努プJだけでは限界がある。従がって政府は今こそ、被災者のた虹こ公的財

政援助を実施するへきであるとかんがえる。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

山中幸恵

震災後復窮はかなり追んだが、仮設住宅1こは、まだまだ恒久住宅や生活再建の見通しがつかない

のが現状ですc

私達の活動は迫～回（口睦訂 9こ戸月 11訪糊をして、年に数回イベ•，トを 1, し、住宅とのふれあい

交流が出来たらと・…・,訪関して住民の方々を励ましたり、悩みを聞いたりが目的で丸訪ねると

私達を笑顔で迎えて下さる2返間ぷりに訪ねたりすると「どうしてたんーと心配してくださふとっ

てもありがたい、そしてなんだか9iっとしますc

時には、血[+•9i,1定をしたりして病気の話をすると糖尿の方が多いのに鷺く。

また料理j・手の方がおられて、料理の話になると楽しそうに次から次へとメニューを変えて講習

して「おだしの味は・」「あま酢の味1お」と作って味見させて下さふ私も夕食にすぐに取り入れ

て1乍ったりして重宝している。

色々な話をI司っていると 1~2時間がすぐにたってしまい2~3件しか訪問出来ない時が多い。私達

が訪問して皆さんの気持ちが少しでも9¥くなればらこれからは、食事指導のようなこともやりた

し、つ

訪問後みんなでふりかえりをして、嫌なことなど家に持って帰らぬようにとリーダーの配虔があ

り、ストレスを感じずに今に至る。私達ダループは、リーダーを始め、心のやさしい屈いやり 0あ

るすばらしいグループです，

〈私もボランティアのひとりに）

濱田悦江

震災の年の岩れに新白浜でお bちつきに参加、玉手で子供たちと遊んだことから、仮設住宅の方
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たちとのお付き合いが始まった。

毎回、おじゃまじゃないか、わたしの一言でつらい経験をされた方たちを傷つけないかとドキド

キし、それでも話し相手が欲しい方もおられるだろうと恐るおそる忌ねる私に何人もの方が暖かく

受け入れて7-さったc

今年の2月マイクロパス 2台（新白浜と玉手）で、復輿住宅を見学し応神戸の街を知らないもの

が案内出来るだろうかと心配。前のパスからの連絡をもらいつつ説明していくと、他さんの方が詳

しく、この辺りはこうだった、もう少し向こうに何があると救えて下さる。なっかしくィキィキと

した様子で括しが弾み、 1ヶ所ずつ熱心に、頁剣1こ品定めをしておられるC でも倍率がすごいからな

とため息も出ふあっという惜1のl日だった。帰路、新白浜へ掃る車0，；ーダーからの迪絡を皆さん

に伝えると、うす暗くなった車中に突然拍手が消き起こり、ポランティアにお礼を言って下さる c こ

の日私がもらった喜びは、今までの関わり方の不安を吹き飛ばし、耕さんのやさしい気持ちに、う

れし涙かでてしまった。展後のお一人が熊車神戸へ帰られるまで、出来る車で力になりたいと心に

笞った。

このところ、復輿住宅に当選され弓1っ越しされる方、自分で生活再建され、神戸へ帰られる方と

当初の 2/3くらいの戸数になり、個々の単惜の途いが生活力の差となり、皆で手をつないで頑張ろ

うとされていた気持ちがだんだん薄くな 9 てきたようだ。食、住の不安な発生当時は、あれだけ身

近な方、見知らぬ方が助け合って来られたのに、 2年余り同じところで過されてると、きれいごとで

はいかず、いろんな力関係が生まれてきた。弱い立場の人が、もっと弱い人をないがしろにしたり、

中傷されることがある。ポラノティアに「Aさんには困っとんやつあんたらもやさしくしたり、話L

相手にならんといてや。」と官われた時には返項に困り、さみしくなったc

誤災で戦湯がなくなった方は多く、幸い続けておられる方でも神炉までの通劾に絞れ、仕事を辞

められた方、体をこわして入院されている方、通院しながら療養されている方もおられる口生きる

ことは、食べるだけでなく、 II事支えないといけない家族の存在、打ら込める何か等があること

が、力になると実感している。

きのう、人院先から外出中0汀3さんにあ丑こr ―もう退院出来たん」「いや、もうじき帰るんや。ぇ

え車に乗っとうなあ。」（洗いたての車できてごめん）「うらやましいかわし、免許返してしもたん

や l「おしかったね。神戸でII軍に使えたのに l「もう高いし、よう取らんわ。もうええんや」―でも

元気そうやし、もうすぐ退院やね。退院してもお酒飲まんと、体に春つけなあかんねJ「いや、ぇぇ

んや。いまでも晩こ飯すんだら、ちょっと貿いにいって飲んどう」「え lこと先生（やさしい女医さ

ん）に怒られるやろl「内緒や。わしもうええんや。人生なんかええんや」「なんで、家も当選した

し、これからやんか」・…りごめんね。これ以上ゆっくりよう聞かんかった。

いつも気になる Cさん。「わたし、元気そうに見える？損やわ」「わたしも一緒にポランティアし

たいわC イ中間にいれて＿ ・・ ・・ごめんね。きっと生きがいを探しておられるのだと杞う。就戦はうま

くいかなかったし、体も弱っておられる。それに、なせかまわりから中拐されてしまう Cさん。誰

かとゆっくり話しがしたい気持ちはわかるげど、会うといつも役れてしまう私。

「心のケア」というのポうノティアグループ炉艮なのに、勇気が出るようにケア出来ないし、自

分自身なまけもので立派でない。仕車のこと、家庭のこと、私自身の人生のこと等、思わんならIし

ことがいっぱいあって、いつも仮設の方たちのことを考えているわけではないC 2年近くになる今で
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も、日曜日の午後、訪剃に向かう時はドキドキとしている。「目己満足」ではないか、「99切の押し

売り」になっていないか。釆い悩みを持っておられるだろうに、楽しい会話1こしてしまいがちなわ

たし。つらいことを打ち明けるチャンスがないかも知れないと反省している。それでも、皆さん0

理不尽に受けられた境遇に共感し、応援Lているものがここにも一人いるとわかってもらえたらえ

えんやと勇気をだして、 ドアをたたいている。最後のお一人が神戸へ借られたら、ちょっと休憩し

て、被災者の方たちとのかかわりで、教えてもらったこと、得たことをまた別のところで生かした

し＼

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『クリスマス会に参加して思うこと』

●場所／壬手ふれあいセンター ●日99/1996.92 • 21 

人形•,1 ポランティア 植戸

昨年に続いて、人形•IJをすることが出来てよかったのですが、仮設にいる方は 1年間、そこできぴ

しい生活を送られているので、複雑な思いでした。仮設にいる子供たちの数が涼ったそうで、来ら

れた方も大人の人の方が多かった。

大人の方も喜んで楽しんでいただけたようで、タンプラブで、もみの木や魚など形が出来るたぴ、

拍手をいただき、とてもうれしかったです。小学校の元気な男の子達が舞台に近づいたりのぞいた

りして少し托lったのですか、後で昨年は、この場に出てこれなかったといっことを聞き、人形追に

勉れ、話をし、自分を出して楽しんでいたんだなぁー、あれでよかったんだと感激しました。

残念たったのは、最後まで会に参加で送なかったことです。ポランティアに来られていた学生の

力や、仮設に住んておられる方こいがヅ遠滋して交流できればいいなぁと思いま Lに。風のよう

にさるのもいいですが、たまにはじっくりおちついて品後までいたいですねぇ～。

又よろしくお願いします：

人形•,1ボランティア春名真由美

昨年に引き続き、お招きいただきあ，）がとうございました。

人形91、タング"I知恵の板1遊び等させていただきましたが、たくさんの力々にお集まりい

ただけたのでうれしかったです。なかなヵ寸 ちょっと圧位1され

ながら演じておりましたが、大人の方々、お父さん、お母さん、おしいちゃん、あばあちゃん等巴

配の方々にも、よろこんでいただけたようで皆様の笑い声が利けてよかったです。

タ「）スマス会し）最後まで一緒にふれあえればよいのだけれど、途中で舞台の片付け咎で中断して

しまい会の雰囲気をこわしてしまうことがいつも悪いなぁーと思いながら、滞ってまいりますか、ご

めんなさい。それでも少しでもお役に立てている 9)なら、またぜひ参加させていただきたいと思い

ます。

今回もやっぱり参加させて頂けてよかったなと思い、私自身も皆様から元気パワーをいただいて

きたなぁーという感じです。「これからも頑張らなくちゃ』と思いました。

どうもありがとうございました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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『ポランティアに参加して』

姫路市余部小学校 5年 濱田 香

私か屯手の仮説住宅へ行きはじめたきっかけは、今年のお正月にお父さんが『ポランティアを

したい』と言って、お母さんのお友達が「姫路こころのケア・ネ y トウーク』で活動されていたか

らです3 そして、 3人で行くことにしました。

私が初めて仮設の人達を見た時、一番はじめに思ったことは、なんて元気のいい人たちだろうと

言うことです＿

私が訪問すると、

「何年生’1名前は？」とか

「またおいで とかうれしくなるような言薬をた（さん言ってくれます。

お母さんが、―ごはんは、おいしく食べられますか」と聞いて

「うん、おいしいよ」と話が始まりますc

「早く神戸へ帰りたいけど、なかなかちゅうせんに当たらへん＿•

「神たで生まれ育ったけれと、今は姫99もええなぁと思う」

と話がはずんでいくうちに、私は、たいくつになってきます。そんな特を見計らって、

―むすめさん？」と言って、私の話になってい（のです＿―-緒に回るおばちゃんが、「私の子」と

じょうだんを百って、大きな声で笑うこともあります。お母さんが、「私たちが行った時しか、『9し

たり笑ったりする相手がいない人か、いつばいいるから、香ちゃんが「こんにちは』って雹うだけ

でうれしいんだふ」と言いました。

札たちが声をかけても、あんまり必単をしない人や、戸を朋！ナてくれない人もあります。 1反設，'

中でお友達を見つけられない人や、まだ心に苦しみを持っている人が、いっばいいるのです。

今では、仮設の人が3分の］にへってきていてさみしくなってきた1ナど、私は、みんなが早く、せ

まい所より広くて目由！こくらせる場所へ、とんどん行ってほしいと願・9ています。

[97.6忍9記］

.．．・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ • ・ • ・ • ・ •........· • ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • • ・ ・ ・ • • ・ • ・ • • ・ •・・・· • ・ • • • ・ • ・ ・ ・ • • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ 

『こころのケアネットワークボランティアに参加して』

姫路印立芦砂学校 一年 生田雄也

ぽくが、ポランティアに参加しはじめたのは、小学校の6年止のときです。姫路にできた仮設仲宅

の一つである土手住宅で、ボうンティアに参加しているお母さんにさそわれて、いっしょに19った

イヘン｝でした。

そのイベントとは、ピール祭りとい 9 て、仮設の人たちに少しでも安くビールやジュースを飲ん

でもらおうと企画された物でしに炎天下、多くの人たちが宋られて、生ビールやジュースはまた

たWIに完売してしまいましたr しかし、多くの人たちとは言っても、この仮設住宅全員の人数か

ら見ると 1まんのひとにぎりにすぎません残念なことにあとの人は、部屋に引きこもってしまって

いると聞きました。

ところで、みんなは仮設住宅を見たことがありますか？。
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となりの家との間にはうすい壁たった一枚だけです。話し声も足音もすべて、相手に聞こえてし

まうのです。ぼくならそんな生活はとても耐えられません。こちらの行動が手に取るようにわかっ

てしまうのですから。

ぼくは、きっと仮設のひとたちもそう思っているだろうと思っていました。しかし、その考えは

違っていました。ぼくが出会った人は、そんな条件の中で生活しているにも関わらず、明るい人ば

かりでした。だけど、この明るさはどこからきているのだろう。震災で住むところを一瞬に失い、絶

望のどん底に突き落とされたのに、どうして明るいのだろうと考えました。

きっとそれは、人と話をすることで、心が明るくなるからだと思います。つまり、人との会話や

つながりが、絶望のふちにあった心に、やすらぎをあたえてくれるのだろう。こうして、人と人と

のつながりの輪は広がっていき、毎日を楽しく明るくすごすことができるのだと思います。

しかし、人との会話やふれあいがどうも苦手だという人や寝たきりの人、体の不自由な人は、自

分だけの世界にとじこもりがちになってしまいます。だから、ポランティアの一環として、月一回、

又は2ヵ月に一回程度のイペントをひらいて、より多くの人と接してもらおうと努力しています。そ

のために、外に出てこられない人には、一軒一軒訪問してプレゼントをわたしたり、言葉をかけた

りしています。

もう震災から2年以上たったので、ボランティアなんていらないと考えている人も多いと思います

が、本当は今こそポランティアが必要なのです。

震災直後から一年間ぐらいは、生きていくことに一生懸命だったのが、だんだん落ち着いてくる

にしたがって、むなしさや心細さ、不安が出てきて、その事で心の病気になる人が多くなるそうで

す。このような人が少しでも減るように、ポランティアが必要なのです。

ただ話を詑いてあげるだけで、その人の不安や心細さが取り除かれるのです。

みなさんの中でもし、やってみようと思われる人があれば、 一度参加してみませんか？

で(3..

＊海上マンション
I*軍の＂には心で消火できる。

I いさという＂、すぐ安＊比 II[ヘ修11で1!

＇る．＼ 

地震対策アイディア
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『心のケア』って

9今日は、ポランティアです」

「とうですか体の具合は』

週に一回の訪問が、何回か重なって

少しずつ顔なしみになってくる

『最近紅を見なんだけど、とうしとったん」

『住宅の申し込みはした？ j

話が長びく時は、一時間もすぎることもある

神戸での苺らし、子ともの時のこと

家族のこと

特には涙を浮かべながら

とうとうと話をされる

ああ

ただ聴いているだけの私は

今までの行き方を

そして自分を

恥ずかしく思う

私が出来ることは あなたの声に

耳を傾けること

私に出来るのは あなたのそば9こ

居ること

ただそれだけ

「ハーモニカのひとり言」

Y•T (97•7•20 記）

[99路こころのケアポランティア演芸スタッフ］ まえさか の1まる

侯の生まれた播／l／飾磨で、小学校から高等学校迄一貰して、楽し（学校生活を送って来ました。社

会に出てから御録があり、御当地の菩写0山麗に転居。今日迄病気一つせず、お蔭様で気儘9こ楽し

く頑張っている次第で感謝して居ります。

さて、元来僕等の地方で幼少の時から古人曰く、―地震やその他災害のない所」と聞いて今E迄や

って送ましたU

太平洋戦争の、 B29による空襲の時の恐怖以外を知らない僕は大平楽で生活していた処、 l995年

1月 17日午前5時46分熟睡していた。突然、寝床が9前り、大揺れ、大地が横に、そして上下に慌て
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ふためいた。あの時の車は今も僕の心にしっかり刻まれているn

お蔭様で儀少な被害で助かった僕等に比べ、霰災地の方々の心身共に被災された皆様方には今も

って御固情申し上げます~コ

今は神戸和長送の異っ只中、 10月26日5吐投票日には一人でも多く参加され、復輿に際して蛮積し

た擁問題を、新しく選出された和長と共に一つ一つ解決し、一日も早く被災地の皆様方がき1まれる

市政を切望するのは僕だけではないと思いますが？

寒冷の冬将軍か今年も間近1こやって来ました,/反設住宅の皆様、健康にはくれぐれも御望慈廊い

唯々頑張って下さいと祈念するのみです。負けたらあかんで 9

そうそう、手前味噌で失礼ですが、僕の身近で先月二つの行孝があったので一寸開いて下さいな。

9月 18肋災の日として今年は阪神大窟災から学んだ肖菫な教訓を踏まえて姫路市総合防災訓練が

西部プロック（七校区自治会）、そして行政防災関係機関に近郊の企業が相互に追推役割分担しなが

ら効率的、かつ効果的に行われました。参加人数は 2500名とか。プログラムに基づいて9砕30分

より］1時30分の二時間、苔様の多大な協力により無卓完了。これが一つか

そして9月15口の敷老の日で感した車は僕の住宅台地は約380世棋が居住しており、今回調査し

たらなんと 70オ以．この高齢者が 104名。それに反して子供会会員は30名。これでは秋祭りも単独

では無理の有様ですっ

逆ピラミッドと云った幼少児の減少に反して高齢者の多大化と云った将来危険な我が国がこれか

らどうなることやら？

今後、山崎断磨の活性化による市行政当局は訓練で学んだ91り防、菩察など防災閣係機閲だけ9こ99

らず避難所が団桔して組織的、自主的な活勤を行改が唱えてはいるが、この様に住民の老齢化によ

り、醗きが鈍く自分肖身でもどうか？

今日、何もかも混乱するのではなかろうか3

あれやこれやと考えると赤信号を点戚して案じているのは罵鹿な、モして舒薄な僕一人だろうか？

クワパラ、タワパラ 10/24紀

······••············· ・・ ・・・ヽ・・・ ・・ ・ ・ ・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・ ・・・・ ・・・ 

松本佳奈

平成7年4月、家の近くに1反設住宅ができた。 それまでに伯1度か炊き出しに参加してほしいとさそ

われたけど、当時2オになったばかりの拓磨をつれてはとても行けないし、めいわくがかかると咀い

新っていましたu 5月、ゴールデンウィータ頃から仮設に人がいるのを見かけるようになり、 5月中

頃＇もしかしたら子迅れでも何か出来ることがあるかもしれないヽ・・ ,.Iと思って家にある生活用品

を少し持って子供と―•緒に、仮設件宅の中に入り勇気を出して声をかけてみた。 こ0時、まだポラ

ンティァらしい人は1これも来ていなかった。

灰車で何もかも失った。カレーもお茶わんとおはしで食ぺている，何でもいいからほしい，」そ

んな店があちこちから簡こえてきた。とてもシヨ,,だった。

困っているだろうとは思っていたけれど、そこまで何もないとは．．． a

「これぐらいなら、だれにでもできるコ．l友人に1けをかけ、公困仲99のお母さんたちをさそって週

一回のパザー（無料）を始めたC マタニティで大きなお腹をかかえながら来てくれた人、小さな子
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供の手をひいて手伝ってくれたお母さんたち、直接のお手伝いは出来ないけれと、物質をたくさん

提供してくれたお母さんたちc

た（さんの友人にいっぱい協力してもらった。

やる気さえあればだれだってボランティアはできるc 千育て中でも出来るんだ・・・。長年ボラン

ティアをしてきたけれど、この時初心にかえった気がした。 2カ月 1まとすると、あとから来たポラン

ティアの人たちや住宅＂）人たちにお金をとってパザーをしたほうがいいとか、日曜日でないと働い

ているからもらえないとかいろいろ言われたc

無料で提供してもらったものにお金を払うのはおかしい。

働いているんだったら、何もよその家の不用品や中古品をお金をだして買うよりもスーパーに行け

ば自分の好きなものが買えるだろう。 最初の i•l ひとつない、なんでもいいから欲しいというとき

よりも、物国のことではケア0必要がなくなったのでは...と思い、やめようと思っていたころに

岸岡さんと出会った。

今度は心のケアが必要かも・・・。岸岡さんの話を聞いてそう思った。

個別訪問するようになったある日、 1人苺らしのおばあちゃんが「一旧中だれとも話しをしない。

テレビが友達、だれか外を通らないか、ずっと窓を開けて待ってるんや。」と宮われた時は、これか

らの高齢社会を考えさせられた。平成8年1月にばらばらで訪問していたメンパーを火睛日の午前中

と決めて築まって訪問することにした。これはメンパーにも住宅の人にも好評だった。 メンパーl司

志もすぐ1中良くなり、いろいろな情報交換やイヘントもできるようになった。火曜日に訪問するよ

うになって拓磨が少し変わったn 人見知りがなおって他のメンパーと訪問したり、あいさつも自分

からするようになっか とくに、何かを配るという日が好きで「これどうぞ」とうれしそうに配っ

℃いたc 4オになった今9ま保育固に行っ℃いら UXC、火唖日には1予けない99れど休日C)イペントは

お父さんと一緒に参加している。 パーベキューの時には、キャペツを切るのを手伝ったり、おはし

やごはんを拾仕していた。 ずいぷん自分から進んで考えて、お手伝いができるようになったと思うc

自然にボランティ了ができるようになって、とてもうれしく思ったc

ポランティアというと、むずかしい事のように考えている人が多いみたいだが、子供にポラソテ

ィアとは何かというのを言葉ではなく、私を通して体得し大きくなった時、自然に当たり前のよう

にボランティアの出来る人問iこなってほしいc 小さなことかもしれないけど、電車に乗ったら席を

ゆずることかできたり、困っている人がいたら声をかけるということがあたりまえのようにできる

千供になってほしい, I反設住宅でボランティアを始めてから、た（さんの人と出会ってたくさんの

話しを聞いていい勉強になりました。子連れということでめいわくをかけたと思いますが、あたた

かく接してくださってありがとうございましたc

そして、やはり家族の哩解がないと今まで続けられませんでした。

休日も手伝ってくれた主人と弟にありがとう．

また 2人めの子供が少し大きくなったら、ボランティアやりたいな・

その時にはみなさん、またよろし（お願いします。
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く新白浜仮設住宅から＞
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＜涸国野町仮設庄宅ガら＞
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阪
神
大
箕
災
を
紐
て

一
九
九
五
年

一
月
一
七
日
、
私
は
二
歳
一
ニ
ヶ
月
の
息
子
を
か
か
え
、
妊
嬌
五
ヶ
月
の
裏
で
し

た
．
前
日
ま
で
、
私
は
い
と
こ
の
結
絹
式
に
出
席
す
る
た
め
に
郷
里
の
高
知
市
に
家
誤
で
里
帰

り
し
て
い
ま
し
な
夫
の
仕
事
が
つ
ま
っ
て
い
た
せ
い
で
、
し
う

一
日
ぐ
ら
い
ゆ
っ
く
り
し
て

い
っ
た
ら
と
い
う
声
を
銀
り
切
り
、
一
六
日
の
夕
方
に
神
戸
市
灘
区
の
マ
ン
シ
ロ
ン
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
．
夫
は
そ
の
足
で
東
京
出
張
に
出
か
け
、
わ
た
し
は
翌
日
か
ら
の
傑
育
所
登
所
の
準

傭
を
し
て
、
息
子
と
と
も
に
眠
り
に
つ
さ
ま
し
た
．

一
七
白
の
明
け
方
四
峙
ご
ろ
に
一
回
目
寛
め
、
も
う
し
ば
ら
く
眼
れ
る
な
と
思
っ
た
こ
と
を

寛
え
て
い
ま
す
．
そ
の
次
、
が
く
ん
と
床
が
沈
み
こ
み
、
つ
き
あ
げ
る
よ
う
な
感
寛
に
揖
さ
ぶ

ら
れ
て
目
覚
め
之
し
た
．
立
だ
何
が
起
き
た
か
わ
か
り
土
せ
ん
で
し
た
が
、
ふ
と
ん
の
躙
の
ほ

う
に
こ
ろ
が
っ
て
い
た
息
子
を
引
き
寄
せ
た
と
さ
、
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
と
ひ
ど
い
鑽
れ
が
部

屋
全
体
を
“
い
、
あ
ち
こ
ち
で
食
峠
や
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
盲
が
響
き
立
し
た
．
こ
れ
立
で
大
き

い
と
い
え
る
地
霙
を
騒
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
地
虞
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
ま
で
に

し
ば
ら
く
か
か
り
ま
し
た
．
私
が
は
じ
め
て
出
会
っ
た
大
地
虞
が
、
来
曾
賓
と
言
わ
れ
た
こ
の

阪
神
大
羹
災
で
し
た
．

前
年
ー
ニ
月
に
鵬
入
し
て
引
っ
鑢
し
た
ば
か
り
の
中
古
マ
ン
シ
ロ
ン
は
、
外
璧
が
ゆ
が
み
瓜
れ

る
な
ど
｀
捐
遣
的
な
破
環
を
受
げ
、
崩
れ
障
ち
こ
そ
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
全
域
判
定
を
受
ナ
ま

し
な
幼
児
を
か
か
え
る
妊
婦
と
い
う
身
で
あ
る
た
め
｀
家
族
や
親
戚
の
支
援
を
受
け
｀
地
糞

直
後
に
神
戸
市
北
区
の
夫
の
兄
の
家
に
〇
魏
、
そ
の
一
遇
間
後
に
は
夫
＿
人
を
神
戸
に
残
し
て

高
知
の
実
家
に
帰
り
、
約

一
ヶ
月
す
ご
し
ま
し
た
．
三
月
は
じ
め
、

水
道
が
復
旧
し
た
の
を
織

に
、
ま
だ
ガ
ス
も
復
旧
し
て
い
な
い
段
隣
で
し
た
が
マ
ン
シ

a
ン
に
帰
り
、
よ
う
や
く
ふ
た
た

び
家
鰈
で
苓
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

六
月
に
娘
を
山
直
す
る
と
同
時
に
マ
ン
シ

e
ン
の
補
饉
工
事
が
は
じ
蒙
り
、
と
て
も
新
生
児

を
育
て
ら
れ
る
環
墳
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
塵
陳
か
ら
退
院
す
る
と
す
ぐ
に
ま
た
、
夫
を
残
し

て
高
知
の
実
家
に
し
ど
り
ま
し
た
．
そ
の
あ
い
だ
に
夫
は
、
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の
あ
い
だ

に
は
い
れ
る
仮
設
住
宅
を
探
し
て
、
姫
罪
市
玉
手
の
仮
設
住
宅
に
入
居
を
決
め
た
の
で
す
．
こ

れ
ま
で
ま
っ
た
＜
縁
の
な
か
っ
た
姫
蹄
の
、
同
臨
は
た
ん
ぼ
だ
ら
け
の
仮
設
し
か
は
い
れ
る
と

こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
電
話
で
聞
か
さ
れ
た
と
さ
、
何
か
暉
漏
と
し
た
不
安
を
感
じ
た
も
の
で
す
．

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
遠
れ
て
た
だ
で
さ
え
気
苦
労
の
多
い
と
き
に
、
ま
っ
た
く
見
知

ら
ぬ
環
境
に
は
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
．

そ
し
て
七
月
、
生
後

l

ヶ
月
に
な
ら
な
い
赤
ん
坊
と
二
織
の
長
男
と
澤
れ
て
．
顛
闘
市
玉
手

の
仮
設
住
宅
に
”
り
ま
し
た
．
長
男
の
保
育
所
入
所
も
霙
災
櫓
例
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
決

ま
り
、
周
囲
の
よ
う
す
を
手
閑
り
す
る
よ
う
な
心
持
ち
で
、
新
し
い
生
活
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
．

最
初
の
う
ち
は
、
す
ぐ
近
く
に
ス
ー
バ
ー
も
な
け
れ
ば
医
考
も
い
な
い
な
ど
と
不
漕
ば
か
り
が

つ
の
り
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
周
囲
の
地
環
が
わ
か
っ
て
き
て
、
自
転
亭
や
パ
イ
ク
で
勤

き
ま
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、

た
ん
ぽ
や
畑
に
囲
よ
れ
た
広
々
と
し
た
環
境
は
、
子
育
て
を
す
る
に
は
神
戸
よ
り

（
佐
脇
這
子
・

111訳
稟
・
三
六
織
）

辺
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
吐
で
思
え
て
さ
た
も
の
で
す
．

仮
殷
住
宅
で
の
生
活
も
、
夏
の
あ
い
だ
は
ク
ー
ラ
ー
つ
け
っ
ば
な
し
、
冬
の
あ
い
だ
は
ヒ
ー

タ
ー
つ
け
っ
ば
な
し
と
い
う
構
造
上
の
不
隈
は
あ
り
ま
し
た
が
．
玉
手
の
仮
設
は
ま
だ
空
き
が

多
く
て
と
な
り
が
入
居
し
て
い
な
か
っ
た
お
か
げ
で
、
子
ど
も
が
騒
い
で
も
あ
吐
り
気
兼
ね
す

る
こ
と
な
く
立
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
そ
れ
に
、
マ
ン
シ
召
ン
で
は
零
え
ら
れ
な
か
っ
た
、

賃
の
下
町
の
長
屈
み
た
い
な
周
囲
の
ご
家
族
と
の
韻
籾
な
つ
き
あ
い
、
子
ど
も
同
士
の
文
波
な

ど
が
経
験
で
き
た
の
は
、
生
活
上
の
不
便
を
し
の
い
で
あ
止
り
あ
る
ほ
ど
の
利
点
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
．

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
季
節
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
開

い
て
く
だ
さ
っ
た
い
ろ
ん
な
イ
ペ
ン
ト
し
、
本
当
に
感
謝
す
べ
き
も
の
で
し
た
．
鐸
遇
月
屯
日

の
お
料
瑶
敦
室
に
出
て
い
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
お
ば
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
に
赤
ん
坊
を
抱

い
て
も
ら
っ
た
の
も
、
い
い
恩
い
山
で
す
．

私
た
ち
は
こ
の
玉
手
の
仮
設
住
宅
で
夏
と
冬
を
無
事
に
す
ご
し
、
三
月
末
に
補
修
の
絡
わ
っ

た
滋
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
ど
り
ま
し
た
．

仮
餃
住
宅
で
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
知
り
合
え
た
こ
と
も
ふ
く
め
て
、
こ
の
震
災
は
私
に
と
っ

て
本
当
に
い
い
人
生
紐
験
と
な
り
ま
し
た
．
歯
の
中
に
は
い
る
ん
な
人
が
い
る
と
い
う
よ
う
な
、

こ
れ
出
で
碩
で
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
こ
と
が
肉
と
し
て
騎
に
つ
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
．

ぽ
設
で
知
り
合
っ
た
人
の
な
か
に
は
、

勧
き
た
い
の
に
職
が
な
い
と
喫
い
て
い
た
壮
年
の
男
性

し
い
ま
し
た
．
そ
う
い
う
人
た
ち
の
顔
を
思
い
浮
か
ぺ
る
と
、
現
在
の
仕
事
を
し
っ
か
り
や
ら

ね
ば
と
い
う
励
み
に
な
り
立
す
．
わ
が
家
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ロ
ー
ン
と
禰
謬
費
の
D

ー
ン
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
二
重
ロ
ー
ン
に
苦
し
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
仮
設
住
宅
に
寡
ら
し
た
お
か

げ
で
、
こ
の
虞
災
の
被
災
者
で
よ
だ
立
だ
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
大
勢
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
が
実
感
と
し
て
わ
か
っ
て
い
る
た
め
｀
ど
う
に
か
が
ん
ば
っ
て
鋤
く
こ
と
が
で
き
て
い
土
す
。

あ
の
日
か
ら
も
う
一

i

一
度
目
の
夏
が
す
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
今
と
な
っ
て
は
、

玉
手
の
仮

餃
住
宅
で
暮
ら
し
た
こ
と
は
｀
＊
当
に
な
っ
か
し
い
．
い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
．
あ
の
と

き
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
虫
せ
ん
で
し
た
が
、
今
に
な
る
と
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
い
っ
し
ょ

つ
け
ん
め
い
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
＊
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
と
恩
い
ま
す
．
あ
の
と

き
生
ま
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
赤
ん
幼
も
も
う
二
歳
を
絨
え
、
元
気
に
定
り
拿
わ
っ
て
い
ま
す
．

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
子
を
抱
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
見
て
い
た
だ
さ
た
い
と
思
う
ほ

ど
で
す
．

＝
一
度
目
の
夏
を
経
て
も
ま
だ
仮
駁
住
宅
に
残
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
．
ど
う
ぞ
燕
事
に
進
む

這
、
帰
る
家
を
見
つ
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
．
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仮設住民1声のカード］

9611 24新白浜・玉手仮設住宅

・元の神戸に帰りたいし、お金もないii車もないし生活か苦しくなっている状態です。もっ

と被災者にお金を下さいコ（男）

・県件があたったけれとも（明石）＂再んで行く 99ではありません、やはり早（神戸に帰りたいc

(60歳・女）

・仮設から仮殴に移動するがやっと神戸に悟れる，（70歳・女）

・県住の再芽果で明石が当遜の葉官が届いて端しい反面、本当に神戸に戻らなくていいんだ

ろうか、・・・後に残ったお年寄りの人達か気になる。 (50歳・女）

•月に21叫炉の病院に行（ので~一日も早（神戸に掃りたい。 (,0歳・女）

・ふれあい・ピンターに活気がない？？？ふれあいでない特定99人ばかり利用しているc

(60歳・女）

•お金がない 死にたいお合がない死にたい お世話になりました,(50歳・男）

・目知liが無くなったc 物がなくなるなんて ・・・.(50歳・男）

・心まで貧乏していない。 (60歳・男）

・住宅が当たり安心しているが、残る人迷の半を考えると心配四(!O歳・女）

・怯いなくなって寂しくなった。 (50歳・女）

・早（神戸に帰りたい。 (40歳・男）

・仮設にいたいような早く神戸に帰りたい様な気斉ちです。 (40歳・女）

•土地あるげとお，かない家が建てられない。 (BO歳）

•寒い (30歳·男）

・早く 19戸に帰りたい。 ('9歳，女：

・私は鈴•1台の方に家が当たりましにどうも布り粒っございまし！こ0(6D歳。女）

・I中間うちで足咽l・サ版りあい・・嫌になる」 (B0歳・女）

・弱い人を助けるボラン・9ィアご苦労さんです。 (9D歳・女）

・色々な事を言われても今口も活動するボラ 9ティアさんこ唸労さん。 (50歳・女）
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平成7年"月 1神戸市と仮設住民交流会jにて

（長田区女性・全壊無蔚）

0瓦礫の下から這いたしたとき 99時は生きてたと囲いました。今てはあ，,時逝ってたほうが善か •9

たかも・・・！！行くところのない私には何時まで仮設に居られるか毎日が不安で不安でなりません。地

戻前、家は持ち家でしたが借地です。 4年前に}}、も運き、子ともも居ない私には象を建てる力も膨

力もございません。肝臓を患い／士車にも出られませんc 神戸§)中央区に肋が居ますn 虫のいい話で

すが、できれば姉の近くで仕活をしたいと思いますn （長田区でもいいのてすか）私の目から見れ：9

神戸市は公共串業に力を入れて（それも大切なことですが）底辺に居る弱者を忘れて居るのではな

いですか．．．？

空きマンションや公団、民間の家賃には手が出ません。どうしたものかと悩める日々です。末至

ながら姫路の皆々様存り雛うございます。何詩まで1反設におれるのでしょうか・・・ 9l

会話のないのか淋しいですC

（長田区女性 •52歳有職）御国野

●当日は出席出来ませんが、,,,訳ありません。 ilI外の仮設に1lIている者は、目日の通勤が大変ですn

今までは頑張らなくてはと頑張ってきました。いくらまだ若いと言っても限界があります。＿—-日も

早く神戸lliの方へ行けるようにして（たさい。市住にも申し込んでいますが、私たちの年齢は何平

にも（仮設~市住）当たらないのでしょうかこ年齢など考慮して働き盛りのにんげんをもっと神戸

の方へ向けて、一日も早く,,心復興を早めたはうがいいのではないでしょうか？市の方々のご苦労

もわかりますがでもアンケーいょかり出しても少しも私たちの身近にそれが兒えてさません。月日

は流れていますc 私たちは焦っているのです。

液磨区男性）

●須磨区桜木町一丁目で被災しました。平成3年7月から週3回の人工透析を受けています。蝋在も

姫路より兵庶［名笠松まで通院中ですJ 0復で約2千Flの交通壱が嬰りますC 経済的負担が大きいで

す。出来たら桜木町R仮設の空き家に入れて'9しい。

・病気の渕系もあり、晉さ寒さ 09憾しる度合いが激しいc いくら家賃が0でも定気代．水道代がこたえ

ます。

・公的住宅は坂迫）9段があって苦手、又、民間住宅は家賃が高い」

•新築購入住宅に補助がないのは埋解が出来ないn

（須磨区女性 •58歳）

●困ったことや心配季•••あれ以来多すぎてどの程度をそう言うのか分からない位です。

昨年蓉れの健診で洪常なし、病気に全く緑の無かった私が、仮設住宅の夏の俺診で要措検と 09車

で病院へ行くと肝臓が悪いので毎日注射の必要有りと信じがたいことを言われました。現在冶療中、

煙草・酒に関係ない者でも心労と過労が原因とのことでした。

午前中通院して点滴を受け神戸へ通勁、"歳の老犬が待っているので 10時頃帰宅、 12月になる

_,述一



と益々込批むし一寸心配ですc

質閲・・十地なと音記が有る者は、市常（キ宅に入居できないと開きましたが、本当ですか？

その他・…仮設住宅や公営住宅に何回も申し込んでも当たらないし、民間の貸家もなかなかな（遠い

姫路から通動するのは大変でした。客が半減し収入も半分、交通菩は一R3000円以上掛かるし、

せめて更地に苺務所だけでもと中し込んでいるが、順番が来ない初めの内は眠れない日も多かっ

たですが、川の流れる音もする、メダカもいる、星がきれい、夜霧の降りるのを感じる、この土地

で休口などとても＇)ラ y クス出来る車を知りましたc 住まいと会社を無くしても、頑張っている留

学生や従業員の手前、紐き言一つ言えず逸う人皆から頑張れ頑張れと言われて重圧を惑じていた様

子でしたが、遠くて大変だった反面ここ 19速いからこそ気が休まったと思うっ

その他②冑い!/,も20年来ポうンティア活動をしてきましたが自分か受け身になってみて、その時何か

必要なのか何をすればよいか筈大変勉強になりました。偕さんの貝い汗の玉を忘れません。

（兵庫区女性， 68歳南駅前）

●兄と 19永い卓付き合っておりませんc 雷話も住所もハッキ，}しません，保証人が有りません。

（長田区男性 •76 歳南駅前）

●すきま原が多く窓い宙気代が烏（つきます抹ががたつく北如設場所によって支援の仕方が逸う。

／長田区女性 •64 歳 9ll国野）

●神戸市内の県市営~に人りたい。一日も Y• く入居したいです.I反設住宅の道が暗くて不安です。

渾区女性• 58歳御国野）

窟災のとき学校や病院で料らしたことを思えばfn]も不足ありません。

（中央区女性、 59成御囲野）

●今仕串がなく無収入なのでせめて3~4時間のパートでもあれ1点と忍います。

（東混区女性 •73 歳臼浜）

●亙日一人9まっちで淋しいです。今までは沢山のお友述がありましtらものを言っても返車をしな

い人がいます。仮設仕宅の中で言料らが有ることを始めて知りました。

（長田区女性 •48 歳白浜）

●今後、家を建てるには、失業しているし、年齢も考えると借金までして家を建てる男気かない。だ

ヵ立遠 県市住に入るには、条件がありすぎて、独り者はスム

ーズに入れそうにないし、住まいが先か、仕単が先か…2 なるぺく明る＜振る舞っているけど、持

病かLiIこ夜は泣きたくなる, •Iびたくなる。何をやっても足か地についていないので先々を思うと

不安でやりきれないc 神戸に帰りたいけど仮設を月l1れるときか怖い。神戸に帰りたいけと揺るとこ

ろがないc
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1兵囲 lメ~女性 •57 歳白浜）

●先円近くの県営住宅を申し込みました。 999が1i内て、なるぺくこの仮設住宅に近い所があれはよ

いのですが、なけれ19申し込んだ所（高砂）で駅に近いようでですので妹に来てもらうのにいいと

思いますつ神戸は家負の面で私の均合は無理だと思います。あまり遠い所は目が見えませんので困

りますa 代華してもらいました。

（長田区男性 •57 歳白浜）

●こ 83度の罹災で住む家もなくしこれからどうしたら良いかと親子で心配しましたが、この地へ来

てJOヶ月生活できたのは、がランティアの心治かいご支援のおかげです。有り難くお礼申し上げま

す。私共も元の神戸で新しい生活が一日も早く出来るよう努力しますので支援をお甑いします。

黒区女性 •81 歳白浜）

●奄気ストープが欲しい，来年 1月から入院予定。玄関の手すりと段差を直してほしいc

その他

♦隣の募場からゴミを燃やし時や後に灰か荊んできて困ります。風のきつい時は［ヒめてほしい。

♦すきま屈がすこ’い，（とても夜は寒い） • 9i熱材を下さい．（自分で張りますので）

♦県市宮の住宅の家臣をもう少し安くしてほしい年金生活では高すぎふ

♦神戸に帰りたいコ

♦高齢者・身寄りなし・転居先なし・老｝はーム希望コ

♦神戸に帰りたい

♦ ボス 1、か速いですからしり宋ればこの仮設に作ってほしい。

♦仕串の関係で今は親子別々に生活しているが、ーロも早く一•も名に菩らしたいです↑

♦大切な人を亡くし、家屋や大車な物を失った痛手は例えようのない悲しみの口々です。

◆和1故こんな車になってしまったか、虚しさだけが感じられます。これから先とうしたらよいか

不安です。

♦今の所、特別有りませんか、お『月も近く、神戸市は同を考えているのか？

♦部屋のなかに棚を作ってほしい，

♦公共科金を免除とは言いませんが、せめて半額位にしていただけたら姥しいですc

♦役所等に閥い合わせは何時も市外通話で割高となります。姫路市内で対応してもらったら助か

ります。 お金が必要C カーテ 9 の原い物が必要C とても寒いですc 光熱晋の割引を考えてほし

いです，

♦緊急先 1ま習察に届けておりますc

◆姫絡市にばかりに依頼せず県・袢戸市が禎桓的に関わってほしい。

◆仮設内の環壊整備をしてほしい（舗装・街灯・)

♦復興より復 IFJ が先況（港酒・空港・都市計画より人の住める街作り）

（東灘区男性 062玉手）

●無戦で寒くなるし止月が来るしお金もない。良い方法を・・義援金は早く来れ。
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1長ヨ区女性 •54 至手）

●我援金が欲しい。止月が米ても出来ない口 It串もないし生活が由来ない，

（項磨区女性 •52 玉手）

●別に何もありませんc ポランティアの方々が良くして下さっているので惑謝をしています。

（中天区男性• 48玉手）

●こちらに米て3ヶ月になりますが、色々行車があった。一週間が哨ぐたちますc 空気も美味しいし、

これで仕串があれば幸せです。家の前の汚水枡が高くて固っております。 1可とかなりませんか。

（中央区女性 •67 宝手）

●深夜の夫i訃i，争いごと「籾から了どもを牝り泣かせるなど・怒「見天災の祈、我湮が必要と思い

ますか、隣人の車を考えずに吾らして居りますのでほとほと疲れますc その外のことは先ず自分で

出来、感甜の日をすごしています。息子が近くに堵らしておりますので恵まれていますコ

住んでいる各目が、気を使って、せめて自分の家の周囲〇消掃i計皆でしたいですa

ハスの同数を増やしてほしい。

（須磨区男性 ・79三手）

・仮股に来て幸い健瞭1こ嵐まれております。空気も良く慢性気管支炎の症状も軽くなったようで醤

んでおりまれ住宅の新築を業名に頼んでおりますが、エ車が述れております。寒くなると陳房器

呉が源l刃 CO1火炎も気い』~ります。しの年甚冷になると「ばゃっと』し℃火元 9こな C懸念もありこれ

だけはと注意しております3

／灘包男性ー 59玉手）

●玉年仮設住宅に人居してから早くも5ヶ月↓口 が、一番岳初に感したことは、空気が美咲し

いこと 1冗培がなく車の娯も少な（空気がきれいなことが一番ですc 出来れば近辺の県ti・,臀i^ーが

あればと思っています。お金か少しで出来れば早く移動したいと願っております。

9i路はとても美味しい空気があふ神戸には帰，Jたくない。

（長田区男性 •84 王手）

●年を取ると人に言えぬ小さな故l府か出てくる。身体自体元気な故、日常生活には屎常なく普通に

過ごして居ふこの住毛に来たときは、少しの買い物も遠くまで、医者は近くに共を貝いに行（の

に暑いのでえらいところに米たものと閉「」し如 llii候が涼しくなり近くにコープが出来、パスもiJj

るようになり便乎lliこなりました。環地にも恨れ、根が呑気な性分で平常の生活になった気がしますく）

色々とお気追い有り難うこざいます。

／須磨区男性 59玉手）

須磨l又の元の場所に屈手夫姉との二世柑住宅¢9再述を計画しているが、資金が小足気味で満足な

"•l 槌ー



家が建てられない」待ち家全壊でC9建て替えをする者に装援金等何らかの助成はないものか？

（灘区女性 84王手）

一日も早（仮設から出られるようにお邸いしまも神戸市がお金がなかったら、国から蓑援金が

出ますように皆様方困っておられている方がた（さんいます<お願いします゜

（潔区女性 73玉手）

姫『9は良い街ですが、虹住が少いと思いますc 英賀保の町も住みやすい町で良いと思います，交

通が不便ですc この町にも県市住があればと思います。いくら働いてもやはりお金もなくなったの

で困ります。家がなくなりましたので．．，

（須磨区男性 52王手）

生活する卜で困ったことは有りませんが、道路がじゃり道ですので止の通る所はアスプアルトを

してほしいです。私は朝4時45分神戸に1J事に出ていきます。砂利道では音がするので気になりま

すc

（中央区男性 65王手）

義援金はもう当たらないのですか、たったの 90万円ほうきりですか？仕事もなくお金もない人間

はどうしてお正月をこしたらよいのですか？もう-一度義援金を下さい。

（長田区女性 56 玉手）

区掠酋免餘の延長・不釦消 ・新築に義援金の分配をお願いします。

ボランテ＇了〇皆さんには色々の 1崖しをしていただき有り難うございます，

玉手の住宅では楽しく藩らしておりますc

1灘区男性 63 玉手1

ポランティアの皆様のご厚惜に接し老)こ婦共々惑開1の日々を過ごし祈り侯、故に特に要望を明記

することは無（候。下豆負合掌a

（灘区女性 57王手）

土地、建物に閑する法律相談を開いてほしい。仕車を紹介して頂けないでしょうか。神戸市に限

らず播磨地lgの県市営住宅の惜報がもっとほしい。毎月一度でもよいから仮投の片さん全員に出席

して頂いて総会を開いたらどうでしょう c その場で自冶会で決められたことや注窓したいことを伝

えふ又皆さんからいろんな窓見を馳くと言うふうな場かあっても良いと思いますかし

（灘区男性 45宝手）

私自身の神経席の為、家内も就業につけず病院通いと自摂程をしている状態で、市からの保泄を

受けており、経済的にも苦しく生活に困っている現状です。何か良い思案が有ればと思 1， 毎日です。

これからの冬支度の為駿房器、布団党のレ、9 タルが有れば希望します。毎月の保護蛍の支給が5日で
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すが、それまでの期間の生活貸付、惜＾等が出来るものであれば希望します。米や日用品の支袷か

有れば怜望しますし仮設住宅を出る時点での住宅確保に不安を惑じますa 篭気器具、電子レン；、オ

ープントースター匂Ioaレ9タル等が有れば希望しまか全壊で身体一つで仮設に来たので家具や生

活用品が無いので支給やレンタルが有れば希望します。

（畏田区女性 27 王手）

•日も早く神戸市内に戻りたいと思いま丸姫詫市古の岩らしもなれてきましたが、や 1まり何か

ににつけ神戸市と逹うことがあり戸惑います。それと1可処へ行くにしろお金がかかるので自転車で

行ける所しか1うかないと言うのが本音ですc

（長田区女性 52王手］

3年前に腸のポリープの手術のため入院コ昨年秋に再人院して今年の1月10日に退院しました。落

ち器く間もなくこのような率になり悪苺の車を思うと良く助かったと思います。神戸では、 5回仮股

を申し込み駄目で学校知人の家とおl廿話になりましたが、やはり目分の部屋が欲し（最後：こ―ノ宮

のセンター~で玉手の健を 6 時間かかって頂きましたr 初めて来たときはとうしょうかと思いました

が、やっと9Ilれて来て自分なりの生活をしていますJ 道具も何もかも失った私にとって哉援金は助

かりました。でもいろいろ必要な物があって冬のストープを買うと心細い屈いがしております。病

院はやはり神戸に通っています。今は、仮設の前からパスがあり"コープもで随分過ごしやすくな

っていると店いま丸•]五，／ティアの）5達にいろいろ良くしていただき特にこれから寒くなるので

頂いた衣料を大切に指せて」日きまも何蒔も有り難う、これからも宜しくお願いしますc

先日住宅を申し込み9Lトが←ふ A ます。や 9すり神戸↓→帰り9lIれ／廿地で伺

かパー］~を見つけて少しでも慟いて生活の足しにしたいと思っています。

い難区女性 38 王手）

•，ランティアの方が、パザ 商品を持ってきてくださるが自治会役貝が「良い品とこれ械私が唾

を付げている」と言って私たもに手に入る物は良い品以外ということはどういう車なので Lょうか喜

公平ィヽ公平というのはとても拌しいことと思いますn 役員の方が我慢しなさいということはなん

ですか。？不公平になるぴaだったらパザーなと取り止めたほうが私は良いと息いますぐ

（兵庫区女性玉手）

パザ とか他に色々として囮くのは有り難いことですが、行けば直ぐに艮い秒］はもう 9~g (a早く

行け19役日の方が、横において他の物を迎めふこんな淵9では、行く気にもならずポランティアの

かたにも来ていただいても何の感紺の気持ちもなくなり、それなら初めから行かない方か、 I9も立：

たずにいられるC もう少し皆に平恐に物が回るようにしていただきたいっ

（兵庫区男性 74主手）

定年退穀してから今日まで高年齢のため仕車もな（現在貯金を取り削して生活をしています。厚

生年命も 10年程かけましたが、年が足らず句金もなく側収入です。県市営住宅に入れても家賃を払

っていけないので今後とうしたらよいか困っています。
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（長田区男性 57玉手）

困った車と言えば現在、現時点の連絡先が少ないと言う恥と言うのはこの器災にかかわって、そ

して登災後も身内等とは連絡を取り合っていないため少し孤独感にひたる毎日か少し気になります。

というのも別に理由か無いのてはなく、やは引9戸からかなり距離的に離れているということです。

ホーム／ック的な蛋墜：こなるのも無理1まないと思う 0ですが・・・。その他で困ったことは細かい点

ですが、少し駅から遠いい享ですn 部歴の壁が薄くてプライパノーが守れな（気になります，

最後になりましたが．やはり最終的な悩みは、神戸までの99朔が有りすきます，

その他

♦一芥困っているのはお金です。

♦催し物や救援物育その19お知らせ車を一々言って回られていますのでマイクを取り付けてくだ

さい。 家貨の安い県市営住宅を希望します。

●こちらに住みたいc

♦街灯をつけてほしい．

♦家賃の安い公営住宅（一万円）。

♦ こ 0仕宅の・・ ・・号は、．．．の持ち主になるのですかc ?？？ 

♦神戸 1ご早（帰りたい。毎ヨ思う。

♦仕車があまりなく斥l っています。現在はパートで収入が少なく生活が苦しい，

♦戟業安定所も何度も行きますが、なかなか思った様に仕卓が見つかりません。

♦災害援助演金・・保証人がいないので借りることが出来ませんc

♦平成 9 年末が来れば住宅は術路で良い。＇阿生年金の受給資格が出来るので）

●仮設の人がわ金を借'， 9ら来る。友人でもないの 1こ区lっている。

♦ゴミ当番年の当番が仕字の都合卜なかなか出来ず苦しいここにもやっと 9llれてきた。

♦環壊に射II染めないところもある。

♦919戸大学病院への通院が大変。

♦せさん良くしてくださって喜んでおりますコ有り雖うこ＇ざいます。

♦別に困ったことは有りませんが、早く神戸に帰れるようになりたい。
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l被災3周忌被災者の気持ち］

平成9年1月17日

凋国9予庶用（足進宿舎男性 48歳サービス業全壊（全焼｝l

誰もが予期もしなかった震災私たちは人牛の谷間に突き落とされた様な感しでした勺明日

は我か身に言う言華と罠災のむごさを語り99いで1ーパ車、箆災に合けず立ち直る率の貢さを

人間としてやり遂げて行きたい。

私は登災当日から一年八ヶ月、ー個の人問として、地区の中で千ともたちやお年寄りの人

達の為に全力を出し切って答りました。我が地区はおかげ様で、いち早く区画整理専業の仮

換池指定も決定し、池区の皆さんに喜んでいただきまし如またまだ肖金面、住宅建設の再

如．9なかでロ ンで苦しも車がた（さんこれから先出て（るでしょうが、何率も負けず頑伽

って行けるものと確信しております，今は、家族の再建のために、姫路0地て家族1中良（懸

命9こ肋いております。

哀災によ・9て丈った物は、計り口れないほど大きいと思いますが、それ以外に家族の有り

雌さ、又友；；の、 1吋囲の人達、親戚、色々な方々に励まされて、助けられたことか一杯あり

ますしたr 震災で亡くなられた方々の為に私たちは要災を乗り速え今まで以上に幸せになら

なければと痛念している今日この頃です，私は、箆災後地区0)会合（会話の中で） （地●者第

会） II音家人集会）の中で亡くなられた方々への弔い合戦だと百っておりましtらどんな気持

ちで亡くなられたのでしょうし巾さぞ惜けなかったに逹い有りませんc

婆災を思い出す車、語り9lれぐ半も必要でしょうが、展災をパネに大き（人間として成長す

る車の）jが大幸／こと思います。県命に残された命、社会のI；めに尽くしたいと思います。

姫格の地よ，）神戸を思い出して、．．．． n

震災によって目分自身負けたくなかったc

「男性 44疵無職全壌I

医者にかかりたくてもお金がないのでそのまま過ごしておりますc 又整体術で直る高91ll

圧、腰痛も直すことが出来なくて困 99ております↑お金さえあれば早く！l!して仕器に就ける

¢}にと思っております。 月口のたつ699廷早いもので、老いて行く年齢の車ばかり気にする今

Hこの頃です。きちっとした仕車に就けることが111しくなりつつあります。

（女性 41歳有職（バート）全壌〕

麟で，，生活面でいろいろと言われていますが、贅沢を言えば切りがなく仕方か、いと思

っています。おかげ様で、私たちは1珈］Im方々によ（していた／這有り鮭いことと哀んでお

りますU

一人でお住まいの方も沢山いらっしゃると思いますが、自分から心を開いて接する様にさ

れればもっといろんな面で広がって行くのではないかと思います。
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［男性 60歳無職全壊J

私はこの 3年問病弱で入退院を繰り返しておりますn

（女性 47歳有9位全壌〕

訊場が神戸なので一日も早く復輿住宅か当たり神戸へ怖りたいと思っております。

C男性 67歳有戦半壌）

仕宰が19戸なので交通昔かたくさんいるし身体も倍も19れるように思う。 9•• 日も早く市住

叫氏家酋の所へ行きたいです。

（男性 43歳有謝全壊）

兵鹿県神戸市に対して、いろんな面で頑張ってートさっている方に対してテレピを見て有9)

難いと思っていますc

なるべく皆さんの要望に答えてもらえるように取張ってください。お§iいします．

私たち自身も前南きに—•生懸命頑張って神戸に帰れるように毎日送っております。

F政に対して柁さんが神戸に1器れるように•••お踊いします。

〔男性 53歳有殿全壊〕

①公営住宅を「h込み当選を早（したいし

②神戸で早く仕車に99きたい仝

③神戸の惜若を早く正しくつかみたい。

④神戸での生活と同じようにこの住宅で他の人と丼1中良くしたい。

R収入がもう少し有れば・・・・・と思う。

⑧ポランティアの方達が多くきてほしい。

〔女性 80歳無躁全壌〕

私は、心浪病なoaでペースメーカを体内に入れておりますので、身体の罪手かよく変わる

ことか有りますRで、身体の休まる時がありません。

（男性 72歳有職全壊）

個人保陪をしっかりしてほしい。病気R時には、との病院がいいのか迷いますc

人と人との交流がないため、ストレスが溜まりやすいn

t女性 48歳無戦全壌）

希望する住宅が有りません,j,人か病院に通っているので困っています。

〔男性 72歳有器全壊）

披災者に対する国または地方公共団体の個人保蹄が極めて少ない。この宿舎は、まだよい
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が他の仮設住宅は可哀柑なくらいと咀う 3 話し合い iコミュニケーソョン）の機会がなく、

従って団拮と友愛の交際がなら特に老人や病気の人にとっては明るい環境が井止えるはず

かな応勁物と同じように冬期は戸外活励が出来ないから冬l限状態といったところである，

施設は御成りだが人間関係の描築には、不可能な要索が多すきふ今後の改苔が望ましい。

生活状態か個人主甚的で団地生活には魅力が見いだせない，従来からの特殊な恒芭の影笹も

感じられるc

〔男性 51歳無躁全壊J

個人保障をしてくださいク

国1国野住宅女性 73歳無蹄全壊〕

家の車が不安でも 公的保降をもし少ししてほしい。

〔女／938歳 有識全壊J

個人保蹄と家をお願いします。

（男性 62荒有蜀全壊〕

牛活がしんとく感じふ明日か見えない。

〔男性 57歳有職半壊）

もっと個人保障をしてほしい，

［南駅前住宅男性 62歳無職全壊〕

ボランティアの皆さんの活動は、一仕忘れることは有りません。

（女性 62歳無職全壊］

姫路にはいろいろお世話になり、お礼の言葉しありませんc 神戸には 2年ぐらいで帰れる

と思-,ていましたがお先直っ暗です。尚秘なマ‘／ノ 5 ／や公営住宅ばかりで、何時になった

らと考える。度々申し込んでも、落選ばかりですじストンスがi僻まります。一日も早く私た

ちにあった住宅を神戸でお願いします3 世区］ため人のための忠いのポランティアを引き統き

してくださいc

1新白兵女性 50歳無職全壌〕（ふれあいl嗅茶茸任者）

仮設を出る症でこと 1人「甜関係）。

また出てからの新しい住居代のこと。

みんな自分ひとりで決めた 'J …• J 

自分ひとりで悩んで決めた ＇J．．． 0
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自分ひとり自分ひとり…・ C 

つかれた

だけど自分で決めるより。

やっ 1まり流れに押し流れてc

ここまで来たのかもしれないc

何一つ自分で決められず・・・，

今度どんな流れがあるやら•…•コ

人に優しくしたら誤解されc

腹立つ車を言われてもぐっとこらえていたら，

すく願に出る....と言われ。

何をしても何か言われる度にL

私は迷う。

［女性 68歳無職全壌）

残り少ない人生もあの倍らしい大震災。何もかもパーですコ小学校で丸5ヶ月生活し最後

まで取り残されこ＇んな淋しかったか、又仮設でも残りそう c 何とも言いようのない悲しさ・

仕居の決まらないこの不安・何度も死を考えた車も有ります。

〔女性 63歳無職全壊）

常々お世話になり本当に感謝しております。

この度の私車の思いは、突然の病気で一人春らしの不安が本当に心配になりましたc

幸いに、家族の常々の心配が痛いほど感じられた日々でした。

〔女性 47歳無職半壊）

ポランティアの告さん有り難うございます。これからもよろし（お願いします。

〔女性 73歳無職半壌〕

一日も早く一井落ちついて生活できる所へ行きたいと思います。

（女性 78歳無戟全壊〕

早く神戸にJ吾りたい。お願いします。

（女性 64歳無職全壊）

公営住宅を早く当ててほしい。

（女性 59歳有職全壌〕

神戸で市営住宅が当たればよいと思いますが、神戸1ゴ届った時、当分は仕串が無いと思い
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ますので、小額の家固でも払うのが困難と思われまず。願わくば個人保l達をしていただ（半

を面っております。

［男性 69歳無職全壊）

自然体で牛きたいと思いながら一日一日を過ごしています。

〔男性 70歳有職全壊I

人生自力吏生あるのみ。

〔女性 66歳無職全壌〕

早（住宅が当たることを祈ふ一日も早く泊戸に焙ること。

〔女性 62歳有職全壊）

姫路に来て一年半になりまも皆様に忍いがけな（お世話になり大変有り難く思っており

ます。佳梯の思いやり一生忘れません， ボランティアの皆さん有り難うございます。寒さ

の折御身体に気をつけてくださいませn

ぽ手仮設住宅女性 71歳無職全壊）

-Rも早く神戸1こ！尋りたい。

l男性 61歳無職全壊I

当地に来て早一年半が過ぎ去り、私は当地に住み良かったと思った。 1人は、元々大阪UI身

で特に神戸は仕車の関係上居たたけです。空気も良い姫路で過ごしたらと思いますL

阪設に入巴して感じたこと 1る、私たちの為に心からのボラノチィアの方々のご苦労、これ

から生きていく行く私ともに大きな目的か牛まれたと思います。有り難うごさいます。

［女性 59歳有職全壌）

最近ふれあいセンターの運営の●で悩んでいますe 今のままだと私自具が病気にな＇）そっ

です。毎日が仕串とセンターの事で眠れません。何とかならないでしょうかし 勝手なこと

を苦いてごめんなさい」

［男性 50歳無職全壊〕

丹様方のこ＾挨拶の中に季節柄は［いですネ」と良く言9 てくださいますが、私は10/1l寺もこ

う答えています。今までは、巣金Hiiや給料前は「特に寒かった』 19れど地展から「どこもか

も也「寒い」jと答えております。寒いの1かつや二つでは有りません。と笑いながら申して

おります。こう百う i犬態を「•~ •も立たすヘーも出ずj と苔うのでしょうか？。

これはお酒を飲んで盟いたのではありません。
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何ll寺も家族の苺を気にかけて頂きまして惑謝致しております。有り難うございました。

年末の年越しそば9よ、美味しかったですn 何ll与も有り難う。

（女性 87歳無覇半壊）

お蔭様にて皆様のご温情1こ幸せに経らしております＿惑甜申し上げておりますc 早87歳

位まで世に匿いていただきましたから十分でこざいます。幸せのなかに逝きたいと思います

が、なかなか迎えに来てくれません。 Piをする車もなくこんなに年寄りばかり多くなると何

をする草もなく、早く幸せ99なかに逝きたいそればかりが顧いでございますc

（男性 35歳無職全壌9

昨年は、仮設の応募(1で出しても当選はしないと思っていたし、希望の場所もなかったの

で出さなかったが、今甲は前向きに応苺しようと思っている。

なんせこの湯所では、動きもとれないし、ここからではなかなか神戸の方迄交通費が高く

つくし、木嶽も見つからず、パイトで繋ぐ生活1こうんざりしている。早く本聴（英容師）に

戻り活気に満らた生活に戻りたいパイトを見つけても同し仕車内容でも姫路はバイ 1未斗が

安（感じるし1士車をしても張りがなく謙気かさすのはと感じるC とにか（今年はこの生活か

ら脱出したいp

（女性 32歳無職全壊）

千どもが君るので落ち菩いて学校に行かせたい。

［男性 33歳無職全壊I

仮設住宅は、世閉で言われている通り、夏は吾く冬1こ寒い本当にプレ9 プヽそのもじ〕です。

厳しい品らしの毎日たと思います。それに部匿

隣の1且や物音が丸問こえで時には篭話で話をする声まで聞こえてくるのでこちらとしても木

当に気を使い、非常に生活していく上で不使を感します。

［女性 24歳無輝全壌）

仮設住宅は、壁がうすいので隣の祢音がよく聞こえてうるさいと愚じたり、逆にl3分がう

るさくて隣に迷惑をかけたりと思い、気まずくなったして大変でし如特に、話し声が聞こ

えた来たりして、お丘いのプライパジーがあまりないように感じられます↑

（男性 67歳有職全壊〕

最い仮設仕宅に疲れ果て前途9こ希望も芽も失い先々行末を考えると 9イローゼにになり、

洒に戟る車もあるが酔いが醒めると又II末を考え仕写をして出来るだけ考えよいと廿車をし

てみるが、夜が来ると床に入ると脳衷：こ浮かふ、知人友人の居る神戸に帰神に望みをかける

が令く何年先に阪設から新住宅9こ要を託すかさっぱり前途が見えず人生嬢9こなる。
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（男性 78歳有職全壊）

地震から仮設生活とこれからの前途を考えると不安とおびえで来るだけで考えると頭がヘ

んになるので、酒の力を借りるときもある。夜静かになると同じことを考え自分ではどうす

ることもできない。

情けない始末だ。職業も年齢的に余り長統きも出来ないだろうし早く友遠のいる神戸に帰

りたい。

9 9-------可！ 坦対策アイディア

り胃
| ； ．- ］ 

言□

r-- .-—•̀̀  I 地震対策アイディア l 

I ~言.I I ＊直遠にある、外欄m雌で中に入ると '
l 

I 紐クッシ•',Jの飢胃になっていてピ•ソI lぢばざャッ． I 

呈戸戸／三］
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く王手仮設住宅＞より

（二度と地震はいりません） 00中学2年女性

(1 996 1 26記i

L97、マクニチュート ,.2。これは I月97日T前5時46分、あの憎たらしい忘れられない阪神淡

路大窟災の数字で九

笹舟のように左右1こ揺れ、 トランポリンのように上下に飛び上がり…c ｛ムはまるで洗濯物のごと

く家の中でかき回されたり 99り上げられたり、たたきつげられたり、毎後には、目が回って、口か

らあわが出るほど、怖か，，たです。

しばらくしで、天井を見ると、吉坦い字か見えるてはありませんかコ天井も墨根もありません。家

の中のものは散乱し、抜け落ちた天井し9下から、カニのように這い出した私の家族は九死に一生を

得ました。そ Lて、命のあったことを喜びましたc

頭から、手や足からも血を流した人逹が、た（さんフラフラと歩いている姿に思わす体が同（な

ってしまいましたc その後も小さく地翌が体に伝わってきま九あわてて、箱型の軽自動車で安全

な広い場所に途難しました。そして、公衆篭話をかけに行きましたが、テレホ／カードで1わかから

ず、 IOI月玉を1可団も入れなおして、柄挙を知らせました U

この『寺、心ない近所の牛乳辰が、牛乳の lリットルパ，ケ忍とんでもない値段で客引きをして、売

り込んでいるではありませんか，

放心9)：態の人が歩き回り、よく見ると削19只ナンダルもなく裸足なのですn

私の家族にも、無風の時のヨットみたいな一日が始まりました。お腹のすいたのも、のどがかわ

い9このも忘れ、また、怪我をしにのにも気i寸かずに。

空には、ヘリコプターの数が時間ごとに増えて、カーラジオも別のラジオも令く聞こえませんC や

がて、夜；）古豆、按田、須磨の火車が夜字を赤（染めるのです。ガス、宙気、水道は別に何とも思

わずに、ひねれば出るもの、スイッチを入れればいいものが、そうでなくなって初めてありがたさ

が分かりました。

車の中で3日過して、東：9駄目なので、祖母の桔戚のある1Jo古9闘稲染町へと逃けました。ここで思

ってもみなかった 1名マが始まるのです。大人の言築を借りで表現したら、他人一人人ると、何 10

年の付き合いも冷たくなるということが、現突になりましたc そのおうちで説明できぬ2巡間を過し

ました。悩んだ両親は、神戸の学校の先生力の力をお借りして、残りの日を神戸の避蘭i所に入れて

いただくことになりました。私も、弟も、父も通った小学校の教室での生活が始まりました。うれ

しかったことは稲美町0親戚とは、正反対に食べても、食べても、ネタ切れにならないことでした。

ぉ屈1呂のない苫の身者のままで59生活でしたか、思い 0)他、早（日が過きて、姫路に来れる日が来

ました。

2月 17E、元の学校で晟後の授業を済ませてから、現生所のタッボの社宅に、別にいた父母も央

て、地霞から 1,月ぷりに、家族5人、おいしい暖かい、林の家の昧の夕食を食べた時、家族の目：こ

光るものがありましたコ

lヶ月の問に3度も転校するはめになって、（た（たの私を0(）中学校がやさし（迎えてくださ 9

てありがとうございます。先生方をはしめ、お向かいの同級生の栢坂さん宅には、いろいろと未だ
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にお世話9こなっております，

版かい中の国から帰ってきた姫路のッパメには家がありまずが、神戸9こ悟ってくるソパメと私た

ちには悟れる家かありません。

「うぬぼれた人間よe 目然に対してあまりにも自分本位なことをするな。 l

と数えられたのが、今同のこの地需だと私は思います。とこのたれとも分からない人同士、少しの

物も分け合い、安否を忌ね、人間が裸の勤物に戻りましに家の毎話番号や住所が急に思い出せな

くなっ i]り、とんでもない組み合わせの漢字を舎いたり、天気の悪い前の日には、 09や休中がズキ

ズキ9釘んだり、わが家には、まだ地熙が引き続き残っておりますが、お世話9こなった方々に一生か

けて、恩返しをしていきたいと思います。

9年が過ぎた今でも、たくさんの方々が入院しています。父も 50歳になります。毎日、 1士車を探

しに出かけておりますc

もう、一度と地淫はいりませんc (1997.9．現在姫路00高校止）

田中喜癸代

ポラノティア様、 6月11日のしあわせ村の旅行は本当に楽しか 9 たです，際災に逢い 1ヶ月過ぎて

「フロ』が恋しくて、友人と 2人雪の中をタクノーで行った車が思い比されました。入浴するにも l

飩間待ちしんどかったけれど、帰りはさっばりして気持ちょかったです。この度はスムーズに入れ

たし、玲間もたっぷりあり、よかったと忠います，日本庭園も l周してきてカメラがあれば揖りたい

ところかありま Lた。御弁当とかいろいろと1系の方は大変だったと思います。パスもク・，／ョンが

よくてゆったりしていましたネ。また何かあれば誘って頂けれは参加したいと思っています。私の

近所は仲が良くて本当によかったと思っています。これからもかんばるつもりです，いつも御苦労

様ですa

（玉手仮設に入居して） 岩槻功

早いも99で玉手の仮設住宅に入居してから早、丸2年になります。

私は、名い頃からスボーツ好きで時問があればグランドで走り廻っておりましたが·~•・、 1月 17

Flあの一瞬の出来事！

私は、急をようするレントゲン検査のため須磨の国立病院へと·…•約6ケ片間入浣、そして玉手に

入尼 l杖をついての生活が始まりました。

当初仮設内は砂利が一面に敷かれ杖をついて、いや自転車で外出時は私9ことって一番困りました。

のちに洒路がアスファルトになり動きやすくなり近辺を歩いて歩いて、やっと平li98年4月杖がとれ

現在に至っておりますが、や19り手足が痛み特9e指先が不自由しています。

当初は仮設内の出入り口9こテントを張り我々にボランティアの方々が勅みの言菜を掛けていただ

いたものです。

私もこの近辺と l申し上げますか、いや英賀保の街が好きです。

出来ることならこの町で永住したいと考えております。

私はこの2年に学ぴ経験したことをこれから人生に活かして行さたいと圃っておりますコ

(97ふ7記）

-182-



（仮設住宅民住所感）
長谷J9l文冶 (87オ）

ことの始まりは、平成7年 1月17日午前5時56分。どんの在と同時9こ体が宙9こ浮いたか尻を打っ

て、目が党め臣返，)して四つ迄いに。砲弾の下を潜り、阻の太（なっているが、一瞬閃く、尋常で

ない。危ないか、予感かない、勅かず待て、これも閃き。後、楠け様にどんどん、終わって雨の音

明かりで窓から見る、降ってない。玄関に回るが施錠部が飛んで開かないコ隣は静か，寒いので岩

杵えて咲間にもぐこむ、停電で宗い窓か白んで、人の芦9。常夜灯が付き9L気が出る。テレピ、クー

9、オームこたつの定源を人れ、窓からキイをだし「誰か玄関を朗けてください」，隣の人が就いて

門まて、詞が歪んで賭かない、門両を外して入ってきて、キィを取るc 哲くいじって居たが朋いて、

キイを返して帰る。門まで出てみると泥水が渦忍いている。水；；本管割れたとか、中に入り倒れた

箪笥を整理、コタツに入りテレピを見る。

転やわんやで5月和この間、余器か檄しいので、歪んた家の記鉗をとスケッチ書いて取る。地盤

礼下はと、水盛りかないので、 6愕 2間の中吹に糸を手らし、横糸を引き直角を了角定規で腐へ修

正衰さを測る。左の壁際と中央は、中央が24センチ低い、中央と右の壁際はこちらが4センチ低い、

都合高低差28センチなり。記録は一週間こ一度凋ぺ児状なしし宦話が通しる様になり田舎に宵話、

神戸の友にもかけふ一人、北町の同級生、元女区の小出部、ヘルが嗚るが山ない、切る。羅災証

明を早くと、息子夫9届か言うので、歯の治控の後、区役所へ。追筋の女医さんのうちを見る、戟町

の古い長家ぺちゃんこ，区役所は大変な人で蹄めて帰るc 電話する、応答無し、線も切れず受話戟

も外れず下敷きらしいc 覇災証明が出来、全壊を見て、息子大塀も諦めて解体しようという c 生宅

は、はが走り回って京から近い上手吐宅という。お爺さんも行って本人が1-jくと早0 と

手続きが出来l棟淡サ号のキーを巽って帰ふ行き先か出来れば、引っ越し準備と、家の解体手焼き。

準備9計奄が星電社に霞話、クーラ三台外してもらっね道具類は親子で来て荷造り、孫が行き先の

札を根る。玉手、飾堕、山崎芍、ぷ要品は整理して出す。老いでは手に従え、みていふ湖題は月1

体手焼き」諫が、同｝＼スーパの主人が外交貝に箆話することを知り、食い下力S-，て、外交員と会い

交祗話を決めてしまったc 大した物兌。協議の結果、弓l9越しは 6月4日になる。

6月lE、甥 60代で死去,2口、 3日、葬傍。雨大変たったが省（ u 天気が気になるつ 3日1奄が帰

る時嫁がOR阿賀保て会って神戸で9Eまった。 9月起きると好い天気C 朝食後、禽器頬の梱包にかかるコ

AM9時過ぎトラックか苗く。他にパン、息子と孫が入ってきた。後嫁O L姉夫堀と子で三人、次の

帥、妹、大勢だ。それっと、運び出す6Jを4屯＇ラッタに親子が拮も c ll ll寺頃終わって出発。昼前

頃飾磨のお婆さん家に、荷物租91て、食堂の小部屋で昼食。後、平手1ヤ宅へ、荷物を碍ろして、息

了夫綿は残り、お手伝いは帰った。荷物の整理、浬く所に埋（。 お爺さんテレビ09線付けたら」「付

けよか」でいじくる、特別放送で各局同じ、サンテレピだけ逹うので1也は待っ。その内特報が済み、

哲時合わす。ビデオは画面出ぬので諦め「勉強せなためだ」とつぷやく。嵐・子が霞話線をいじって

居たが、「お爺さん見たって＿＇妹が言うっ rみよか＿でみる c ロンセントが1ヶ余分になって居る、取

ってつなぐ。つないだら「何番押すのかな」、嫁が「000番」、それを押すとつながりました。こ

え、早速息二か試遥転ク遅（なったので帰広俺は初めての夜をすごす。乙日めも夫蛹99米て、拒し

入れ0整頓や、拭き掃除もしてくれた。帰りに嫁が「明日午後、騨1本屈の外交員がきて、豆昔戻紡
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否を作るから、お爺さんも＇ c{ち会って」と告げる。 3日め、朝食後所存なく思う c 外観はともかく部

屋の昼はしっかりして居る、台所も必要品が栽小阻固いである、おまけに風呂があり、洗面所、競、

俺にとっては苗沢くらい其れにしても思い出す。戦後三年会社の敷地に、柿戸市が住宅を立てて、

会社が借用社宅にしてエ員に貸した。俺は借家を迫われていたので印 L込んで入った。哀九なも C)、

付いで居る0はトイレだけ、六畳と三畳の畳1まぐさぐさ、窓ガうスは99っていて其0祁度空きが開

く口通り庭で毎に出ると、雨ざらしに瓦斯と水道9全がある。これでは女が可哀想と、物0無い時、材

木屋を捜して、板を買って米て自力で歪みなりの炊車場、出窓、通り庭に緑、大変だった。午後、 k9

が早目に来て隙近所に挨拶、外交員もくる。妹が＝者契約告に記人、俺が捺印、契約済み。後の手

続きは外交員任せ。外交員が予定190日、桟械を入れて翌日より解体と告げて帰る。嫁がスーパー、

医者の位器を賂固に記入すふ 3口め紐牡0時叡歩に出る。月的はスーパー探しもある。道を見こ取

って飾磨中尚東十字路で、たへ少し行くと東側にスーパー。近1寸いて確くが商品か少ない。打ち切

って帰陀につく。 6月そろそろ品い、婦って人牛史を少しl1つc 夕方、洋子ちゃんが来て夕食を食ヘ

させてくれ帰っに登と夜の菜は作ってくれる。朝9す一人身になってから味噌オは自分で9Fってき

た。ここに来る時、材料は、だしじゃこ、だし昆布、 4だし、昧噌赤白、人参、芋、うすあげ等当

分の呈があるから、スーパーがみつからんでも凌げる，「毎日来ること熙い、 381こ 度位」と言う

が聞かぬ。住宅で孤独死の新聞記車が気になるらしい。家0解体の日、朝早く来て、「お爺さん、住

んで届た家の解体見るの嫌だろう、私が行って見て来る」と行ってしまった。一人の時は新院・チ

レピ見るか、キィ叩くか、散歩に出るかが、日課の様なもの。夕方焼って来て、色々話しをする。傑

作はクー,o外機を忘れていた、其れを外交員が車に99んで、「上郡まで帰るから、あんたも乗れ」

で、乗せて詞って帰ってきたと言う，夕食、食へさせて帰る。

:「IE]ば平凡そのもの、散歩も川の上手から日」 0カヘと、広がる。こ，，頃ポ,"チ fという人が蒜

ねてくださる、有り難いこと，お陰で私は持1和がなく、僧庚で店られるのを吾んでいます。 6月1が平

金の乱認届を出す月と話すと、「私も行く lで、都合の良い日を見て、 JR'可晋保駅からにする。当El

AMlO時米た冠、住宅を1l1て歩幻暉1呆駅だ。財布を出して切符という。姫路から新快速で神戸

駅、市パスで住んで居た天神町へ，家の跡を見て、御近所に挨拶，昼l堵で9lI染みの寿司屋で昼食c 市

ハスで区役祈へ、証明印寅デCHiiのボストに投函。長田から山冦で、西帥磨迄、疲れ1“ ク/-

で帰宅，やれやれで万歩計を見ると——万歩だった。箆話と言う便利な物かあるから、都合の怒いと

きは裔話して休めと言うが、宦話せぬので、雨の日1ここちらから冤話して今日は休めと言う 3 ここ

に来て切めに感した車は、「えらい小梗な所に、何処に行くのもテクシー。ある時、散歩に西飾磨

方に行き、この辺にウェルマートがあると思い、 i99品の人に聞くと見通しの良い所に連れて行き、指

差して「あの赤い屋根ですJと、親切さに1早く礼を言う n 目印を目当てiこ山り付いたら相当なスー

バーc 入って見る商晶も多い、必炭品を買って帰恥

6月末、頃薬が少なくなったので、前に洋子ちゃんと英賀保へ歩いた時、＇この辺に木村内科が社

るはず＿と言ったので、探検がてら骰歩に出る。近くに行き、道に居る人に開くと、丁寧に牧えて

呉れた， ilまいって、辿って行くと見つかった。日を改めてと帰る。翌巳保険証と宙類揃えて持っ

て出る。一本造を歩く前に器き、時計を見ると 20分c 受付で手統き、控えで待っ。呼ばれて診察、

色々聞かれて栢密検如終わって「2•3 日でわかるから来なさいー、弗を受けて帰る。吾くなったの

で散歩ISAM6時から朝食前に済ます，医者の結類は2度め薬を宜いに行ったとき聞く a 」て常で異常
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在りませんで終わ叫澁臣って描る。暑くなって匝lるのは、医者の薬肖いと、ウエルマー 9の買物。

仕宅もクーラ付けても'"度止まりで下がらぬ。一人住まいの気安さ、上下肌者で、 32度では上も脱

ぐ，君い吟はノャワーで凌ぐ時もある。夜は索外温度が下がる豆の視間者でごろ寝ができるr

テンやワンやで9月も終わ広通知や噂で］0月から Aコープが問店、市パスが通る様になる、住

宅にとっては一火朗報だ，俺の頭の和便な所が断ち消えになるだろう。開店で色々の催しが在った

とか、商品券が（ばられる、ちょっと覗いてみふパスが通って姫路へ賀い粉に行きたくなる。「9-

プロのインクリボン、カラーも、ピデオのテープその他小物も。洋子らゃんに話すと―私も行く」と

苔う。太子町へは牛まれ故郷で一人でも行かすか姫路は駄目らしい「お爺さんいつ行くの、都合の

よいとき l3日どう」―いいよーで決まり。当日 10時0バスで待ち合わせ姫路に行（。呈常社で買物、

昼で食串。後、帰るだけと「私、薬を見てくる」、其れは、かゆみとめの直前1こ穎んだのが、飾磨

には無かった。 l其れならパスターミナルで待っている l、肴いてきて 1ここで991けで待って、次の

パスが出るまでに挿をと 1fってしまったc 掃って来て「何処もない」と言う C パスが来たので居

る。

ここに来て暫くして 2月棟の向かいの家の人、名が分からぬのでAさんにする。悛の犬を散歩さ

していたc 心安くなって毎日元気かと声を掛けてくれに時には税敦もしたc 「息子d9嫁さん、毎F1

良（して呉れるな、有難くおもわなあかんでー。こんな車も話した、 展災で仕串を失って探して居

るが、世安いのでしんどい」と言う c 両限も合えば挨拶して呉れる、段々もの言う人か増える。 Aさ

んは骰歩の途中川をはさんで、行き述って手を常げるのが挨拶。秋になって田の水を切っている。川

の堰も開けたのか、水か減り鉗が腹すって泳いで居る。子供が入って平掴みをやっているゥ仕宅の

土手では住人がlと虫の把で鯰をすくい2匹目に熱中していた。案外居るものと感心。

l2 月になっ •903の婦人会から餅、 00~老人会から米というよう 9こ、まに,. ，ティアの方が、

色々物を持って来られる。其の都疫こちらは恐縮するばかり。洋子ちゃんが餅を見て、「今年9i『月

餅充分やな、仏さんと、さん19うさん、（はまのこと）だけでよいな」と笑う。今年も息子と孫が年

賀状の印5II1こ来t三 9且の話しでは孫はお婆さんのもしているという、幾らかせぴっていると笑う。年

末が近付いて、 （カン一箱、塩牲一本、ポラノチアの方が持って来られた時は驚いた。私一人で食

べきれませんと辞退したが、「各、家に持っていって居ますので、受け取って下さいーで、窟いて帰

っ応何処から出ているのか、 ll!き恐箭iした。洋子ちゃんも見て驚く u ミカンはばあさんが食ぺた

が、俺は食べず林禍だった、其れで「子供に食ぺさせい」という。「重いから少しづづ貝って帰る、

鮭ば持って帰って切って良い所をお爺さんに持9 て来る、後、弁当のおかずにするlと芦う。何の

ことはないおこぼれが息子 正月といっても老人のこと、何の変わりもないがu 2日午後

は仮1年の如（皆来て会食をする。こ69時は楽しい時間だC 3日は年賀状を見て面影を忍ふか段々少な

く成るのが寂しい。今年は元女医さんは無い。

正月がすんで町1よ平常になる。俺は 72からのl器居に変わりないc 変わったのは年が増えた，,と、

医者のすすめで薬を飲んでいること。ボランチアの方その他の皆さんも尋ねて下さる。親切心で有

り難いと思うoi可の返礼もできぬ、たたお受けするのみ。この地に恨れて、のほほんと器らして居

る。楽しみはテレビの釉代物、日II国の昼N印くの囲碁を見ること。酒は飲めぬので肴は不要、ピール

は旅行かおよばれにコップに一杯。ここに来た Iキ、関かいに足の悪い人がいた。名は分からぬので

B さんにする。いつも哀の戸を開けて座って居如洋~了ちゃんが良く話していた。正月前後と思う
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が、自転月9に乗って居るのを見かける様になり、道で合うと話すようになる，いつもお爺ちゃんと

話しかけてくる，いったったか木村内科で速を肖って帰る遥、後から、「お爺ちゃんどこへ行ってい

た、 』を肖いにと言う、気を付けてなと先に行った。止月後Aさんを見なくなっなたまこあ

って聞くと、働きに行きよると言う。今日は面白くなく休んだと笑九バスが通るよつにな 9 て弟

苗いは片道栞る。しんとい時は阿賀保駅前からタクノーで居る時もある 2

時候は呑めいて、散歩に出ると桜の咲いて居る 09をみる。悪いが、毎日が、気楽で呑気なこと。い

つだったか／羊―fちゃんに悪い様に思うとゆうたら、お爺さんが元気だからと言うた。

隣36号の若い衆が、神戸に痛ったのが、 5月か6月か？はっきり記慄がない，「今度神戸に帰りま

す、お爺さん元気で過ごして下さい」と、丁寧 9こ挨拶して行った。

6月、今年は法要の当たり年，一番手の案内が来た。洋子ちゃんにお供えの菓子を用慈して頁つで

行(。 1涌 0には送って頁いな」と言うた。 80代に成ると長老で大切9こして呉れる。帰りは仕宅まで

送って異れ如息子に箆話、「胎料をすけて呉」という。洋子ちゃんが来て「お爺さんの＿と手際良

く分けて、夕食を済まして19った。度が来て思い出すc 云年は大変だったウニルマー'の買物、薬

百いのtl復、日傘を持っていたが、アスブァルトの照0返しで邑かったコ

盆9こ息子一家も苺泰りすると言うので、又気が悪いが押してみんなで行く。墓参りが済んだら俺

は残るが息子は急いで帰った。夜中に雨風だった。翌H姪が子供乗せて、住宅まで送って呉れた，

IO月は法要の2番手n 11月、 3番手それぞれ参る。 2軒とも 60代で若死9こしたイム。

ここに米た時の思わくは息子の近くに家を見つけてと思ったが、たまに在っても年を尚いていい

顔をしない。其れに3月迄に空ける宛のない者は延期願いを出す様にで出した。市住宅課に申し込む

ことにして、最悪の時は神戸の七地に、老人が仕める位の家立てる車に、話し合った。

止月 9ま去年程ではなかったが、相当の1習り物があっt肖り難く正月セ迎えたじ年明けCと思う仕

宅牒に箆話して「長田区の房干寺町の市住9こ牢き家在りませんか 1、「あると氾います、ちょっと訊l

べます4、哲（すると「在ります、申し込まれますかl、「ハイ l、「用紙を送りますから所と産話番号

を知らしてください」、で知らす。 2,3日で奄話があり、送ったの帰って来ました。玉手の字が闇逸

ったらしい、―教えて下さい」、教える、特送か。

く新白兵仮設住宅＞より

福 田 と し ゑ

ここへ米てから約~年たちましたc ポランティアさんにはいろいろとお世話になりました。なや

みを聴いて頂いたりしましにでもやっと神戸へかへることが出来ました。本当に有，)難うござい

ました。 (HS 6. 6記）

~ ~・冑·・ ~曹··························································曹·······························································

上林綾子

平成7年1月17日。世界の人逹までぴっくりされたと言うあの惨状から 1年5ヶ月が経過いた

しました。止むに止まれぬお気持ちでポランティアの1本験をなさいましたことでしょうが、そんな

万逹も徐々に少なくなられたやうですね。色々な御都合で辞められたのでしょうか、それとも被災

を免れた人逹に心を煩ってもらってと思ったり、挽1こなられたのかと佗しさ覚えます。長い9り本当

の勇気ある岸岡さんはじめせさまの番行には唯々頭の下がる思いでございますC
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私も無料のこの仮設で勿体無いと感甜いたして居ります。それでも熱風吹き込む部屋に閉じこも

ることしかないとき 「せめて日中だけでもクーラーをかけて涼みたいな一、電気料金を忘れて」と

思います。ことに長い長い今年の冬布団から出るとぷるると縮みあがるような寒さ「ストープで部

屋いっぱい暖かくしたいな一」と次々と崩れてゆく体調に耐えながら静寂な夜、更に涙する日もあ

りま した。高齢者対策と喜ばしい事柄も新聞紙上で見受けます。法や制度は解りません。不信がか

えって募ります。 2年先のことより私にはあすの日が大切なんです。私の感想文でございます。

只今の一番楽しいことは名古屋市立植田南小学校の可愛い6年4組のお便りです。からふるな便せ

ん封等似顔絵38名さんの寄せ書き、それぞれのお顔を想像しながら読みます。

そしてどうぞ皆さん方、金のしゃちほこの名古屋城より、しらさぎの城の姫路城よりも勝る『日

本の宝』になって下さいと念じます (H8. 6.記）。

.................................................................................................................................... 

中川（女性）

先日はひな人形をいただきありがとうございます。娘は昨年11月に生まれたばかりで今年は初め

てのひな祭りでしたので本当にうれしかったです。

3月3日まで飾り、当日はお祝いもしました。まだ引っ越す予定もなく大変ですが、主人共々子供の

為にがんばっています。仮設での生活は大変な事も多いですが、こうした皆様の応援をはげみにこ

れからもがんばります。本当にありがとうございました。

r暫

-し＝`‘'.< 

ぇぐふ'7腎

も戸
. .て

.................................................................................................................................... 

中村敏子（新白浜）

私は震災の日は、入院中でした。もし家にいたら死んでいたでしょう。仮設も5回も外れて、申し

込みに行って、空いてる所どこでもいいって白浜を選んで来ました。白浜も選んでよかったです。役

員の皆様、ポランティアの皆様には親切にして頂いてよく面倒見て下さって甘えるばかりで、申し

訳なく思っています。仮設に移ってから入院3回もして、一時は落ち込んでいっそのこと地震の時死

んだらよかったとと思い込んだこともありました。でも皆様に逢ってから、生きるってことが素敵

なこと思うようになりました。 1日も早く元気な体になり恩返ししたいです。早いですね。もう3年
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目を迎えるんですね。

9月には引越人が多いようて淋しくなりますぐでも豆ばしい車ですね。たんだんふれあいセンター

に集まることか少なくなりますねu 楽しみにしていた旅行にも2回とも行けなくなり残念でしょうか

なかったです。早 (II宅か当たって弓l越したいと思う乎分、離れたくない気持ちもあり、捜雑な気

持ちで如姫路の人々は世やさしく税切な人が多いです比名前は分からないけど、おまわりさん

のOBの方、毎日舗を見せて下さって1本の卓を心配して下さって有り盤い車で丸また1呆梵所の人、

心のケアのポラノティアの人々、なかなか）＼ヵ1t11米ないことを忙しい0に人のためにすることで有

り難い心でいっぱいです~u

く南駅前仮設住宅＞より

（私と地震）

山下照美

地奎から早2年半L

＂卜月から阻邪で床についていたが中央 ih場9/j場に行っている人から中卜 0をもらい―一杯呑まず

ばなるまい」と一人悦に入り呑み食いして床についたc

午前5時過ぎ目が臣めて、テレビはどこも放映なく、本でも統もうと固い石油ストープに火を1寸サ

かけたが、何を思ったのか布団0)方が暖かそう，布団に入り本を読んでた時，グラと右揺れでステ

レズが消れ、左揺れで棚の物が落ちてきた，布団を頭から被り、二度ドンドンL上下に突き上げら

れ何が起こったのかわからず、怖る）侑る什団の上に坐り目を慾らし、何一つ'，1自がな（一l頃の酌け

さ。あの静けさは今でも忘れられません n 辺りを見まわしたら l円lの前に本棚とタンスが迫り出して

きた。ピ然H失い・'•その時 l 火苺や火車や」の心で我にかえり 1恥云で堵段の 9伯り場まで行っ応 l附

段がない，手探りで探したがない。ガラスの[II,99り場のhから声が開こえた。「誰か屈るか、誰か

居るのか」男の人が大声でさけんでいに「此こにいます、肋けて下さい」と云ってるとき、道虚が

2m50以J-ある筋向かいの娘さんか隣の空き系の窓から「おばちゃん私も助けてもうて」と来たのに

は茫いたc ・一絣に助けてもらおうね」 ・・99・, 

私の住んで店るところは1日名中道9l埓の中で、ごたふ人にもれず全店秤店してました。開店をし

ていたら大火宰になっています。とうふ屋さんは朝が早いからその時間には火を起こしている時夕）

です，」

マンンョノの疑に水棺タンタが＇卜に設届してあり、タンタの上から手を差しのへてくれたが窓が

高く巨1本 162キロ）のため登れません、，もう一度アタ，クしたとき、閤のプロッタ C)塀と私の家に

挟まれ l得手がちがうので力が人らんから手を持ち変えるからJと云い）＇，手で払を支え身体が［ ；、

t;1こ卜がっていく、手を持ち怪えてから一気に引き上げ、タノクの卜に乗'）1息面に下りました。娘

さんも肋かりホ y として自分を見ると長パノ＇ャマの下が脱げて・ト菩 枚で殿えていた，そのとき 目i

井です。私は大又夫ですが家内が埋まっています、肋けて下さい」若い人たちが駆けつけて助け出

されました。マン／ョンの人にスリッパとズポン、上者を侶りましたがお桟が出ているからスポン

が半分しか入らず、それでも睾さは凌げました。その柊9子のまま水木小学悛へ行き、まだ避蘭l所に

は人がまばらでしたが市場の人達9)利もまだ揃わず、と豆、屋さんが埋まっているが、悌子だけて

はどうにもならす偲がないと1屈り 1l,'せないと、砦ー生懸命でした。何時間かするととうふ歴さんの
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紐カ・兄え、 IE珪の卜＇こ潜っていにので助かったそってす。自分か助かると知）、の安令か気懸かりで、

外へいてみると暗くて見えなかった町のJぷ子69様変わ切を見て、心が寒くなりましたc 令0戒0鴻も

傾さ今にも倒11 そ •9 でしたこ私のhh1こちは中央区に住んでいますか、電話するにも•—践の命もなく

親戚に人に借りや→と連絡がつき「巷元気たから安心するように・・・・」ク親戚の人にスボーツ肛上下

と皮の／． i・ケ，卜を1,,J若して、やっと人心地がつきました。「姉のc）9へ行く」と云う私に「死ぬも

生きるも共にしよっ」と云-てくれ、土位池の親戚を頼ってhきました，その間でも大きな地要が

頻発に私たちをおそい、夜もろくろく喪られず、揺れが来る度 9こ一斉に克ち上かり揺れが止むとま

た横になり 0牲り返し。 2ビ程して妙法寺の匠地に生んでる人の家に仮仕まいするようになりました

か、長用の家のことも此円lX役所へ行き、その後の対策も見聞きしたく、板宿までしか霞室があり

ませんc それでも毎口長出区役PJ9へ行き、その道すから、いコーヒーを無料で呑ませてくれたり、長

田の変畜所の前に行9}ばf,J曰でも無料でうニ＾んが食べられましたコ知人が少し荷物を出してくれま

したが殆ど匿いたまま，人蘭助かれば欲が出る．鎌ですねこ脱出した時の窓はなく 19Aび七の壁が

くずれ、そこから中か少し見え肯空も見えました。

気分も落ち君き塀！こ挟まれたお腹と l訓足の擦り侶が熱をも→て痛みて座することができず、棚か

らの落下物で寝起きすると99が痛みました。「病院に1.jって治療 lてもらいに行くーと云うと「病秋

へ行ったら何しに来たとこわれるよ・・・・ー， 週間1妥診療所で診察をしてもらい、涸¢9痛みをうった

えると先生は「行の［本や2本折れていてもとう 9 てことないーと；；ぃ、腹と足にヨ内チンを党る9:

けでしたっ姉の所へ泊ま→たり、中の姉の所へ泊まったり、約汁＇月ほどして夜布団に入ると汗でも’

っしょりと准れる日が続きましたc それでも毎口長江へ出てりきましたが、心身共9こ疲れが溜り、弟

の家でダウン。 39度3分の熱が出て歩くことがつらく医院まで行くのが大変でし1こ1 点面を打って

もらい少 Lは9史になりましにそれから弟の家に居餃することになり熱も下がり、また区役所通u.
或る日、区役所の椅・了！こ座っていると若い女の人が寄→て来て 何か困っていることがありませ

んか、あるのでしたらお手伝いさせて下さい lと云ってくれました，倒れかけている家から少しで

も物を出してほしいと話すと、時間を決めてそ69日に来てくれました。テレビ・吾物・服など、外

人9人と他に5人の男の方が米て下さり知人の仮設（都l「計匝店）へ連んでくれました。有り 911（後

ろ姿に手を合わせ涙が止まりませんでした，捨てる神あれば拾う神ありですね、とi,世は，

私が弟の家に居吾（と弟は・人の時は咤話・光熱背は定額やったのにと愚痴り、定額より多い詞

求額になれば私9？白祖とするから 心私がいると生活O')ズムが合わないのか、西宮0子供6〕所

へI•j くからと若替えを持って出て行きましたc 色々な，，があり、お酒の毎日でしたn ll判八弟が帰

って来て「仮設また当たらないのか」「甲し込んだが9ヽズンた、今度は当たると思うから lと弟に云

いわけをし、 2同目に姫9各¢？仮設が当たりホッとした。今度は「J'［口行（の、何日lとせっつかれ，

「6月の00日ーと云ってもそ 0川が雨で、甥の且「を出してもこの町ではとうてい無迎，会社03車な

ので円,,日しか使われませんC 2回取り l卜め、 3度巨も雨，居るに居られず雨でも決行しました。

仮設に溶ち笥ナぱまた別の心配で、何日まで居られるのか。これから先は？うらの統く日々でし

た.,月ではこれではいかんこ思うか身体が働かず、唯日々を重ねているたけでしたが姫路0曲礼りり

やさしさに触れ前向きに考えることにしました。

姫9各99皆裸、点ランティアの方々本当に有難うございます。蛍ねてお礼月9し上げます。

そびえ立つ 天守U9まちに 仮りずまい
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く玉手仮設住宅＞より

(1997年 9月 今思うこと） 濱由勇蔵

1995年、平成7年1月l7日未明5時46分。未吾有の大地荏で、昭和53年、三世代l后l店のため―

階建てに新築した我か家は傾き、敷地に支柱を建て19強する余地も術もなく解体し新し（建て訳す

ことになり、私達老夫詞は姫路の仮設住宅に、次男火扁と孫は加古！llのマ／ションに移りましたc 老

人会の知人は近所に文化住宅の空き家があるのに無謀なこと1まするな、齢を考えろと諌めてくれま

したか、姫路は家内の故郷に近く、誓察官の甥§3勤務池でもあり、京留が無料であるのにひかれ、若

干の不立を抱きながら、仏地・冷蔵宙？洗泡機なと巌小限の荷抄］を運び、移住しました。冷暖房・ユ

アコハ切谷場~便所'炊苺場〇設備も整いこれからの日#生活は却盗なく、我力浅＂知匁E しさを

要と再ぴ合いまし如この時の安埠の心と感慨は終生忘れることが出来ません。傾いた家で企震の

度に怖い思いをして過していた不安が消え去り、この家なら悧壊しても大車に至る雌念は熙いと砿

信したからです，

入居して問もな（愛想のよい郵便局目の方が二人述れで米訪。ガス・水逍・室話料金の自勤払い

の手続きをして頁いましに我が住~いは 4棟 32 弓です。］棟には束から 6戸艮尻が西に 6 つ並び36

号まであります。北他］と中央の広品を挟み 10棟も並列しています。被災地では避雑所岩らしの人々

も多数あると見問してますのに l[99)戸余りも宇き家になってお灼ます。不思隊に思いましたか私迷

は幸せすぎて屈いやる心が火けておりました。船ばかり訊ねて浅怠なことに気付き恥しておりますc

近くに装協系のスーバーが開店し、市パスの運行も始まり、とても便利になり臥］かりました。雹話

でタタシーを呼んでも割り培し料金や待ち時間の加葬もなく、近距離の英賀保駅や四飾磨駅に乗車

しましたが、述転手さん0携な胡を一度も見たことがありませんでしたc 神戸との芸をつくづ（佑

験しました。また近くの水犀川をはじめ歩前川や叶1川の堤肋いの自転車道路が整備されており、苔

写山麗や港までのti復、また花見で城を 同した 1)名古山宝園など各名所を自転車で楽しく B課9こ

して見物して周りました。道路が平坦です。膝痛が持病で杖を頓りに歩いている老齢80歳の私でも

平気で乗灯走ることか出来ました。 JiI筋の空気は消浄で仁健庶や体）］保1寺に槌分役立ったことと

思っております。

ふれあいセンターが完成し、通路は踊装され、広場の周l吐lに花や木の鉢植えが並へられ、仮股の

装賎は一新しましたC ボラノティアの音空タループ0i皆様も活動はセンターに移り、 99ぴ掛けに応

しる人逹も増えました。甘党〇私は巣子や『ぜんざい」やコーヒーをごl1走になりました。記録は

していませんが 100同は超えていると思います,I崖し物やパザーは毎週有りました。ピンゴで描餘

機を萩き、高価な品が当たり茂いたことがあります。招待を受けた東芝祭りや、相生市晶年クラプ

より招かれた紅葉祭りやかがし祭り、屁食までご馳走9こなり有り難いことでした。浣｝l:校区老人全

連合会の招待を受け、皆様と一l9に手柄l」1の掟寿園で講演を聴き、慇動の涙！こ咽ひ置団体挽で笑い、

昼食のあと人浴で寛ぐ。またの日は施設見学会で科学館見学後、隣接の届の子館でかつては日本一

だった天文望油鏡の説明を受け宿泊施設を見る。一泊して夜空を眺めたいといっとき興味を梵える a

レストラノで勿10無いほど嵩価な昼負をご馳走になるc 午後、者写の至の美術上芸館と城匹に任る
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好古園を一周する。

連合会会長~黒~出忠雄氏の説明は手恨れたもの。経歴と奉仕に感喚、改めて敬服する。岸岡様と

初めてお話し合いをしたのはセンター前で奇術手品の公演のあ←9た時でし／ら前々よりお姿は仮設

＂の歩行中を何回もお見かけしており、涸名前1~よ知っておりましたコ何かの招待に参加。 19光パス

車内での言行に私は関心を埒ち、注巨しておりましたところ、笑みをたたえた頻て万遍なく公平に

接しておられま Lた。私にはどんなに9lI練を受けても頁似の出米ない態度に写り、感服致し生来の

ものかとも思え羨ましくなりました。

仮設での苦らしは高齢者として特別な扱いを受けました。当初懸念していた危惧も不快な出来車

峠］一つなく、変串を探せば梱方は暖房、昼は冷房 9こしたことが致回あったくらいです。留守~にし

ているとき雨となり洗濯物を構の方に取り入れて敢き婚しかったこと気管支炎で夜中咳き込み、隣

の方を睡朕不足にして欠勁こせ、連夜迷惑をかけたこともありましたc 南里自治会長には車で医院

の送迎を煩わし、御世話になりました。師走の半ば、茄売新聞に家内が写真入りで姫路署員から安

全袋を頁う仮股任宅の居住者として記車になり、コどーして親族親戚に配り京宝にしておりますC

神戸に帰り早 1年3,rA になります。新しい家で一冬を過こしー~つ目の夏も終わりかけております。

地需届し後の室内は宅灯は落ド、家異9よ倒れ、よくこれで怪我をしなかったものだ。古い平家に仕ん

でいたから下9tきにな～ていたのに。これもひとえに神仏の御加護のたまものと喜びました，年月

がたっと被災時の気持ちもうすれ、近所の家は外壁9こ●裂が出来た程度ですんでいるのに、何故目

分の家は傾いたのだa J_務店の施工が悪かったと恨み、安普諸だから傾いたのだと幻月を耳にして

立腹する0 私名義の家は消激してなくなり、次男名装のこの家には私も取金で応分の援助をしてい

ふ長い期間、ローンの支払いが続く大変なことになりました，今年は台風の襲来が多いしこれか

らが本番c 地室や台風にビクともしない項丈な家に仕みたいと思うのみですc (H包 8.28記）

伊藤成子勺司）

現時に会社と巨宅を失った私は、天井まで稲みヒがった家財の下で地窟を知りました。身動きす

る度にわずかに有った空き問も狭まり息苦しくなっていくなかで、私が早く遣い出して助けなけれ

ば彼女を死なせてしまうという必死の思いが想像もつかない力を与えたようで丸当時、私はギラ

ンティアで5年あす力←て した。幸いその彼女も仔我はなくホ y

としたものの、死者0中に多数の留学生もいたことで、安易な好慈で外国の大切な娘をあずかる百

ffの重さ人きさに身が凍る思いをしました。

地裳のシ 5 ックで耳が問こえなくなった老犬をつれて入居出来る貸家もなく、避難所、居候を貨

て、遠喉地で入り手のなかった姫路の仮設住宅に入居することが出来、 /I車と仝壊建物の登理なと

に往復 110キロを通う何日が始まりまし如交通車惰か追くどうかとすれば片道2時間もかかり、た

まりかねて更地に老後の芸えを使い果たして小さい耳務所兼住宅を達てたものの、水とガスが通る

まで更に半年かかるのでした。全塘建物の後片づけという作業は、大切に使っていた物や、 8年間も

在りし日のままにしていた亡夫0J形見0品々まで拾てる、桔神衛生上もよくない、蚕（て辛い璽労

俄1でした。とうとう腰痛で這いずりまわった H々 も経て、 I1I！の滲む思いでやっと淫てた家に水が来

なくて住めない？そんな揺鹿な！！復興って徊だ？自肋努力って何だ？掛け声だけで足を引っ張りと

活権を阻害するのは外ならぬ行政じゃないか！：長蛇の列をクリアして相談に行ってもタライ回し
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か、受け付けても返串も来ないっその閣、あの日私の上に落ちて来た街壊物の何十倍もの両たい物

か私一人の凋と心にのしかかって、憐憑やる方ない思いは、這い上がって来る度に赤鬼や吉鬼がサ

スマタで火の海へ突き落とす、あ0地獄絵図さえ思い浮かべるのでした。心配されるから辛いとは

言えない J しかし諸々を考え夜も眠れない。そんな日々の童なりが知らない内にすっかり肝脳を悪

くしていまし如酒飲みでもないのに、過労とストレスか原因で「放.,といたら死ぬぞ」の医者の

言罪に少しゅっくりする気になったら、田を渡る風、 Illの流れる音、何年ぶりかで聞く捐,,ヒパ・)、

メダカもいた。牛蛙も嗚いている。ここはいいなぁ。仮設住宅の炎天下で埃にまみれたポランティ

ァ坐生の訊い出毎週毎週学生を率いて来られる先生の背中の汗。祠み物や料理教室c どうですか

ぁ？と声を掛けてくれる同じ顔。今まで色々のボランティアをして来ましたが、自分が受ける立場

になって勉強になりましfふ何の気白いもない、忍昔せがましくない、気長に焼ける同じ顔ぷれに

次第9こ心がほくれてとても 9元気）をもらいました。私は今、神戸定住外困人支援セノターの日本

語ボラノチィアの会で、あの時言葉が分からず倍の苦労をした外国人に日木語を教えに通っていま

す。私かもらった（元気）を他の誰にも分けて上げたくて・・・・,

その節は大変お世話になりました。

お名前も簡かずでしたか、きっとあのお方かな、と目分なりに籾像していますc いろいろとお気造

いいただきました中囲からの留学生は、無車に大学を卒染して中国へ帰り、すぐに中国で桔婚しま

しか今年の菩れごろには母親になります。

あのよく吠えた想い大は、冗の所に帰ると耳も間こえるようになり、元気に呑をしていましたが、

今年のお盆に老衰で化にまし／ら l9磁半でしたn

私のほうも堀っ建て小豆のような小さい家にもや＇と沼れて、忙しくしておりますしプトレフに

なる原因がなくなったので、悪くなっていた肝腺もすっかりよくなりました。落ち若いたとは言え、

また地翌当時のことは、あまり苔いたり、本当はとても辛かったのだ、などと発表したことがあり

ませんでした。

ネットワークの任様にもよろしくお伝え（ださいませ。

]997年9E3日

く新白浜仮股住宅＞より

平山桂子

あの朝、地臣が手荒く私をゆり起こした，

あの時、 2階で寝ていに私は、窓から外へ振り落とされるかと思うほど昼がまるでトランポリンみ

たいに跳ねた。］l音がりの中、やっとの思いで外に出て、足は自然に学校に向か 9 ていた。校門近く

の路上に駐めている車がヘッドライトをつけてll音い逍を照らしたu そのライトの光りに菩がチラチ

ラ耕い撒る光景が、今も切なく目：こ焼きついて雌れないn その車を取り胆むように人が集まり、カー

ラジオを問いた。何度も余窟に怯え、人は蒼白で無Uになっていた。あちこちで火の手が上が瓜煙

が夜明 9tQ9空をまた陪くして、太陽が直視できた。消防車が'"・、救急車が …、パトカーが・,・・ U 

とれがどのサイレンやら、けたたましく嗚り蓉いた。空にはヘリコプターが低く飛び、校舎の窓ガ

ラスをゆさふる。それがとてつもなく怖くて耳をふさぎ、悪券なら早く貰めてと何度も祈った。し
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ばらくして何かに急き立てられるように外に出如今思うと、何故、燃え社う火の側や倒れた家の

屋根が道路を塞いでも避けもしないでその上を歩いたのだろうか……。頭から血を流している人、毛

布かぶっている人、た（さんの人かとんとん歩いていた．ほ体を並べていたのを見ても何も感じな

くて、ただ人の流れについで歩いた。あれはとういう惹を埓つ行動なのか今もって判からないc

9日経ってやっと表面の乾いた冷たいおにぎり一つ手：こした峙9よ涙も出なかった。 3日目、やっと

校庭にNTむが設匿され、弟妹1こ述格がとれた。受話器の向こうで 生きとうた 11生きとった 1!」

の言葉だけだった。次の日、弟がリニ• 9背負って何時間もかかって歩いて来てくれた。背l卜も腕

も（い込む捏の荷物で汗いっばいかいてい如毛布、お茶、肉マヘ乾かない様に夕，パーに詰め

て沢山のおにぎり．．．…。涙か止まらなかった。炊き出しのうどん、熱い物を口にしたのは5巳目だっ

た。風習に人れたのは 14日目。

避lll所は風邪が流行し、咳と埃とトイレの悪具で悩まされ続けた 2 この地荏で誰もかれも思いも

よらぬ麻らしを昧わっに何度も身を皆（場所を変え、瞳も失いこれから何を目的にどう生きるか、

すっか勺気持ちが萎えてしまった私でした．

望まないままに決めるしかなく、駅名の読み方さえ分からない袢戸から遠い述い土地に建つ仮設

9こ7月入居。蛙の嗚き声C 側にお墓c 少しの風1こ怯え、雨の音に耳をふさぎ、各家からの牛活の音が

異常な程大きく聞こえて怖かっ年住む所じゃない・・・・・と、当初は有り難さを忘れてよ（硬いたも

のでしたコこの仮設は律戸の人ばかりなのに計1一人知る人が無くて、私は益々孤独で、部塁：ここも

りがちの毎巨でしたc

早いもので、豆止まれの私はこの仮設で誕止日を3回迎え、もう知らない人が無い迄になりました、9

いい経験もしました。でも、いくらH日を重ねてもこの土池の人に成りされず、神戸にも燭れない。

中途半瑞のまま秋にはこの仮設を山ます。降り立ったことの期い知らない．し地に行さます。芸届仲

宅での生活を忠うと不安ですc 健庶のことや仕浄探し、人間関係、いくつものハードルがまだまだ

読く。いつまでも慇団を引きづってはいられないし、 lから出直すには年を甫ね過ぎたと弱気になり

ます。弱気になっても立ち l卜まる余裕はもうありません。「急がずに」―I木まずに」自分の歩"品で進

むだけで丸 l陪やみの3(9センチ程の問から外に出たあの朝から、今日まで私に関わって下さったた

くさんの人、ありがとう。 ('9 7, 8 ・ 2 3記）

（錨かすがい）

演岡幸雄

陸軍で大竣本部経埋に展し笞備隊の建築関係、主としてその賓材、器具包中の管狸業務をやってお

り、為に鎚というも d9の効阻等をよく教えてもらったこと令

今度の崇禍で111木造平家住宅（筑悛40年余）は全猿1、ました。外熙内華尉根瓦の殆どが請離1月浴

し、居澗より音空か見られる状態でありました。それでも大屋恨を支える棟木や各岱糾みとなるペ

き木材は、何ら剥袖することなく崩れなかったので Lか

束西に長い我が家はその途中で措迄1牙の連19ヶ所があったにもかかわらず、 II苓傷一つなく脱出す

ることが出来た。その原因として鯰の効用があったc

即ち入居して 10数年頃よく屋恨哀笛に入り、当時09台風あとの1忌根哀をよく点検したも69てした，

その時、むき出しになっている棟木及び祖材と粗材の速粘部が何とな（不安定に思えてならなかっ
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た。その時分軍貼時代の鯰等金貝の効用を思い出し、すぐに街の建邸金物達者を訪ね、各栖り注送を

50個位買い求めた。暇を見ては屋根圭の柱類等の浬結部分を十―分に鎚を打ち込ん／このであった。

哀災後全壊状況を点検1こ米られた方々が屋根逗を見られ鎚がよく効いて崩壊を防いでおることを

うなづいて帰られたことを思い出す。恐ら（、これ等鎚1ま止に対器効果を果たしたものと云える。

当時、屋根の継舌目の貞下で寝ていた私遮は、圧9tの雑を免れたとも思われ、正に鋸Ii命の恩人

とな吋こといっても過言ではなかろう c 今もその総こ感対の念を抱（毎日です。

脱If1後、私達は暫（住居1こ困 hましたが、運よく l99各白浜

地区仮設仕宅に入居させていただけたことは感,rの外ありま

せん，また仮設在釦l1は幾重にもお世話になり、気持ちよく

過させていただいたこと、また各行平と共に今もいい思い出

と喜んで居ります。

この朕災で街た赦訓9ま、人と人の袢9こも、またカスガイか

大宰なことだと思いました。

（心の癒し）

深い深い間の淵に

独り立ちすくみ

手さぐり＂リ人牛をひとは知る

死すことすら許されず

ただただ涙するのみ

カつきて地に伏せしとき

ひとははじめて神と出会う

暖かさに抱かれて

ひとは人となりゆ<iltをそこから始める

平成7年5月 l3日

(H9 9. 2記）

―—ーイ反設地域外から
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東 淳 区 森 梢

私逹は神戸rli東灘区甲I南町より、 j9路市育山を経て現在、 M，i磨区矢倉町の県営住宅に居住してい
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ますJ

ぁOE1月17日を塊に家族4人0生活Iikきな変化を迎え、それぞれの心に哀しい深い記憶のミ

ゾが刻まれていますc

死者の一番多い東灘区でありなから、幸いにも家族に一人の不幸も無く、それまでの代ランティ

アの流れから、大焙共すぐさま助ける側に回れました。友人 '9n人の多くは被災者です。

窟災後、今日までさまざまな相談を受けなから神戸との符復が統きましたn そしてそれは目分自

身や子供逹のPTSDに向かい合う E々 でもありました。日常の時の流れは「大袋災」と言う言薬す

ら、あっと言う＂月に人々の意識から消 Lさり、いつまでこだわっているのかと百う言葉すら出てい

る現状らり中で、あの1よ験は私達1こ河を問いかけているのだろうか？と考え紐けております。

剖作している者にとっては、受けきれないほどの大きなチーマを示された思いは今も変わらず、未

熟な私がどこまで 'I乍品」と言う形で答え続けれるのかは分かりませんが、「癒しの絵'，;」に生涯取

り紐んでまいります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
宇9臼市 ハント袷子（森梢友人）

当E、半分目覚めた状態の時に初めのゆれを感じて、「ああ、地院か。いつものように窟度3ぐら

いですぐにとまるだろう」と軽い気持ちでいたのですが、だんだんゆれかきつくなり、家中のもの

がガタガタ音を立てだし、今までに感じたこと 09ない強いゆれにびっくりして飛び起きた私は、外

がどんな状態になっているのかを知りたくて紫足で外に飛び出していました。すると見恨れた宇冶

の景色はまるでダリの絵のように空間がねじれて見えましたc 当時大阪の学校に通.,ていた娘が、駅

まで送って欲しいというり9で、私は東を出してふっと空を見上げた時、沢様な月の光を見て二度び

っくりしましい普通なら満月の光,,四カ八方にまんヽくんなく発されているoaに、そ 0時の月光｝ま

上下にしか光線は出ていなくて、まるで光の筒の中に月が浮いているような感じです。とても不吉

な予感がして、背筋がぞっとしたのを党えていますc

当時、我が家にはテレどがなく、その日の昼ごろになるまで神戸が大変だということを知りませ

んでした。ニュースを聞いた時、東維の古いアパートに住む親友のことが心配で、パニック状態に

なり、頭が混乱してオロオロするばかりで、どうすればよい0かさっばり分かりませんでした。あ

のふるいアパートは頁っ先につふれて友人たちは全員下敷きになったに速いない。初めはそう思い

ました。心を落ち若かせて、意識を友人に合わせて、彼らがどんな状態かをさく‘9て見ようと、あ

りったけの集巾力を発揮して見た結菜、大丈夫という感じを受けたので、占っと彼らは皿車にいる

と確信して、彼らからの連絡を雷話の前で痔ちました，私か惑じたとおり、彼らから、京は全l9し

たが全員艇事でいるとの連絡が入り、 9まっと胸をなで下ろしましたa

友人の無事を確かめてから、何か自分たちにできることはないだろうかと忠い、自分の所屈して

いる協会0刀江坂の近畿本郊に裔話をしたら、すでに緊急対策本部か股惜され、会員の方たちが炊き

出しなどをしているということなので、明くる E、私は上の娘と家にあった食料品をかついで、普

段者で江坂に向かいましに途中の留車0中では、きれいに者飾9 た人たちが、何事もなかったよ

うに笑いながら話をしたり、また、若い男性二人が、「今｀ i炉にいったらもうかるでー。」などと、

話しているのを聞いて、不愉快な追和感や悲しみ、憤りを感じてしまいまし芦二日間il坂で炊き

出しを手伝って、 2I日の煎、家｝こ残っていた主人と下の娘に連絡を取り、梅国で落ち合って、考え
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られる品物を特てるたけ持って東灘に向かうことにしました。西宮北口で見た光果は、まるて映画

で見たことのある戦後の貿い出しの行が1のようてした。その列に加わり、歩いていくと、足の不自

山な男性がゆっくりとしたペースで、大きな荷をひいているのに出会いまし応西宮のお兄さんの

所1ご食料を届ける途中だったそうで丸別れぎわに、 1あなたの友人に差し上げてください」といっ

て、自分の持っていた荷から食品を下さいましに不自由な思いをしてせっかくここまで浬んでこ

られた荷物と思うと、本当に心からありがたいと思いま Lた。

芦塁のあたりから信じられない光景が目に飛び込んできて、がれきの山という言葉がこの時初め

て心底理解できました。一軒の家が粉々に跡形もな（毎れて、本当に小さなかれき 0由がいくつも

できていたのです。 •9••瞬 1こしてこの状態に壊れたら、逃げる暇などなかったに違いな応今もこの

小山の下には位1人もの人たちが埋もれているのではないかと思うと、なんともやるせない気枠ちに

なって、祈るのも忘れて無官で通り過ぎてしまいましに見なれた神戸の町並みは見るも無残な姿

に変わり果てていて、意識を半分とじた状態でないと、とても受け止められないほどのショックで

した。

がれきの中で親友とその家族の無卑な姿を見た時は、お互いに深い絆を感じて、抱き合って笑い

泣きしてしまいました。そ 69時に、友人が「やっばり私たち、本当の家族やねー」と、しみじみ言

吋こ言菓を、私は一生忘れないでしょう c 私はただ、彼らの側に行げたことがとてもうれしかった

し、彼らもそoaことを心から岩んでくれて、家は全壊というひどい状態だったけれど、心はお互い

溢かいもので満たされていました。その晩は傾いた家に雑魚寝して、迎朝無車だった者の荷作りを

する中、アパートの11人の話を聞かせていただいたのですが、要災の直後は命のあったことを心か

ら喜ぺたのに、今は家の残った人たちが恨めしいと、愚痴が出てしまう、そんな自分の心変わりの

迪さを喚いていました。友は自分の親元は無串だ召・からいいというので、私たちの特っていた品

物はすぺて他9〕人迷1こ配ることにしました。変わり巣てた真冬の町角で、人々に声をかけると、品

物は見る見るうちになくなりました。その間、誰かに差し士げて下さいといってタオルや水を下さ

る方もいました。常日頃、あま＇）価値を疸いていないタオル、水、缶コーヒー、ラーメ 9、カイロ

咎などを、それは喜んで拷ってゆかれました。自分も被災者なのに、他の人達に、「共に頑弘りまし

ょう」と、声をかけながら、品物を配る友人夫要を見て、私は本当にこの人たちと出会えてよかっ

たと心から思わずにはいられませんでしたn そ0場は、冬の寒空0下だったのに、天から光が降り

てでもいるような暖かい空気で包まれていました。数メートル向こうでは、野菜を高1直で売ってい

る人たちの姿もあり、人間の持つ財l閣を同時に見せていただいた時でもありました3

帰りには神戸の直い空気";中を歩いていたからでしょうか、西宮北口にたどり苗く頃には屎常1こ

体が重（てまるでカタッムりの様にしか歩けない状態になってしまいました。必死0思いで、泣き

たい想いでやっと大阪に帰り若いた頃に11晋通の状態に戻って楽1こなりましたが、やはり行きの時

這じように神戸のことは頭中にない様な索振りで歩いている人たちを見て、又ノコ y夕を受けま

したJ

その後何度かれl9戸に出向きましたが空気0重さや痛さはだんだん強くなって行ったように思いま

も行く度1こ照痛1こ襲われたりひどい嘔吐感を感じたりと、心身共に併ついて1吾りましたしその後

自分たちが察災の二次災害に遺ったんだと気付くまでに時間はかかりませんでしたn tLO999には白

いものがド 9と1fIえ、：じ人共々鮮い言語降害にかかってしまったのですc 自分の話したい言額がす
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っと出てこないで、まるで関係の無い言華が二人の口をついて出てきてしまうのです。又その年の

6月に横浜を歩いていた時、器災のカンパをしておられる方に突然声をかけられたのですが、私のロ

から（私も被災者です）と出てきて自分でもびっくりすると目う出来車がありました n それから盗

塚で否災にあい、家か全壊した他の友人の話を閲いている時、その方は淡々と語←9ておられるのに

私はサンドイッチを「lに含んだまま、大泣きしてしまったこともありました。

この原稿を吉（にあたって当時の色々な登料を見る時、涙を禁し得ませんでした。震災の3日後に

神戸に入り数回1子っただけの私の心かこんなに1●つき泣いているのですから、当時被災された方6)

心の傷は外からでは計り知れないものかあると思いますC ましてや人切な方を失った人逹や我が祁

を失った魂達が木当に癒される時はいつの E かくるのでしょうが~＂・。あの忌まわしい需災以来本

当に自分は一体これから何を一番大切1こ、どうやって生きて行けはいいんだろうと自問し続けまし

応傷ついた神戸を目の当たりにして、今までの自分の価値観がド＇と音を立てて崩れてしまった

のですから。これからの私の人生は色々なことで深く侶ついた人々の心を少しでも癒して差し上げ

ることに要やして行きたいと願い、目分の煩悩と魂の1民りとの戦いに悪戟苦簡しながらの毎日を過

ごしています，願わくば震災に合われたすぺて0万々の心の傷が一刻も早く癒されますように。

烹灘区土本浩之（痰在加占JIIfIil

1995年 1 月 17 日に、各地で大きな技害をもたらした百災があり、 ~L くなられた方もた（さんおら

れたのは、知っておられるでしょう。

私たちの住んでいた東卦区のアパートも全壊となりました。

父は1士忠の関係で別の所にいて、無車だったのですが、母と私、そして妹は、崩れたアパートの

下に埋まっていました，その時の私は、一瞬気がついてフトンの中にもぐり、すぐに背中に何かあ

たり、気を失ってしまいました。気がついた時は身動きが出来ない状態でした，その時、世の声が

聞こえたのですが、それはもう今思い出してもおそろしい地獄からの叫びのようでした。しだいに

招も小さくなり、と送れとぎれになっていきました。

妹はというと、私の横で世ていたのですが、母や私の呼びかけに答えてくれたようないないよう

な・ ・ ・。

lo]l堵聞後かに最初に母が、そして私が助けられ、私はそのまま入院しました。妹のことがものす

ごく気がかりでした。何日か後に親戚の力がこられて両親は大丈夫だということを聞いたのですが、

妹1ま「あかんかった」と予想があたってはほしくない方に答えは山ました。しかし不思蔽と悲しみ

は沸いてきませんでした。

再会したのは、 1月の終わりで、みんなが病院に来てくれました。小さな箱に白い布で包まれてい

ました。まだ暖かかったのを覚えています。本当1こ悲しみか沸いて来たのは、加古川に住むように

なってからです。潰れたアパートの下から取り出してきた妹の物を整理し、写真を見るたびに涙が

止まらないEがしばらく続きました。 6歳下の妹とやっといい感しで2人でいろいろ話しもできるよ

うになって来たななんて思っていたの1こ，

あれから 2年8ヶ月が経ち、世間ではだんだん衷災のことはうすれてきているように思いますが、

私の心はあの日のままですc

東浪区に住んでいた所の近くの公団に亡くなられた方の名前を刻んだ慰堂碑が出来ており，近く
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へ行った時は必ずよってあのことを忘れてはいけないと新ためて確諾しています。

この無災で新しく知りあ勺e人や、人のあたたかい気持ちを大む］にしていきたいと思います↑こ

れから今までよりもつらいこともあると思いますが、 991ま私の心の中であの時のままで生きていま

す。そう思ぶまいろんなことも乗り越えて行けるでしょう。

多くの失った命をムダにしないためにも生きて行かなければなりませんL 「必ず神戸へ戻る」とい

う気持ちをいつまでも強く心にもって。

............... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

［サ マー キャンプに参加して］

小田原での経験

場所／神奈川県小田原 子ともキャンプ

日時 19968•9~8•)1 

鍋島 浩（商校3年生）

長い長い新幹椋に乗ってようやく小田原に苦いた。やっばり新幹線は乗り心地も良く、普段乗っ

ている霜述とは比ぺものにならなかった。次にパスに乗りこんでキャンプ場に菩いたc

そこはまるで・つの村がつくられているようだったc まず頁ん中に皆が集まる桑会所かあり、そ

の版りを取り囲むようにテントやパ/ガローがあったじ雌ぶれも大人から子供まで年齢国は広く、色

んな人がこ，0キャンプ場に槃まってい／こ」

行動は目由だったが、ご飯のときだけは、皆が巣まり 緒に食ぺた」筈災にあった人遥やそのボ

ランティアにあたっている人達のグルー 9/Cったけど、そんなことを少しも感しさせないほど食市

の時の雰囲気は 9こぎやかだった。もう・年以上もたっているからみんな忘れているのか、それとも

小さな子供たちは無官識にあの時の嫌な四いを消そうとしているからなのか、とっちにしろll行い雰

憔l気だったら媒だなと思っていたので 1まっとしたc 食べ終わって虹砂洗，．C いると小’'，時に 1~I

ったキャ／プのことを思い出したc

「あの時もこんな惑じで皿を洗っていたんだよなぉ。」

とちょっと生想にふ9ナってしまった。そうしているうちに 1日目も終わり、あっという間に2口目の

朝になった，侯9ま食串をすました後、笛作りをしていた。お互い企然知らない人なのに、金のため

とかをんなことしゃなくて誠心誠意、心をこめて教えてくれたことに人の温もりみたいなものを感

じたような気がした。そしてなんとか苦労して笛も完成した。活は出なかったけど・…C とにかく

この笛は誰かにおみやげとでも言ってあければいいかなとと思いなから 2日目も色んな経験をしたc

3日目、朝甲く新幹線に乗りこみ、昼ごろ姫路についた。

家でゴロゴロしていたらで送ない祥験や、色んな考え方をする人と会うことかできた。辰後に、こ

のキャンプに述れていってくれてありがとうございました，

（新白浜）上林綾子

平成9年 10月、仮設住宅にもお別れする事になりそうです。吾さ寒さに苦しんだ2年余りを振り

返ります。

名古坦市立南小学校の5年生の方達や、学校挙げての激励にどれほと慰められた車でしょう。名前

入り吹き込みテープを19って下さってこれからも入切に作存いたしますc

一番1こ心温まるポラ 9ティアの方達の善意、ずーと院｛ナて下さって深謝いたしております。次々に
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当選されて、恒久住宅に移られる人遠にささやかな食事のバーティを。

取り残される佗しさ感じてる老人の私共には、立派なお寺の住識さまをセンターに招いて下さる。

此の9月4日、中西玄 氏さま高｛曽を招かれて穏やかなお話ぶりを聴かせて頂きましてひとときの安

らぎを与えて頂きました

改めてお礼申し上げます。

平成2年、転んで内臓破れ、 6年4月、乳ガン切除、 7年には内縁の夫の圧死、その都度、死は免

れましたが奈落の底に突き落とされるとは。こういうものが孤独死さえ羨んだ事も、でも生きてよ

かった。仮設の生活を喜びの場所に近づけて下さった皆様、ありがとうございました。

残された人生を、頂戴した本くにんげんだもの＞を拝読させて頂きながら、皆さまのご親切を無

にしないよう、与えて下さった命を大切にして楽しく生き抜くつもりです。ではこれにて失礼いた

します。

3
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ふれあ｀箇路
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『ふれあい姫路』

（名古屋市立植田南小学校から）

ポランティア1中間（神戸・女性）

お苗話をいただきありがとうございました。

早々に…~·と思いながら、文音や、苫語で表現することが苦手で、ついつい今日まで延引き申し訳

ありませんa

去る 5月25日は初夏らしいよく i9れたお天気、そのうえ気温が上昇し、汁ばむくらいでした。 8時

45分に新神戸駅の改札に姿を見せた植田南小6年4組の朗らかな顔は一瞬まだ見ぬ迷屈の孫か来神

するのを出迎える「おばあちゃん lの気分にさせられましたc 思いがけないこと：こCBC中日のスタ

，・フが同伴され緊張しました。

阪神淡路大需災 l 早この状況・・~＼種々 0)問題を抱え復興のけわしさ・ ・~。充分に取材ししっか

りと伝えて欲しい気持ちが先1；して何も哀科を提供出来なかったように思います。

忠羽仮設には9時半頃1こ者きましたが、出前に一日の日程を緻密に打ち合わせていない上に、同伴

のCBCOスタ，フと浬格を受けて取材に来た毎H新閲社の記者とカメラマンで、それぞれが目分の

計画を「」にするやらで子ンャワンヤ。こちらの号1i9lと新居4t生の訪問Ih導計画とが大きくずれ、失

生の目に涙が浮かぶ場面もありました。

新活先生がご自身の教員生面を掛けて児堂を引率し9方問されておられることを允分に考惣し、新

居先生のご指尊が充分に現場で発揮出来るように配窟出来なかったのは伐念1こ想えてなりませんコ

そんなこんなで、病羽11父殺で忠わぬ時間を過し、寿仮9位では予辻しておりました忘羽lヽ6年辺ずフ/

ティアと一緒にプランタンにお花を植える作業は到昔した時にはすでに終っておりましたc それで

も女3j子は高、レl小のポランディアと荏災体験を9苔り合い、住所の交換をお互いにしておりましたか

ら新しい文通が始まることでしょう，房子1る視党l笛害03方から当時の体験を聴いたり神大救援隙の

お兄さんからポランチィアとは・い…と想いを恥いておりました n 文通の相手の方が留守で会えませ

んでしたが、それぞれが新しい出会いをしたり、考えたりそれなりの意袈があったことでしょ 9c

西神は計画的に造成された街だけにムードが午前巾とは大きく異なり、院楳で、ロマンのある国

陪的な港町のイメージはどこかへ飛んてしまいました。アスファルトを照り返す太股で慇さもきぴ

しく、それぞれ dj頻1こ疲労が見られるように感しまし／ら広々とした敷地に渚み木を並べたように

建つ吸設を市い荷物を持って各戸を訪問するのはさすが1こ屁念し、人陰に不用0荷物を留いて訪I月

することにしましたc

尚物を投し、手に手に心を込めて削作したお花を持ら、文通相手の仮設を目指し脱兎のごとく先

りゆ<r供9j姿を見送りながら訪問先が留守でないよう祈りました。

ふれあいセンターで交流会の準僅がされており、各戸を訪問後それぞれが共に参捏、みなさんか

ら温かいもてなしを受けました。訪問芍には留守であった人逹もふれあいセノターに集まってこら

れ、全呂会うことが出来ました。早朝からハードなスケジュールで疲れが見えはじめておbました

のも全員出会え、手を取りあって語り合えた再びで疲れはいっきに吹き飛んでしまったようでした。

学園祠I]より新多閉仮設へ移動するパスの車中で、仮股 1新多聞）に住む老夫妻に出会い、泄方
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からの小さなお客さまへ感動と感謝のことばもいただきました。

新多聞仮設の門を入るとドォーと歓声が上がり、ふれあいセ 9ターがいっきに活気づきましたn 玄

閲とフロア花面に達箪で「天白区小学生大歓迎 ありがとう 1」の苺が飾られ、前日よりみなさん

で心を込めてカレーを煮込み、胡から今か今かと待ち続けてくださいました。手造りのペーパーフ

ラワーと京都修学旅行文築のプレゼントこの度来神できなかった児窯1坪9のメッセージを添えてお

り、住民のみなさんの歓喜Ii奎舌に表現しえません。各仮設で歌った武田鉄矢の「声援j も一段と

さえ、天使の声投そのものでした。

ここも文通相手全員が集まってくださり、前日より煮込んだカレーと果物でもてなしてください

ました。出された食車を食ぺる児童を目を細め楽しそうに眺め話に花を咲かせるさまは、まさに孫

とおじいちゃん、あばあちゃんの和やかな楽しい果いで文澄みきった声で歌う「造援ーを目頭を

あつくしながら体全体で懸命9こ聴く姿、そして―かんばろう みなさんーに対してこふしを上に振

りあげながら「がんばるよ l」「がんほるからネ 1」いつまでもわすれないで！」の応答に「仕」へ

のエネルギーを感じました。

長期になることを桐にコ）コツと地味な活動を続けている私逹ですが、パワーあるエネルギーの

活性化は大変1こ難しいことです。この純粋な子ども達の活動19震災によりご自身の存在さえ否定し

たくなり易い高齢者に対して力強い「仕への活性化」の負重なエネルギー慨だと俎いましたn

新屈先生のこのような教育は古くまた新しい教育です。指導要9月の改定により自らが課題を持ち

学習する力を肖てる・……、土に各教科の授業計固がなされる昨今、来神される前に展災を釉1こ各教

和こ拡げてゆくことも可能なように摂えます。学校内で汗きあがらないように私達も配慮する必要

があることでしょう。同係内でも輪が拡がるように今後も支えてゆきたいと悠います。

1反設訪問で賛亘な経験"廿ていただいて茫も訪問；I0の問顆む…・ですが、ふり返りやミーテ

ィングで私が発言することによって、他のメンパーとずれが出来て自己嫌悲に陥りますu 先日のミー

ティングで質問した「YWCA0迎念」は YWCAで活動をしてる方に「おかしなとてつもない質阻~●

だったか号ねてみたところ「YWCA<理念」は世界共迪であるとのこと、次の椴会に教えてもらお

うと1!1います。

最近の私達の活動は訪閲先の人に「キ体」があると言いながらリードをとる人に l主体」があり

訪問先の人々の屈いは二の、三の次とされる傾向が感しられます。講瞑の受講者のあしならしなと

を控えて勇足のようにも感じられますc 「理屈っぼい」「自分目身でよく解っていない云々ー「ヒステ

'）ーを起こす00」「男件に女としての愛情を持ちはじめた」「反論する」こんな像に見るメンパー

を私は受容すると、ミーティング、学習会で発言するのは辞めよう辞めたいと想う今日此頃です，高

"者を廃用症候群の方へ追いやらないよう 9こ温かい愛をもって相手09生活リズムに寄り添った活懃

の在り方9こしたいと熱望しております。

ゲループの活動だからと＇）ーダーの指示通りの活動を行うと努力してやっと出来かけた相手との

閲係も水泡と化し振出しに戻されたり、それよりマイナス0関係とな 9てゆくのをメンパーに伝え

られる1滋みは蓄稜します。

ゲループに定まったスーパーパイザがあれば訪問先の個々のプライベートなこともある程度、語

り車例研究として分かち合い深めて目身を互いに高めてゆけるとも想いますc

ゲループのメンバーが「心の問涯」に対する認識をどの程度持つのか解らないところで訪問先の
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人の心のことを語るのは、ともすれば「人の巾潟」に流れる危険を持つように想います。人問と L

て守秘しなければならず、正しく車実を伝えるのは難しく、ク勺レープ活動のリードを取る人が表出

しておる車象のみで判断をして、思いつきこ思えそうな活動を指示されると訪問外の人の悲いとリー

ダーとの板ばさみ1こ私はなってしまいます。また前逹のように努力が水泡と化し、虚しさが胸に残

ります。私が最近感しることはみなさん「被災者救援のポうノティア；をしておるという自己駒酔

におちているのではなし、か……？と。

前代未聞の展災を惟災された人々と関わることは長期になるし関わり方の難しさも総て1こ言われ

る通りたけ1ごリートを取られる方遁は現状をしっかり踏まえて熟慮していただきたいものです。「ゆ

っくりとボチボチ、そして急いで＿c

惟災された高齢者の方々の l年へのエネルギーの活性化」の乱l効性は板田南小の可愛いポランテ

ィア達のように持たず訪問するボランテ t7の在り方によっては、むしろストレスを投して来るこ

とも留君しなければならないでしょう。

棺田南小のポランティアの米神がき 9 かけでこのお手紙を菩くことになり、そのことに乗じて私

の息いも11l列してしまいましにすみません。

リードを取る h々 のご苦労を感謝致しております。ご自愛（ださいますようにし

(l996年 6月12日記）

名古屋市立植田南小学校

教師新居とも子

前略

真夏の強いひざしの中、大塾の子供たちを連れてたくさんの仮股を突内して回っていたださまし

て、木当にありがとうこさいました。さぞお疲れであったろうと、ただただ感樹の言薬しかござい

ませんコまた感想文もお忙しい時間をさいて、ありがとうございまし如敢後のページに苔いてい

ただきましたこと、私も5月の防問の折りからずいぶんと考えさせられることが多く、今回のことも

ありまして、またあらたな思いで見ておりますc

どれがお年寄りの廿さんにとっていち1む ことなのかと思いますが、どれもそ

の方その方の考え方なり培遇なり、様々なように見受けられます。

訪閤の案内をせずに突然苓9)ました3月の大阪H茄i'本当1こll9くなった仮設の中を一il-晰fさがし

歩いて出会えた時の感激、お年吉りも子供たちも心に残るものが多くありました。択内し、出会う

日を決めて待っていると、どうしてもお年寄りは子供たちに何かしてあげたいという気待ちから、ま

た周囲と dン（同し仮設での1比恥等から、おみやげを、おかしをと様々な心づくしをしていただ（

ことが多いように思います。それもお年寄りの一つの楽しみだと言われる方もおみえで、それもう

なずけることです。それに出かける月 6を指定せす案内しなければ、文通相手の方とうまく出会え

ないということもありま丸どちらをどうとればいいのか、本当1こ迷うところです。

今団は子供たちの希望をまず、とりあげましに行き先が多すぎてということ、派矧の上でスター

トしましたn 「文通相手の方に会いたい。仮般のこと、方々よりも中し訳のない括ですが、まず子

供たちの心から阻うことは、自分の文通相手に会いたいということでし応それも今伯l夏休みとい
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うことで、塾19の部活だのスボーツクラ 9fこのとほとんど日程がそろわない忙しい子供たらが8月］

円ならということで何とかそろわせてやっと決まった月日でした。やっと周りの状況が整って、以

後はなかなか出られないのであろうと屈う子供たちが今回は多数参加できました。

年問、士• H休みなしで少年野球をやっている子供が多く、珍しくそろった日にそろってクラス

の人迷と仮設のみなさんに会いに行こうというc 「姫路の人にも会いたいけど、大阪の人にも神戸の

人にも、文通している皆さん仝部に会いたい。経菩もかかるし、それなら少しでもた（さんの人に

会いたいl子供、そして父兄の正直な気持ちですc

今回で31回目ですが、 2回目の時、子供たちの何人かが親に―今団は行かないよ」と言ったそうで

丸「どうして？行きたいんでしょ」と母親が問いたら「でもお金がかかるでしょ a だから悪いjと

言ったとかーー。

ふだん持ったことのない一万いくらのお金を子供は子供なりに考えたのでしょう。

教師として私は、そのへんの所まで口を出すわけにも口をはさむわけにも、思うようには...…・。あ

とは親の考え方一つです。

仮設の中で、色々な考え方の人あり、様々な忍いあり、おっしゃられる通りだと思います。学校

も、学扱も、今回参9）ました 23名の中でも、その子供たちを叫む父兄も様々です。まして、子供を

県外まで引半できる）＇ f填ではない。各家庭の考え方や車惜を知っているから、なおのこと、私の身

分では訴える力は弱（、父兄同土に多少任せる他ないようにも思いますC もう少し近くであれば、父

兄も少しば•…•とも思いますが…心

一家族、 8月中旬2日程かけて神戸・大阪の仮設を文通相手の方をたずねて匝1られました。 4人の

方にお目にかかったそうです，

出会うことか果たして本当に全部お年寄りにとってよかったかとうか、出会わすに文通のみでい

ることも夢であり、幸せでかえっていられるのではないかと 2回目0訪問後思いましたc 長い時間ゆ

っくり話していたいと思われるお年寄りもお見えでしょうが、お年寄りの中には子供に気を使って

いただくためにかえって気疲れされて短い時間でお別れすることがよいと思われる方もおみえ09よ

うです。子供もまた勝手なものです。全員とは申しませんが、天使もわかままであきっぽいもので

す。私は反対にお年寄りの子供たちへのいたわりの心を傷つけないようにと船うものです。

••一度お話をゆっくりさせていただこうと思っておりましたが、私も年中無休（ほぼ）です。思う

ように時間がとれませんが、こ 699ラス心f供たちが卒業するまでにとこかで必ずもう一度（文通

相年に会うという目的はほぼ果たした千IIしが多いですので）、本当の窓味で8)仮股訪1剖（お年寄りの

皆さんとの交流）をさせていただ送たいと頴っております」ポランティアの背さんには敢敬礼です

が、千9したちか少）没tであれは皆さんにご迷惑のかからないよう、本当の意味のう｛ランティアを身

をもってわからせてやりたいものとも思います。そうすれば岸岡さん始め阿部さん達のご苦労や、ま

たポラノティアは強制ではなくその人の心ですと教えて下さった神戸の江草さんのお気持ちなど、多

少でも理解してくれるのではないかと、安易に考えます。

お手祇本当にありがとうございましたし子供はたくましいものです。そして教えていくべきもの、

気づかせていくべきものであると屈います，周りで見せていかないと続くものもなかなか・・…。で

もやはり子供は愛すべきものです。

岸岡さんO9お考えは、神戸でお目にかかった峙にすぐにわかりました。申し訳ないと忍いながら
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も、お気持ちにはそえていないと思いながらも、とにかく子供や父兄の希望をかなえていかないと

次の段階には進まないであろうということもありました。クラス 36名の中、•-•人・人の仮設に対し

ての思いはまだバラパうかもしれません。

「まだ一度もいっていない子J「親の字情から行かれない子』『何人かいる文通相手のまだ一人しか会

っていなくて、次もまだとにか（会いたいという子．ll•一回行ったから親がもう行かなくていいとい

う子』 ・・・・・ •O 

どうまとめてどう進めるが他のクラスや学校の中で®たった—•クラスの勝手な（？）取り親み·り

・・・.本当に様々な思いの中で（何車もそうだと思いますが一ー）、逆めていくのには、父兄の協カ・

勇気などが必要ですc

取り急ぎお礼と私の考え等、長々と吾かせていただきました。

今後とも何卒よろし（お顛い申し上げます，外見や体裁を気にしなければならない学校教百が、何

時もっと自由に、本当の自由を徘るのかと阻います。親の心はいつの時代も我が子のみ広い目で見

る。親を期待するのは、無理がありすぎますc しかし逆に言えば、それで子供19支えられているの

かもしれませんが。

まだまだ巷い日が柱いております。

ぉ九気でご活躍くださいますように。

平成8年8月2］日
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(6年4組の心優しき「うるさい」子供たちに〉

坪内正士（貴之父）

6年4俎の心侵しき「うるさい」子供たちに心からお礼を言います沿

あ，）がとう3 本当いい経験ができました。君逹の 3倍以上も生きて来て初めて体験したことでし

た。ポランティアという言葉は知っていても恥ずかしさや照れ具さ、周りの目を気にして何時も 1歩

も2歩も後退りをしてしまうおしさんでしに地下鉄の中でもお年寄りに席を講れなかったおじさん

でした。

｛也人に侵しくなれること、人に思いやりをもつことの索99らしさを君達から教えられましすこ J

名古歴駅から植田に帰る地下鉄"中で郁ちゃんが、乗ってきたお婆ちゃんに席を涵っていたのを

見ていましたか？さり気な（自然な行別に感檄しましたc 当たり前のことと言えば、そうかも知れ

ませんc しかし、おじさんには新詳9こ思えたし、君遡が何回かの仮設訪問を体験して褐た心の成長

C)一路を垣間見たような気がしました。

今だから本当のことが話せますC 5月の仮段訪I倒のとき、子供会のノフトの練習を優先して行けな

かっ 1項之でした。ギリギ，）の人数しかいない井口2丁目のチーム r文通しでいるお婆ちゃん、お爺

ちゃんにも逢いたい。でもソフトの練習19回数も少ないし、自分が抜けるとチームに迷惑がかかる

L』と9悩んで出した結胎だった筈でした。でも仮設訪問も諦め切れず心の底では吹っ切れていない

様に、その場限りの軽い気持ちで「夏休みになったらお父さんが迎れて行ってやる」と言ってしま

ったのです。仕車に追われ、礼しさの中でそんなことはすっかり忘れていたおじさんに「夏休み 9こ
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また仮設に行くことになったし今度はうちのお父さんも行くと言＇てきたよ」まさに時天のへきれ

き。 i仮設9こ子供と一緒に行（親父なんて俺一人だも夏休みに連れて行ってやるなんで言うんじゃ

なかった。後佃先に了ダたすとはこんなことを首うんだ知）

これが君逹と一緒におじさんが品初に仮設に行くことになった本当の理由だったのです。

そして仮設訪問当 R の 8月 l 日になりました。姫路の南駅前・白浜 •E手、神戸の高羽咆西神中央，

新他問、強iiスケジニールでの慌ただしい訪問でしたか、君達とお爺ちゃんやお婆ちゃんとのふれ

あいを見ている杓にいつしか気持ちの中にあった恥ずかしさや照れ臭さがなくなっていました。喜

ぴを分かち合うことの索噴らしさを実感した思いでした。訛でも気持ちがあれば人に侵しくなれる

ことを再確認した気がしました。（子供逹と来て本当によかったコ絶対また来るも）と思ったもの

でした。

そして 12月8日、再び仮設へC 大阪の十八条、神戸の寿・高羽、 8月より余裕のある訪問でした3

一緒に食べた豚汁も温かかったけれど、君達と一緒に歌を口ずさみ、 r人間になりたがった猫』に感

激してくれたお爺ちゃんやお婆ちゃんとのふれあいは心までも腰めてくれました。それまで0おじ

さんでは考えられないことでした。果まった人達の中に入って

野に咲く花のように風に吹かれて

野に咲く花のように人をさわやかにしで・・…

と一緒に歌っていたのです。

窟災から 2年しか経っていないのに今では窟災関係d}ニュースもほとんど流れなくなりました。今

年に入って窟災のあった］月 17日の前後に新聞、テレピ等で特案が糾まれた程度でした。仮設でt9

孤独死の問題、アルコール依存症の実態、復典の実情とどれをとっても視在もなお仮設住まいを強

いられている方逗にとっこ09く、寂しく、辛いことばかりをクローズ fップしたものばか，'でしな

特に印象に残っている言葉がありますc

夢？夢なんかあらへんわ。正直言って芽なんかあらへんか

'lNNドキュメ 9l̀'97 r阪神袖災地2年、被災から 2年の人生ドうマ』と云う報遥番組の巾で、仮

設に住む55歳の男性がレボーターに言った言雄です。

地要という予期しなかった自然0悪戯によって、それまで築き上げた生活、財産、 1士車、夢、

そして心0'支えまでも一認こして亡（してしまい、それでも生きて行く場所として1臣設に

住まなくてはならなかった人迄、その日その口を生き抜くために気が張っているときは何

も目に入らず、気にもならないしかし生活が落ち消いて来ると周りが少しずつ見えて（

ふ全てを失った目分が見えてくる。芽も持てず、将来に対する不安が生まれ、措神的に

落ち込む。現実を一時でも忘れるために逃げ場を求めて酒に函れる人もいる。肉体的な•

ならば時が冶してくれるか、心に受けた1gは治ることはない。その俗が深いものであれば

あるほどc 「そんなのばUえているだけだ。」と言う人がいるかも知れない。しかし、人間

はそんな桔神的に弦い生き物ではない困った時、苦しい時、迷った時、何かにすがりた

い、誰か助99てもらいたいと思うもの。人間、決して一人では生きていけない，お互い助

け、助けられて生きている。

そんなことを考えながら、その番組を見ていましたU そして頭をよぎったことは、今回の訪r，1のこ

とでした。
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これまでは確かに子供達0訪問を喜んでもらえた。忌まわしい哀災から2年経った今だから

こそ、子供逹の訪問も通じて~ー瞬でも桜を見て欲しい。 —瞬かも知れない楽しみ、一瞬か

も知れない喜ぴ、一瞬かも知れない安らぎの時間を持ってほしいC でも被災者の人達が神

経質になっている。未だに仮設生活去強いられている人達は尚更tころう。今回は果たして

子供違の防閑を快く受け入れて貝えるだろうかc 再んで負えるだろうか。

2月22日、初めての一泊訪問u 前日の天気予報は近畿地方は丑り肋々酋。まさに自分の心配を表

したような天気でした。しかも、米原付近音のために新幹線が34分遅れで新神戸に到苫c 当たって

欲しくない時ほどよ（当たる天気予親に恨みを持って底冷えのする神戸に下り＼『ちました。そして

出迎えして戴いた阿部さんと西神中央、新多蘭へ、しかし心の天気予報は外れていたようでした。子

供達はこれまでにも増して暖かい歓迎を受けました。

この子達、 4月には中学牛になりますU これが6年4組としては毀後の訪問9こなると思いま

丸

お爺ちゃんやお婆ち中んにも分か•,ていることでし如言わなくてもよかったことなのでしょう

が・・…・。本当に寂しそうな顔でした。でも、ここで一度線を引き、これから先は子供造の自主性に

任せたいという思いから敢えて言・9たのです，そして心の中でつぶやきました。（また必ず来ますか

ら、仮設があるl限り、私一人でも、でも子供達も来てくれますよ。きっと。）

阿部さんの本、あまり9’¢れていないそうです。講演も少ないそうです。会社を辞めてのポランテ

ィア生活、活動負金もぎりぎり、自分の生活もきりきりでしょう。でも、そんなことおくぴにも出

さず、今同も今までどおり明るい笑99で子供達を見守って下さいました。

阿部さんとお別れし、姫路へn 待ち合わせ口を間違えてもらったお陰で姫路城をパッタに記念写

論が据れましたu ！戸岡さんと合流し、なんと BMWで柑泊先0白浜1反設へ。（姫路0ポラソティアは

裕福だなあ）それもそのはず、 JCの方でした。名前は小林さん。

出兵ではふれあいセンターの玄関●に「歓迎，植田内小学校』の横断●、いや横新紙を発見、吾

いた途端に大感激。ここでも心の天気予報：之外れていましたし姫99「こころのケアー文ットワーク

の方遠と仮設の方造が作って下さったカレーライス、手作りコロッケ、仮設の方達と一緒に項きま

したC 本当に美味しく、忘れられない暖かい味でした。

夜、岸岡さんから被災直後に写したスライドを見せて戯きましたc 追端1こ哺乳瓶やお菜子、呆秒J

などが供えてある写真がありました。険しい組で唖然と立ちつ（したお婆ちゃんの写真がありまし

た。

当時は、こんな場所で—杯でした。涙を流す余裕もありませんでし如被災直後の険しい領が2年

後にとのような顔になられているのかコ

—ーコマーコマ、被災当時を思い出すように説明をして下さいました,I羊巫I さんが姫路市役所に勁め

る公務員であることをその時初めて知りました。ボランティアは、役所の動務時間が終わった後と

休日の止日にやっておられます。姫路19窟災で嵐接の被害は受けませんでした。被災後、県からせ）

給水要諸で芦置Ijに入られたそうです。隣の市に住みなから被災実態〇把握もできず、軽い気持ち

で99水作巽にあたってしまったという自要〇念が、それまでの臣分の生き様を振り返させ、岸岡さ

んをボランティアの道に迎ませたそうです。

ふれあいセンターの一夜は暖かかっな皆で雑魚寝をしたからです。翌が鉄板の仮設住宅で～一人

一凶8-



で寝るときっと寒さに震えていたと思います。やはり、仲間がいるというのは素晴らしいことです。

23日、とても暖かな日でした。天気までもが子供連の気持ちを汲んで応援してくれているようで、

清々しい気持ちになりました。仮設の初対面の人達に「おはよう御座います。子供連がこれから笛

の演奏をします。一緒に聞いて、歌ってやって下さい。」と声が掛けられた自分が嘘のようでした。

そして白浜から玉手に。日帰り組と合流し、玉手でも大歓迎を受けた子供達でした。（朝のおでん

のあのジャガ芋を誰かさんが入れなければ、玉手でカレーライスが食ぺられたのに 1残念 I)

震災復興は確かに着実に進んでいます。しかし、心災復興はこれからが正念場なのです。これか

らはおじさんのできることをやっていきたいと思います。君達が今日まで築き上げた心の交流を無

駄にしないために……。

f臣らずも 無欲の奉仕輝けり』 r鶯らずに我春来るを願い待て』

新多聞のふれあいセンターに掲示してあった言葉です。

平成9年2月23日
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［こころのサポート・市民の会）から

（避難所訪問のポランティア仲間）

姫路を訪ねて 浅井春美

はじめての仮設住宅への訪問。

姫路のポランティアからのお誘いがなければ、実現することはなかったように思えるc 駅前と新

白浜1こそれぞれ一泊すつさせていただいた経験は、とても意義あることだった、，東京のメンパーに

伝えたつもりではあるが、実際体験してみて、まず、上がり口が高いのにおどろいてしまった，ァ

プローチのアスファルトもだいぷたってからとのことで、砂利の上を高齢者の方たちが歩いていた

ところを想像すると、身の縮まる思いである。都市でおこった罠災は19んとうに多くの）J

きる道を余儀なく変勁させてしまったのだ。住み慣れた町に帰ったとしても今までとは別の町にな

9 ているかもしれないc 心の動揺をやさしく、また時には厳しく受け止めるボラノティアの慟き 1,

大切なことのように思える。

拙象的なことばかり苦きつらねてしまったようであるが、仮股住宅における自治会運営の難しさ

は東京にいたら、全く知ることかできなかった。人はみな心を込めて「みなさんへ＿と物資を送る

ことはする。でも、うま（分配すること、いつ配るか、どのように91るかetc．いっそうのこと提供

者が自分の手で一人一人に手渡せば、問瓶はおきないのだけれと、全国から寄せられるのだからそ

うはいかないということなど現地へ行ってみて感じたことである，岸岡さんの計岡による「復興tt
宅への兄学バスツアー」を実現されることを心から祈っている。

3 日間を通し C-•番強く感じたしとは、さあ、次のステップヘ行こう！という気持ちを持つことは

なかなかできないといっこと如「しんどいな」という気持ちがどっかと腰をすえてしまう。そんな

時、ポラ 9チィアの桝きがけがきっかけとなれば、とても哀ぶべきことではないかということが火

きな収役だった．」

岸岡さん、楠本さん、東さんをはじめ、その仲間の方たちのボ 99テ9ア活勁をこれからも応援

Lていきます。そして、この夏には合同でキャンプのようなかたちで再聞できたら良いなと考えて

います，

3日間、お世話になり有難うございましtec l997~ 2・ 1 l th・ 

姫踏こころのケアボランティア様

さて、いよいよ3月1日に岡出先生の講演会と音楽会を開くことになりましたみんなそれぞれ分

但を決めてあとは当H、お客さんが来て下さるかどうか心配しています。東京てお知り合いの方、ま

た胆味をお持ちの方がいらっしゃれ19どうかお知らせ下さい。

では、またお元気でコ

東京都原 章子

姫路ではお世話になりました0

21日 仮設住宅での夕食会では、砦さんと心ゆくまでおしゃべりができ、堺さんが［今日は本当に
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22 E 

23日

楽しかった。こんなに笑ったのは久しぷり。今夜、はよねむれそう……」と云われた時は、こ

ちらまで、木当にうれしい気持ちになりましな

ポートアイランド仮設住宅の隣が公団で、 ジュットコースターからキャアキャァ問こえる声

をとても嫌な気持ちできいておりましにしかもボートライナーが片適240円かかるし、こ

202020150立地条件の元で、生活せざるを得ない方々の大変さをつくつく慇じさせられま

した。三ノ宮でのフォーラムも行政の方々との話し合いなど、この眼で見たことがありませ

んでしたから、なかなか勉強になりました,(行政の方は考え方が固いですね）

新巳浜仮設仕宅で上川綾子さんをお訪ねし、 1時問半以上もおしゃぺりをしましたが、御巨

身が3年前1ご乳痣をとったこと、正に私とは固病相憐れむといいますか、私を大変励まして

下さった詩19涙が出るほどうれしくなりました。また坂本先生とのボカポカ体操は本当1こ足

しく、あの1位し19皆さんに大きな度びを与えているのだと確信しました。天気が良く、外の

登の上でできたのは最高でした。

の方々が給になって一言ずつ感想を述べているのをみて、岸岡さんに対する皆さんの信9月感

がひしひしとこちら測に伝わり感動いたしましたc お忙しいのに、私と小沢さんの為に3日

間の過し方を教え導いて下さったことに心よりお礼を申し上げます。 3日間、私19沢山のこ

とを岸岡さんをはじめ、仮設であった方々から与えていただきました。本当に本当にありか

とうございました。 4月19日育山で報告と森梢さんの絵はがきの宜伝もいたしますc 取り急

そしてお茶とお99ぎのおいしかったこと］ I ボランティア

ぎお礼と感想まで。 '973,25, 

申岡さんへ

束京は朝から丙で桜が可哀想です。

とでしょう。姫路では本当に色々お世話1こなりました。
•••• 

よっとらくがんの洋風的なもの（この店の人気

商品）、日搭ちしますのでどうぞ召し上がって下

さい，~＇・つは9999仮設住宅の皆さんにお渡し下

さいませんか。夕食会のあとにいただいた冷た
．．． 

いいちご本当においしかったとお伝え下さい。

P.S 

でも、今迦末からはどこでも桜が咲き始め楽しませごくれるこ

この后19・Iのお菓子はポルボ、口といって、ち

このポピーの絵は主人が描きました。
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Our Group Identity 

：私たちは市民ポランティアとして、災害時の人々の「心の汲肋活動」を行う.:.とを目的として、

:’'こころののサポート・市民の会・を結成する。

：上記目的還成のため以下の活動を行う．

:1．資質向上のため研鑽を積む。

: 2.援助活勤をより効果的に行うためのネットワークを組織する。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． 

第3回研修会［有田モト子先生をお迎えして

上ロールプレイ-Jに参加して

記：鈴木身佳

さる6月1581こ有田モト子先生による、こころの

サポートのロールプレイの研修会が開催されまし

た。有Ill先生1:l、私たちと一紡に芦屋の数会に荘

泊まりをし、嫉災地でこころのケアの訪間活動を

した仲関でもあります。

この日は7人（河＊•河辺・村上•金原森IB·鈴木）し
か参加していなく、少し静かな出だしでしたが、

徐々にテンシ●ンも高まってき、人数が少ない分

だけ、一人ひとりが済足のいくモノが得られたよ

うに思います。

まず、 2グルーブに分かれて、相手のお語を伺う

ためのスキル劃線を3段階に分けて、ロールプレイ

を行いました。話し役、間き役、観察者の役割を

各自が経験します。

ステップl

聞き役は、ただ絹くだけです。

ついつい自分の考えを言いたくなり、口がムズ

ムズしました。

ステップ2

聞き役は、＇かのキーポイントと思われん言案を

繰り返す。

これが案外戴しかった。話のクイミングを捕ら

えることや、際を折らないように合いの手をいれ

るのは、結構艤しいものだということを思い知り

ました。また、いいところでつかんでもらえる

と、共感してもらっているようで、安心します。

ステップ3

聞き役は、上記1と2を踏まえて、話し手の感情

を明確にフイードバックする。

2でもタイミングが戴しいところへ、相手の感情

を言葉にして返すのは、なかなか戴しい！何気な

< r 犬が死んでしまって..…••J と滋れてしまいそ

うなところへ、「つらかったんですね」と感情を

明確化するのです。これをしてもらうと、心鼠を

お包みで拾かれているような気持ちになります。

これらを身をもって体験しました。

ステップ3が終わると、訪し手と聞き手以外は観

察者になり、聞さ手が三つの技法を習得している

かを、みんなで観察する段になりました。私が話

し手になり 、村上 さんが関さ手です。閃閻 It

16分。小グループの峙の3倍の持ちけ閻、一体何を

語したら良いものかと考えた末、小グループの時

に話した家の大の事を話すことに決めました。み

んなの前で死んだ犬の軍を、拾ってきた時から原

を追って話していると、村上さんの必要なだけ

の、オーバーな素撮りのない姿勢に、感情が砿

まってきました。犬（電ちゃん）が死んでしまった

時、「悲しかったのね」と一言明帷なフィード

バックが入った片、ポロポロ，，と涙がこぼれてき

たのです。もう、犬のこと It昇蘇していると息っ

ていた。もう 、2年し前のことだったの1こです。

その後、神戸のポランティア活動玲1こ印象に

残った人の役をイメージし、代表が聞き手になり

ロールプレイを行い主した。聞き手は河本さんで

Mental Support No. 7 
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話し手は森田さん。森田さんば「ム 9,・9」と Lか

百いません。「お話を閉かせていただけたら←・」

と尋ねても、 「句もない」としか首い 9せん，こ

んな時、と＇うしたら且いのか。熙珪強いは良くな

いので、引こうと屈いました。沈黙は、なにか吝

ち苦きが悪い気がします，このような経験はあり

ませんでしたか？ここで、有田先生が教えてくだ

さいました。＂オープンマインド＂こんな時 9: 矮

ち珀きの悪い気持ちを、自分の方から甘つてみる

と効呆があるそうです。こちらの事を話すこと

＇之、オ［手に、 「日分99得体の知れない気味の悪い

人間ではありませんよ→という安心のメッセージ

を出すここになるのだそうです。

沈黙99` 必ずしも桓否ではない。祖否は、必ず

しも拒否だけではない培全もあるのだということ

を~休験できる実 h あるロールプレイでした。巨

分などは~涙がでてし出うほど唸勤的な研條会に

拾加でさで良かったと思いますc

炭こころのサポー 9のポ 9ンテ"活聾 C9原点

は、相手への受容的限度で、カタリシスのお手伝

いができることを、再硫酪できた研修会でした。

会報第6労で，由）束京力，999の家ポランテ 9

ア養成諮圧＂こころを受けとめて＇’の第 1回目のテー

マ：「ポランティアの心」を掲霰しました，今回

99、その後"'回のテーマを掲載します。

第2回テーマ，［心の悩みの訴えを

聞くために」

訊師：鈴木純一償神科●t5月95日．

紐鈴木身佳

r心の悩みを持なない人はいない」と低い力祖

い芦で、まず、鈴木先生 99おっし々った。 「悩み

のない）、 99、周りの悩み」とおどけてみせるユー

モア 9；ある先生でした。

悩みには四つのタイプがある

l：人に間いてもらいたい団み

話して同情してもらうことで●になる悩み

9：闇いてもらいたいが、 9tせない悩み

憶みを自覚しているだけ良いものの、通じ合う

ためには、多少、：ckが必要

3：何を悩んでいるか、分からない悩み

M四ほlSoppo元Non
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問足がありそうなのは、なんとなく分かってい

るので、悩んでいる

4本人は9＆んでいないのに、周囲が悩んでいる

本人には悩んでいる自応がないので、閑くこと

は難しい

桜みを間くことで｀大切な心構え

(l)その人の身になって考え、共感すること

その人の身になって考えることは、その人の生

活咲様を含めた背尺を実感をもって考えることで

ぁふたとえば、「推と｀どんな生活をしている

のか 9「月給はいくらぐらいで、家貸はどのぐら

いか・「瓜迫しの良い部屋なのか」ということを

昆ねる。そこから、その人がどんな生活を Lてい

て、そこで、どんな気持ちになるのだろうという

ことを考え、共感することである。

〔29その人にとって一仁年が大切なのか

生きがいを再霊する。

(3)その人 0悩みが分からない、ということを分か

ること

分からないものは分からないものとして、残ロ

でおく 1そのうちは背景が硯れてくる）。大切なの

ほ、分かった気にならないことであり、相手0価

）直観を変えようとしないこと。そ 0品で、明確化

を迫ると、押しつけが 9しくなることもあるの

で、注意。

149人の悩みを聞いている邸の、自分の気持ちの●

きに気付くこと

カウンセリング中に、自分がイライラしてきて

しまった時、「なぜ自分はイライラするのか」

「何に対してイライラしているのか」ということ

に、常に、気をつ 9ナていなければいけない e 自分

9涵みを人の悩みを即くことを通して、解決し←

うとしてはいけないの 99、もちろんである。

15]自分 99悩みを相手に投影して、泄足しないこ

とc 思い込まない、押し9 けないこと

「あなた、怒っているのでしょう」と柑手の只

持ちを祭して言ってみたが、木当は違うかもしれ

ない。舌ったそこには、自分の価値甑や、乍見

や、思い込みが含まれていて、肖分の思いどおり

に操作してしまっている可能tl~ もある，感抒の引

●な"ー rバックをそれとなく伝え、柑手の言

葉で表視できるよう促すようにしたい，

16)逆転移を理解し、 49手の惑情に巻き込9れない

ようにすること

逆転移と比相手が自分に向けている感情が、



実99、自分を遜して向けている感伯のこと。自分

は代理にしか過ぎない、ということに気付いてい

ること9惑情の再演技化〕．例えば、毅との関係

で、昇芸されない憎しみがあったとして、カウン

セうーを憎しみの対象として攻痣したとする。し

かいカウンセ'-自身を惜んでいるわけではな

いので、自信をなく ‘-t、●ち込まないように．

また、それゆえ、その攻塾にiE而から立ち向かっ

て［こい9うない．待つ姿勢が大切。

げ19〈ことは勺ついで 9こできることではない

第3回テーマ・「不登校の子供たち j

講 9月：奥地圭子9東京シューレ主宰1 6月15日・

E．河本洋子

投欠児は、いつの吋代もいたが、 1995年以来、

急増の一途をたどっている，奥地さんの長男も、

1998年ころから西箔汲箔を訴え、小学校5年生で

拒宜症9：までなった。迂校拒否を子どもの立楼で

みてくれる児•粗神科医の渡辺位（クカシ 9先生と

畏哀が2時問ぐらい、学校の出来却を話しているの

を、そばで聡いて． 22年問公立小学校の教師をし

ていた奥地さんは、「この子の学校での音しみ

を、なんて分かっていなかったのか」と想．わされ

た。注込先生に分かってもらえて、長99ヽ9気持ち

が珪くなったと言い、お匝がすいたと百って、オ

ニギリをパクパク宜ぺ、以来、拒宜症が9月えたこ

とで、人問の心とからだが密挨な関係があること

が分かった。奥地さ人は、これは、わが子一人の

問足ではなく、 E本の教育のあり方、学校のあり

方を間い直さなければならないと考え、多くの人

たちと r考える会 jで全ぴ合い、教師をやめ、

1985年に「京京シューレ」という学校外のキぴの

場を開設し、今日に至っている。

せの中全体が、 「学校へ行くのが当たり桁で、

行かない0 はどこも•おかしい．という考えが大塾

をしめているが、学校を利片して成長する子もい

れば、そうでないアもいる。そ89子をその子とし

て受けとめることが大切で、 「人と同じじゃない

から駄 5」というのではなく、人生の主人公であ

る9分を、 9• この自分で良い」と自已肯定でさる

よう、接助していくぺきである c

「学校に行かなくても、学校に行ったとのと同

じ立派な人生を送っている 99をたくさん知ってい

る。あわてることはない jと奥地さんは強汎され

た。

MenmlSuppo辻No.,

＜委考文欧＞奥地圭子者「学校拒否99病気じゃら

い。ー私の体験的牛'， 9巨否論•I 、教村史屯出版会

1989年

※私たちの付濯］からの｀自己0f鐙の荘告を、巷加

できなかった皆さんの参を i：していただければ、

幸いです。次 li、ネットワータに閲する較告こ提

案です。

神戸で活動を紐けている

ポ ラ ン テ ィ ア の 報 告 と 提 宴

記：三木祥ユ

「えらいご紐沙汰しました，元気やった9 93ん

ま暑うて、かなわんなぁ」 cいう "99んま＂懐かし

い、おやさししヽ雹9色の声。それは、大阪Yのボラ

9テ9ア［現を．姪路仮説住宅印罪5ポランテイア

グ」レ-プ代表）の岸岡ギ昭さんからのお電話でし

た．丁反、この次09四に、 99)宵会で東京にいらっ

しゃるので、私たちと文京の(9問にも会って Cだ

さるとのこと。（急な括だったため、お声をかける

ことができなかった方、ゴメンナサイ！）当已の菩

加者9人と岸岡さんと西原由杞子さん9自殺防止セ

ンクー所天）のこじんまりした会になりました。

岸岡さんは、あの後（昨年の2月）` 平 Eの）9誌市

役所の仕半もお忙しい中、的辿束、布戸の各産昂

所と仮説住宅の肪測、そして、現在は、 99路市を

中心とした訪問をズーツと紐けていらっしゃると

いうことです。そ 0熱意と戚実なお人柄に、 9り

び、触れることができた匁たちになんて,,

キ一老だったのでしこう口いろいろな沿話（この紙

面では笞されないほど）を問くことができ、大変芸

祖な—-09 となりました c

よく、約かに頑張っている人9こ’'パワ"レ＂とか 99

エネ 9レギ 9シュ＂とかいう言栞が使われますが 1そ
ういう我々も、よく言われます91、そんな星純

な、抵神経な一君では99れない、本当か＇限りない

やさしさ＇‘と、その引り知れない’'心の深さ＂を感じ

させていただき哀した，そ0バ又本的な人間性は，

ピんな専門ゑや学者し太刀打ちできないので 9よな

いか、とつくづく思いました。英断、彼が代荻で

あるボランテ 9アクループは、現在、 30人ちかく

のメンパーが、活勤していると言うことで、その

記●ヽょ、何社かの新間でも取,,上げられました。

「とにかく、一人でも二人でも、まだ"、 K挺な
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状況にある表地のこともこれからも聞いてもら

えれ9999ふだん「厄くこと」ばかりだから、こう

して束京のみんなに的いてもらえて、とても渾し

い」と言う、そのやさしいニコニコ組が、「何

か、寛深でもできることをやりたい'"とズー 9

と思=ていた私たちのモチベーションにさせても

らうこ Cができました。

と言うことで、丁度、 r，＂抱く」ことから始ま

る！・阪呵淡路大虔災支援活動報告J という大阪

YCAここるのケアぷ 9トワークの冊子の発刊

キャンペーンを兼ねて、また、チャリテ｛躇演会

i＆コンサート＆バザー＆血）を 10月、または~ li月

あたりに行いたい、と考えています。訂回、今年

の1月のチャリテイの時ば、全負のご安同が得られ

ず、主催がi可木さんと三木ということになってし

古いましたが、「今度 99ゼピ’'ここるのサ点ート・

市民の会’'主惟としてできれば．．」と思っていま

すが、 99l何でしょうか？

また、先の冊子 ff誌 <jことから始まる 'j

＇も私たちの神戸でのポランテイア活勁の記鯰も

含めて、その後の状況や、いろいろなポランテイ

ァ〇気持ち 9森田さんの鋭い原栢、渡辺さんのス 9

キなけ、三木のヘタな文章も●っちゃっています

が）など、たくさんの方、少なくとも、この会のお

仲間には、ゼヒ lご一説いただきたいと 99 てい

ますので、これも合わせてお願いいたします。カ

ンパとして、一滞1000円ということです。ご希茎

の方は三木 似99し9144999 ～主 9•

99、底接大阪YWCAこころのケア-プロジェタト・

担当坂上信子さんa•EL O庄361▲ 0838、FAXoe 
36lし 29的）へ、ご一報をお領いいたします。

※哀災後も、 19戸でメンタル・サポートのポラン

ティア活動を、攻をでも●狂して行っているグ

ループは． 2•3 ダループあるようです．私たちの

＂こころ 59サポート・市民の会＂が、積極的に交流を

函9ていく遥符先で 99ないでしょうか。

"こ、三木さんの提案を、次回の定例会で検討

する必要があります。私たちの＂グ）レープ・アイデ

ンテティ”に照らし合わせて知恵を粘集してみませ

んか．

ポランティア沿動は、自主的・自究的な内発約活

動です，できる人が、できるときに、できる万法

で、背イ市ぴをせずに自然{9で活動できるよう、皆

で共にすすめましょう。

M血に1SuppomNo9

9月 18日定例会決定事項

1幅野さんの辞任に伴い、今後も代表者を霞くか

どうか99、代表者がいなくても｀今の私たちの桔

勁に支院がないとのことで、代表者99囮きませ

ん。幡野さん~半年問ご苦労さまでした。

2各役割分担 99、できる限 n、持回りで行いま

す。

3ニュースレクーの編某99、森田が洵込さんとE

力して行い、発送作業も合わせて行います0

那須99さん、島認さん、半年問ご苦労さまで‘’

9こ，

9個人やグ9レープの活勤（＊スピス等での実践）を、

対実に積み重ねていさます c

5会の追格先表示は、河本さん9立研究室とし、 9可

本さんが定例会の会合ふ所の確保も合わせてやい

ます。

6，当初、次回09字例釦98月"日 9土）を設定` 'てい

ましたが、お盆でもあり、 9月19日［木,,こなりま

す。 98:30から開始しますので、総研ピ9ンの案内板

で、堤所の碓認をしてください。

？屁在までの「心のサボー 99ーカーグループ名

惇」による 50名若の全登伐者への会報迄付は、今

回限りとします。

8会登未納＂方は、 9万19日すでに、持巷するか、

益り込みをしてください，

9，会貝名簿を新たに作戚し、連絡網を作り、緊急

追姑9こ偉え 9す。

．ヽ緬稟後記～

▼会雑第？サの作成には，銘の方から、 5本の原因

をいただきました e l週間の敗しい納月に、ご協力

ありがとうございます。紙面の都合で次回に指寂

するぐらいの屈しい悲吟，

▼会郭9iみんなで作るもの。皆さんの投積を、よ

ろしくお願いします．

rAX送付先：03•5593,2ISS 森田宛

9公私共に多Itな河辺さんに、単如作業の労窮捉

供をしていただき、惑紺。大先輩に仕半上では、

絶対にお穎いできませんc

Y私たちの活位は、一見、危かデンデン虫のよう

に歩みがノロイかもしれませんが、渚英9これ迩。
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Iイベント 餅つき＆シチューと野菜即売l

●実施場所~……~り·…·ぃ姫99玉手仮設住宅（世帯数］ 60)

●実施日·……..."＂«•06 訟 (5 （日）午前 (0時～午後2 時過ぎ

●ボランティア団体・・姫路こころのケアネットゥーク 92名

●参加人数・ ~· ·…····~···大河内ポランティアダループ l4名

上郡高校 (1~ 2年生）有志 32名（内引率教師 5名）

『感釦

•今日はシチニ ｛乍りをした。私自身の目的は、シチューを作ることよりも作る過程での色々な人と

のふれあいだったが、作ることに目が行ってしまって目的をあまり達成できなかったように思う。

また、このボランティアをするなかで、全ての人が栢極的に関わろうとするかと言えばそうでは

なく、中には窓から‘ノッと見ていたり、騒がしくて嫌だと思っている人がいるという車に気付いたc

そうした方とのふれあいも考えて行かねばならないと思う。

•今日は一日楽しかったじまた機会があれば来たいですc

•ここに来るまでは、被災者の方々はちょっと近寄りがたい感しがしたけどすごく楽しい人逹ばかり

で、子ども1ますごく人なっこくて可愛かった。習だるまを毛糸で作っているとかわい一のを作って

いると百ってくれ、しんどかったけど作ってよかったc 私が作った雪だるまをあげるとすごく喜ん

でくださり雄しか→に私はこういうボランティアは1iしめてで、一寸緊張しながら来たけど温か

い人ばかりで、米てよか 9 たと思いましたa

・i反設住宅に来たのも初めてで、こんな風にポランティアした0 も今まで少なかったので、今日：まと

てもいい経験9こなった。最初はどうなるのか不安9こなったけれど、楽し（出来てよかっ芯

仮設住宅は、テレピとかでしか見たことがなかったけれど、呉近で見て、あーこんなんなんだっ

て思った。私は、ツリーの方を作ったけれど、ちゃんとできて良かった。省ダルマを作っていたら

『香ダルマjって分かってくれた人かいてすごくうれしかった。ちゃんとできるか心配だったから熔

しかっか喜んでくれてとても良かった。

•今 E は少しだけ風邪を引いていたが、色々な手伝いをしていくうちに少しずつ楽しくなったような

気がする。

・訪問したのは2回目で性さんが、普遥9こ岩らしていたので安心しました。これからも頑張ってほし

いです・思ったより仮設住宅の建っている面積が広かった，そこに住んでいる人は、とても温かい

人で、話をしやすか•,た。皆明るい人逹だった。自分たちも大変な 1まずなのに私たちにとっても気

を使ってくれたc

•今日は、沢山 8)人と知りあえて、話しをしたりシチューを作ることができてとても楽しかったc

・すご（楽しかった3

仮設住宅の人達はもっと陪い感じなのかと思ったけど、全然そんな串がなかった。お1まちゃん逹

も朋るくて、気さくでいい人ばかりだった。

ジチュ・はあんまりうまく作れなかったけど、作ることが楽しかった。おばちゃん遠が、昼御飯

を作ってくれた。サンドイッチやおにぎりが美味しかった。疫れた,,ど楽 Lかった。
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•とても楽しかった。

•今日は、とでも楽しかった。

仮設ぼ宅に住んでいる人達はとても元気で、払たちよりいい頻をしていました。私はこれからボ

ランティアなどに参加したいっ

・ボランティア活動をするのは初めてだけど、容昆に出来ることに気づきました。ポランティアはも

っと気を使ってするものだと思っていたけとそれほどでもなかったc

また、小さい子と遊んだりもして面白かっかまた機会があればやりたいと思う c 住民の人との

コミュニケーションも取れた。

・草むしりをした。タンボポ咲いていた。・・・・？今何月だったけ‘’

•ここにくるのは初めてで、とんな率をするんだろうと考えていたけど拮構楽しかったc ここの人々

も色々と凜れたし、いい感しだった。優しく話してくれる人もいたので良かった。前よりも気持ち

が安らかになったと思う。来てよかったと思う。また来たいa

•今日は、朝から餅つきやシチューを作ったけど、準備：こかかる d) は索早く出来た．

今団は初めてきたけど、仮設の人々は思っていたのと合然逸ってとても明る（活発な人ばかりで、

餅つきをしている時などはとても楽しく出来たと思う。僕ももちをつかしてもらったけとみんなっ

くたびに喜んでくれたので、やりがいがあった 次もこんな車があったら参加したいと思う。今日

は、被災者の人々も楽しかったと思うし、俣も楽しかったので大成功だったと思う。

•初めて仮設住宅訪問をしてこんな苺ならいつでも来ていいと思いました。

いろんな人9こ喜んでもらえて娯しかったです。来てよか 9 たと思いまし如こ・.ちの方が親切に

してもらえて堵しかったです。何かの楼会があれば又訪問したいです。

これからも荊張ってくださいーみかん角り難うございましたc

•前に来たときよりもいろんな人と話が出来た。特に小さい子ども達がやけに元気なんで、見ている

だけで楽しくなれて民かった，

•今日ー E］、ボランティアとして活勤しましたが、戸惑いや不安感があり、あまりちゃんと出来ませ

んでした。これからポうンティ 7などして、このような経験を沢山していきたいなーと屈いました。

今日は楽し（すごしました。

・ボランティアに参加したのはこれで2]頁l目でした。人のために何かをしてあげることは、とても気

持ち良かったですc 仮設住宅の人達は、嬉しそうにンチューを食ぺてくれたので婚しかったです。

また、このような機会があれば参加したいと思います。今日は本当に楽しかったです，

•今日はいい天気だったので楽しく出来た。また来たいと思いました。

-m-



コアラの会（東京）森 美重子

※姫路00仮設住宅に入居されていた家族を紹介し、継続した支援を展開中です。

私は「コアラの会」という小さい子供をかかえ、動きはとれないが、何かできることがあるのでは

という思いで、活動して来たグループの者です。自分の地元で、活動してはいるが、思うように現

地の情報が入らず、日毎にうすれていく震災への意識をどうしたらよいかなど、現地に入ったこと

が無いために活動を統けることが難しくなっています。反面続けている強みでしょうか、思わぬ所

からの物資の提供や手伝いの申し出などにまだ続けられると思い、勇気づけられたり、揺れ動きな

がらもやれるだけやってみようという思いで、今日来ました。

今日大きなテーマとなっている『コミュニティ』は元々井戸端会議から発した会ですので、ポラ

ンティアに入った方々が今後どう作るか話していることにかえって驚きました。現地に入れないと

いう思いからもどかしい日々を過ごしていましたが、今日はこれで良かったのだなという思いでい

ます。今後も地味な活動ですが、地域の方々とやれることを見つけやってゆこうと思います。

たくさんの同じ思いを持った方々と過せて良かったと思います。皆さんのお話を聞いて問題は本

当にたくさんあり、それは震災と関係なく元々あった問題なんだということが分かりましたが、そ

れは一人一人の人間の生き方などにも関係があり、全ての人がこの問題を考えて行かなければ行け

ないのではと思いました。

SP:00さんのお顔がとても疲れているように見えました。何故そうなのか気になりました。ポラ

ンティアヘの心のケアはどうなっていますか。

曇州ー］
I 

.06. ! 
I 

＊エアークッション装傭住宅 ！
迦 1こは蠣に仕込まれた瓜舶がふくらみ 1 

工7ークッシ 9ンととって家e国克 ， I 

！ ~~.—~”…-___,,; 

ー・•・ -• ・・ . ..~ o -• 

地震対策アイディア

＜ 
7 

..、..
＊ドラム缶住宅
アウトドア昂カブセルホテル賃分

転がる畿縮もついており、遍び心をくすぐ

ります．

※見た目にカッコ鸞いのがタマにキズ•
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『事例研修会』から

［ボランティアとは令思うこと1

神戸での戸別訪問ポランティア連絡会 19961

U • I （女性）

•上下関係ではなく、とちらもあっさりさらりと受けられる脱係でありたい。

•以前のイメージする施すとか身を投げうって全身全箋で奉仕するという感しではなく、対等な立

場で特別なことではなく、あたり前のことといった風でありたいc

・休調をくずすことも、また心がかぜをひくことがあふそんな時、その人が元気王とりもどすま

で相手の立場に克~って人格を重んじ、手伝えることがあれば友達として手伝いたいc

・受手側も、サーごスを利用という感しの明るさ前向きに生きてゆく為に、自分でできないことtC

けその期間のみサービスを利用する、へりくだるとか、ひくつな居心地の悪さを相手が感しずに

すむように・り・・。

・できる時にできる人が潟い目標を設定せず、自分のできる範囲のことを無理せず、気負いすぎず、

お互いありのままを受げ人れあえる、そんな関係になりたいc

•あの人に言えば何か合った時は来てくれる、そういう安心感を心に盛ってもらいながら、日々の

生活の中で9胡誇りを失わずに生きてゆくことができるように、心に添った形でV活動なり福社サー

ピスをしたい。

『共に生きている

生かされている』を大切に考える

・ポランティアVが至れり尽（せりの世話をすることで自立を妨げている。

・Vが依存させてしまっているのはその人の人格を尊重せず、誇りを失わせてしまっていることに

なると考える。

• Vも自分自身をよく知り、一人一人今までの生きてきた人{l•生きざまを大切に受け取りたいu

・自分自身でもできることがある 8ンにもかかわらず、やればできる人が「全部してもらえばいい」と

自分を見失わせてしまうところへずランティアが追いこんでしまう過度な手肋けをしない。

・イラスト~→相手の立場に立って考えてみようという投げかけをイラストを使ってます衆初につか

みとしてみては？その後お話を進めていってはどうでしょうか？

①ポランティアとは？ （一般捨）

く個人として＞

一個人の思いを行勤ヘ

感受性=矢Uったら放ってお9が

行動＝可能なところで具体化

想像力＝考えて行勤する

T • M 
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く社会の一員として＞

社会的存在＝社会的君任

社会的負任を具体的に果たす方法の一つ

支援は、共に生きる者としての同志的協力関係

女救援ボランティアには社会的に行動することの理翰武装が不足

②神戸の現状

メンタルケア

・心的外傷・ス 9レス

今後、子供を中心に激化するのか

報道されている割りには対応されていない

・アルコール依存症

失業約生活甚盤の破壊による無ブ）感が原因

個人的問題であるが、しかし、待っ姿熱が必要

家族への支援、補助的支援

女人とは夢や希望がなければ生きれない存在

女専門的対応を要する部分が大きい

高齢者／障害者

震 1災」ではなく社会問題である！

共生する社会の建設が解決には不可欠

令翌災なら 96/l/19復前に戻れば筋決するが..

コミュニティーの破壊と復興

彼災→避難所→仮股住宅→復興住宅~＝移転の繰り返し→孤立の増大

彼興住宅を含んだ地域コミニニティーの建設

女住民が発信する街づくり

汝参加と受容の原則

CS）活動に必要なこと

＝頭と手と金＝

頭／現状認識と見通し二理論武装

女手／現場へ 1-'具体化

仮設住宅では経済的支援と梢神的なサポートが必要。物は物として支援となるが、梢

神的なサポートは、 9皮災者が支援されていることを実感できる状況が合ってこそ。そ

れ故、現渇 1へ出向くことが絶対的に不可欠。

玄／具｛本化には資金が必要

④発償 I•窟災から 2 年たって、今なお、なぜ、ボランティア活動をするのか？

震災は今？
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被災地の問題は社会／且l題である→救援活勤ではない！

なぜ、我々は活動するのか？

一個人も社旗的存任たから、社会的存在として自分の黄任を果たす

なにを、目指すのか？

「すへての人が

蒻者も強者もただの一面で柑対的な表現でしかない

共生する社会」

かかわりあって生きる

→都市的「街」論の崩壊

→コミュニティ 999闘＋ （たて糸とよこ糸）

どうやって？

自立した個人相互の信頼・尊薫を某盤にした社会的なかかわり方の確立

→ポラ／ティアも含めた目立プログラム

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曹ヽ....

（ボラン テ ィ ア と し て め ざ す もの〉 U • 0 

すでに活動のスタイルは、福祉ボランティアの域には人っているが、私の活勁の基本はあくまで

も震災ボランティアである，窟災によって、何が見えてきたのか「いまここで」立ち止まってみよ

うと活助をしている。

従，て芭分の活勤を長期的な日でろると、今後どろ統けるのか、芹i点なところまた答えが出てい

ない。現在、ボートアイうンド第3仮設で活動を始めたが、いかに展開するかも模索中。

ただ、これまでの避難所や西神第7仮設でできた閑係については、ひとつの関係としてできている

部分があるので、距離をおいてはいるが、少しは友人に近い関係で見守ることができそうに思う。

私の活動の立脚点は個人の自由意思にあり、著窟とか奉仕からはできるだけ辿ざかっていたい。

―美しく」なく「菩いJ'子為とならないようにしたい。等身大の自分の身のおけるものとしたい。

窟災で句づいたことや見えてきたことか、どのように次の新しい文化となっていくのかに●心か

ある。また、そういう新たな文化を担う者としてかかわりをもちたい。

日常的な仕車や生活の中では、意識的1こであれそうでないにしろ、切り捨てたり効率化したりし

ている部分がある。それをここで回復しようとしている 8jかもしれないa t~ し（していて、気づか

ないことに、目を向けたり考える機会とみている。

カウンセリングの技法や、プライパノーを守るといったマナーを別にして、活勅全般の中で考え

ていることは次の通りである，

（めざしたいこと］
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L対等な人間関係をめざし、自分自身が来て欲しいと思える VIこ

2.まっ臼な気持ちで入る。とらわれのない目で見て判断する（マスコミの目で見ない）

3.仮設の祝点から自分の生活吝見直す。翌かさとは何かc

4.活動グループの斗間作りを大切にする (i回だけの参加者であっても1

5.活動をふりかえる。

［あえて、すべきでないこととして】

1・ tl：車ではない。ノルマはないc 効率を追究しない。

2・ 仮設に住む人たちを管理しないc

3・ 「駕力な被災者」という扱いをしない。かりに社会許諒をしたとしても、行為する名としては、

その人個人を蒋甫して会う。

［注目している人】

L単身の高齢者

2.他人に頼りたくない人

［具体的な自分の変化］

l．健康と休力づくりに積極的になってきた。

2 りりしい老人に出会い、めざすものが具体的になった。

＆仕車（面接）にテラスになっている、→

・・・・・・・・・・・・・・・曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

'96~ 1 1. 25 

.....●曹• ~ ~ ・ ・ • ~ ・ ・ ~ヽ·・ヽ・ ~ヽ· ~.、~．~ ~ ~ • ・ 

M • K 

ホランティアグループに参加して勃えられているいくつかのこと．

・参加者自身自由な99神と自発的な強い原動力をもっていることが、とても大切な要索であるよう

に思っています。

・対応する牧車が決まった枠糾の中で、どこかから指令が常にホされているわけではないので途切

な判断と選択・決定もしなければならないこともある．

•他を支援・援助しながら、実は19々人も相互に成長し V グループも成長しているという姿が竪実

なように忠われるc

•いつもより急を要し、見過ごされかちな面を矧って対応することの i1」来る柔軟な体制をもってい

ると、より効果的な援助活勁が出来る。

その対象は今は仮設訪間であるが、それでも対象になることの様々なものがあるc

メンパーにとってもそれぞれの発想、対応の仕方があるので、この亭実は自然に111消され行動さ

れていてエネルギーが健康的に消粍され、活用されることが自他共によろこびとなってい（と思

う。

鴫どんなに援肋~譴か必要と思われるようなケースでもそれが時間的な力（病気など）行政の側
の内容となると、とこまでVとして関係を持ち続けるかは判断しなければならないことが多（あ

る。
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．柑手がいくら Vを必要なように求められても自立を妨lfる粘果になることは勇気をも→た決断で

他の方法！こゆずるなど，

・甚本的には同じ社会人。共に今の時の中で生きている人間同志として、友逹として同等の感じ合

い方、よろこび方、前進の仕方をしていけたらよいと願っているものです／また途中です）。

••••·••••·•••••••·••••••••••••• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私にとってポランティア、ボランティア活動とは？

「それはひとつの出会いであり、しるしであって

ひょっと気づいたことを大車にして、

目に見える効果を期待しすぎないで、息長く、

その片まで、共に歩み続けるもの（こと）。」

◎私は長い間、仕串とポランティ 7活勁をわけていました。

生活のおまけの部分のように・曹""o

A• 0 

然し或る時からそうではな（、仕串もポランティア活動も基本的に私R生活の一部なのだという

ことに気付かされました。

だから、気白わず、頑張りすぎす、さりとておろそかに 1ませず、私の身1本の—一部として大切 1こし

ていきたい、仕車もポランティア活動も阿じようにと思うようになりました。

c然し、被災地のボランティア活勁としてはポランティア問の連帯が大切だと甜感していますので、

フォーラムではイベント的な速甜ではな (Iそれを通して教えられることもありますが）、ボラン

ティアひとりびとりが心の深いところで感じ合える迪帯が必要と思います，どうすればいいか、具

体的なことはわからないのですが。 96. ll 25 

M • T 

0特別な人間関係ではなく、普通の人間関係の延長として考えられる。たまたまそこにその方（グ

ループ）がおられ、私がホランチィアとして受け入れて頂いているということではないが故1こ

自分の人間関1系の持ち方が問われる。

0・・・・・・「ではない」 という面では、

•相手に(，1かが欠けているからして上げるのではない。

・相手が出来ることや家族が出来ることを代わってずるのではない。

・配偶者でも肉親でもないc

・医者や何かの専門家ではない（専門家にお願いする）

・自分の淵足・女心の為にするのではない。

・同情．感情・共惑のみが行勁の動機ではないr

（距離をあけた客践性、思慮深さも必要i

・善意の押し売りではない。

・自分の考え・方法はいつも最適ではない
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O・・・・ fこんな関係」という面では、

・対等な人間対人間の関係である。

・相手の人格・カ・今迄の歴史等々を葬敬するっ

・相手の自発性・能カ・治癒カ・生活カ・生きる力を尊重し信頼し、させて頂げ ることがあれば

させて頂く。

• 99手のその日、その時の状態？歩み.')ズムを尊敬する。

•相手の身になって考えたり感したりする 1出来るだけ）

•相手（個人・グループ）の人間関係の拡がりのために岡が出来るか·…•ロ

・何も出来ない時、出来ないことを自分にゆるす。

.相手の菩のために関保もお手1云いも切らなければならない時がある。

→秘密を守る信頼関係がある。

〇緊急的状況と平常時ではあり方が達う

・緊急状況…・ポうンティアの自発性斗護転・行動力が求められる， bei咳のみでな<doingの面

が大きいかも知れない。

•平常時 ・・,…相手が主体。ポランティアは一歩下がって必要性に応じる。 bemg的な面という

か、定期的訪問によって関係が深まっていく。変わっていく必要性に心を開いてい

くn

Qボランティアクループc,メ /9＜ーとして

．柑．有化域はにぎりしめをしない。人との関係・問題・仕車・情報etc.

・定阻的な会合でフィード クし合い、今からの歩みを共にみていく u

•お互いの宮を出し合い、また共に翌かにされる方法を探す。

・フランタに話し合えるようにオープンな閃係を努力する，

Cめざすもの

一人一人の方が、各々の状品の中で、自分らしく、（出来るだけ）自分の力で生きていかれるよう

に。また、自分だけの世界に閉しこもることなく、出米ろだけ交流をもって（人・自然・動植物・

趣味eしcl楽しんで生活されるように。ささやかなことにでも何か希望に気付いていかれるように。

お元気に、平相1こなっていかれるように......築

声をかけたり、聞いたり、話たり、 I司も言わずじっとそこにいたり、手を1こぎったり、共に

考えたり、働いたり、どこかに行ったり、食べたり、遊んだり、一緒に悲しんだり、困った

り、喜んだり・・・・..。

何かをする、出来るということではないが、使っていただけるところで使っていたたくというこ

とではないでしょうか。

〇ポランテ 9アをして
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本当に多くの方に出会わせて頂けたこと。それは最高の宝であり、私自身とても豊かにされま

した。まごころを頂いたり、人生の富から学ぶことも大です。そして私を使っていただける幸せ

を感謝しています。また苦しみや心身の病気、行き詰り等々の前で、何も出来ない、祈ることし

か出来ない厳粛さも味わっています。

※ポランティアって何？と度々自問自答する中で、文字にならないことを自分なりに文字化し

たよいチャンスになりました。 '96. 11. 21 
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ヽ
地震対策アイディア

心

でん・・

＊地震対抗波動
体重100Kg以上の人は、鳩貫鰭には貫2

ゅすりの域墨で地震攘を打ら清すようご臼

力お願いします。

長閾1lも賓り陽るので貪ぺ仇をふだんから

lli情しておく 事0
I 

・皇わりの人はジャンプ応讚すること・

ピ竺ーー会長 、ト鑢J¥+.J

~ー、

地震対策アイディア

で(9・ • 

＊宇宙から

I 
. 0ケットに鰻り、亭●2111にii在しておけ

ば邊＂で阿があっても大丈夫 l

※饂料が心巳

、~ ~. -- • 

“』‘ ‘ 
＊気功療法

（船

戸竺竺吋
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［三年目の私たち］
神戸北町ポランティアがんばり隊

●i'ヽ さな街の小さなボランティア。今の私たちの現1犬は、そんな惑じです。

自分たち0住んでいる街が好きだから、好きでありたいから、隣人と手を携えて苺らしていきた

ぃ—そ＇.只気持ちが、今 Ii ドランティア活動となっているような気がしますc

●役所、誓察、民生委員さんいろんな立場〇方遠ともいろんな機会に交流を持ち、協力体制かでき

てきたと思います。

●2年目のお付き合いになる仮設住宅の方達とも、いろんなことがありながら、信頼関係も生まれて

きたのではないかと思います。

●私たちも王涼ですが、民生委員さんも、ふれあいセンター文化教室の先生たちも同じ街に住む周

じ主婦0 その気楽なつながりで、大したことは出来ていないけれど、日常に根ざしたおつきあいか、

それぞれ「自分のできることを無理なくする」ことを目指して続けられているのではと思っていま

すc

●今までの活勤の中で、私たちが学んだことはたくさんありますが、特に心がけていることは、「オー

パーワークにならないように、余裕をもって活趾に取り組めるようにする，ということで九子育

ても家庭も1土率も、ポランティア活勘も自分のライフサイクルのなかにうまく甜9み込んでいく。目

分が幸せでないと、粘果的に相手に負担をかけたり、いい活勅ができなかったりすると思うからで

す。

●あまり、手を差し延ぺ過ぎないようにも、こころがけていますさ気持ちで先走って、相手にどっ

ぷり消かってしまうと、相手が本当に臼分の足で歩いてい（のを妨げてしまうと考えたからです。私

たちのできることは、所詮知れているc まず、謙虚に自分たちの実力を考えれは、相手の言いたい

ことをじっくり問いて、専門的な知識や対策が必要なときは私たちなりに、探して、もがいて、つ

なげていくことぐらいしかできないのではないかと考えています。

●実際、何もできていないと思いま丸でも、気持ちを寄せつづけること、朋るい蔀で、元気に肋

ねること。それで、！ちょっと気が楽になった」「あんたの頻見ると、元気がでてきた」という言莱

が、測けれはと思っています。

●まだまだ、これから・…・。今、仮設の自治運営の主だったメンパーは、今年たくさん仮設から出

ていかれます。なんとか保っている人間関係のパラ／スが旗れ、先の見通しの立たない方、社会的

弱者の方ばかりが残されていく c これは、今までの避難所にも、仮設1こもなかった、巽常な状態に
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なるのではと思いますコこれからは、公的な援助、専門家の支援がますます必要になってくる

と考えます。

●その中で、いったい私Iこちに何ができるだろうか……また、答えは見つかっていません。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アジア協会アジア友の会 尼崎世話人

天野澄子

悪穿のような池窟から早や2年7ヶ月が経った。日本中の誰もが忘れることのない吊朝の出米専。

一瞬の問に変わり果てた神戸の町c火の海の長田区、橋げたのない病速道99cぺちゃんこになった

ビル9・'・いっ

大阪の協会本部を中心に、自発的に果った会員たちは地図を片手に神戸方面の会貝の安否を硫か

めることから始めました。無苺な顔を見てホッとし、「ありがとう／」の・し・言に疲れはふきとび、逆

に元気を届く日々でした。以来、神戸でのボ99ティアで2ヶ月はあっという間に過ぎ、少し落ち蓉

いて来ると「震災児の心のケア」と百うことが問われるようになってきました。

私逹も長田区にある避難所で「スプーング広場＿と言うふれあいの培を開き、 4月～6月までの3

か月間、週3同数人がローテイションを組んで取り組みました。 6月も下旬になると手供の歎は減っ

てゆき、骰後まで残ったのがN君と Rちゃん姉瞑殻初の頃、かたくなに心を閉ざしていた二人も

さまざまな遊びを通して気持ちがかよい合い、笑顔を見せてくれるようになりましたe 競後の日、お

別れの言菜を言うと「帰ったら嫌だ。1「ねえ！ぽ（と結婚して」と言われた時のショック：ありが

とう！ N淫、 Rちゃん、千供達、仲間に入れてくれて。 その後も元気にしているのだろうか？心の

併は？と気にしている目分があります。

7月からぶランティァ活動の均も仮設に移りました。との仮殺も様々な問涯を19えているようです

が、一件ずつ個別訪問し、一番困っていることは何か？私遠は同を出来るかを話し合い、希望0多

い踏み台作りに取り組みました C 大工の経験のある方を中心に、夫を引き込み、東京の1中助も加え

てお盆休み返上の頑張りでし如カーペ y 卜を張った400台の踏み台を完成させることが出米、多

くのお年寄りから惑謝されました。

ll月にはネパールの方逹の協力で「ネパールカレー」、中囲留学生による「中国ぞうすい」の食串

会、そして1反設の皆さんと一緒にタコ焼き、綿築子作り等を楽しみました。

悟近は仮設の空き家も目立ち、人影も少なくなって来ましたか、皆が安心出来る定住宅に落ち若

かれる日は、いつのことでしょうか？一日も早（その日が来ることを願っています。

この2年数力月、本当に学ぶことが多いパラエティ 1こ塞んだ日々を過ごしました。多くの若者と共

に体験出来たことは、とても婚しいことでした。ポランティアとは、まず身近な所から自分の出来

ることをする。無理をせず、何事も楽し（する！私達と一緒にやってゆきませんか？
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「受講生の振り返り集」

I講演／ボランティア活動から学ふこと］

場所／99戸YWCAいもづる会・日時／1996,622

林祥子

この前も西神戸YWCAで被災後の神戸におけるボランティア活動をしている人の話をききました

が、現場に実際おられる方のお話は呉体的で心に迫るものが多く、行勁することの大車さ、すばら

しさと伺時にその背後にあるさまざまなむずかしさが私なりにわかったような気が致します。

YMCAの方も、又、今回の岸岡さんのお話にもありましたが、アルコール依存症、うつ病といっ

Iこ措9l9的な病いを抱えた人への支援ネットワータがどれだけ必要かということを改めて思い知りま

した。これからoa卓岡さんの御活躁を応拐しています。

T • T 

これまで新聞 •TV などを通して知っていた以外り）ポランテ 9 ア、その活動の実体を知る車が出来

ました。

将来、予見される高齢化社会を思うと、行政とボランティアと0あり方をし 9 かりと計西、実現

してゆかねばと考えさせられましに社会のあり方、その前1こ一人一人の考え方、 1子勤が大切だと

思うことですし

棗垂な体験を同えて毛り難うございました。

......曹.............................................................................................................・...

影 山雅子

経験豊苺な岸岡さんから、とてもいいお話がきけたのに参加人数が少なくて残念だし由し訳なか

ったと存しまも じ9 くりと時間をかけてお聞きできて本当によか 9 たと思っています。今後も息

長（つづけたいと改めて感じています。

ご健庶を祈ります。

・ • ・ ・ • • ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・ • • ・ • • ・ • ・ ・ • • ・・冑・・ • ・ • ・ • • ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ • • ・ • ・ ・ ・ヽ・ヽ・ • • ・ • ・ ・”.”・ • • ・ • ・ • ● ・ • ・ • ・ • ・ • • ・ • 

神戸市田崎幸次

公務員の方がポラノティア。それもリーダー的立場に居られることは考えた亭もありませんC 全

く知りませんでしな監きです。

この方面の車、小生詳しい市9まわかりませんが、 トラプルは多々あることと忠います。小生は老

人ホームで少しお手伝いをしたことがある程度です，

市や県の方はこの災害をチャンスのように見て都市計画などの実施を急いでいるらしく、それも

大切でしょうが一般市民の立場も考えてほしい。木日の躙師のような方が一人でもあられることに

大きな希望を惑します。なにぶんよろしく。

.......................................................................................... .. 

佐治菊 代
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微底したポう／子ィアの姿塾に感勁しました。矢張りその為の学ぴの必渓な車を痛感します，殆

どポラノティア活勤で今まで生きてきた自分の姿勃を振り返らされました。

しかし、社会的に解決せねば~~…··C ボランティアの努力だけでは 1ず付かない問涯が多いと思って

いますコ市行政がポラノティアに依存して，すべき車をしないという車を1酎感している現在の私で

す。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・曹・・．．．．．．．．・・・ • • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ • ・ • • ・ • ・ • •・・・・・· • ・ • • • • ・ • ・ • • ・ • • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • • • ・ • ・ • • • • •.......· • ・ ・ 

加古川市飯濱玲子

岸岡様がおしゃったように、大察災から始まったポランティアのいろいろな活動ですが、高齢者

（中烏年）の問題とか、土地や住宅の公共性の必要性とか、日本の社会を大きくゆすふる問題と思い

ます。「文生』とーロに申しますが、むずかしいですね。私は今までの経験から栢神陣岩に「心なら

ずもjなられた方々の朴会共存がいかに難しいか考えさせられますが、でも小さな歩みでもしてい

かねばなりません口 1司和教台とか人権学習の必要性を痛感します。

A•A 

ボランティアのあり方としては、目分がかなりしっかりしていて、冷静に慎甫に行勁できる範世l

で行うということが大切だと思っている。もし、トラプルが生じた時にもある程度の余裕をもって

対処できるくらいに。

しかし、今回のように予想もしない大きな災害が起こって、非常に多くの被災者が出た場合、ポ

ランティアの対象になる方が、膨大な数になるこんな場合、不完全な（というと言葉が悪いが1伏

態でボランティアに参加する人が（ムードに流されてという面もあ 9 て）多数出てくるのは問題で

は？と思っていました。

ボランティア育てという面も両方負担されて本当に大変だなぁと感しましたc

今、まだまだ現状の問題が多いが、将来にはもっと一般人のポラノティア育てが必要だと思う。

私自身はじめてポランティアになったのは L948年、学止峠代のことで GHQcC花 (Clvi]

わformatlon& EdncaLion）が、日本にもポランティアを作ろうということで、自冶体（私の場合

は大阪府）に位1きかけたときでしたc 「ボランテ 9 ア」ということばをまだ誰も知らなかったときの

ことですc そのころは、戦災孤児を収容する施9妥があちこちにあって、休日を利用して学生のグルー

プでそういうところに行き、子供たちの相手をしたり、凍剥やゲームをしたりしたも 0)です。途中、

仕車や結婚、育児で巾断した時期がありましたが、 20年位前からまた盲人のためのテープ録音など

をやっています。今度の震災では、自宅／寸近がひどくやられてしまったため、自分0家族の生活防

術に追われてしまって1也人様09ためには何もすることができず、申し訳ない気持ちでいます。岸岡

さんのように仕車をもちながらしっかりした意緻をもってポランティアをしていらっしゃる方のお

99を聞き、 1こいへん励まされまいら私もあと何年できるかわかりませんが、できる限りのことを

したいと思います」いい加減な気持ちではできることではありませんねa
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『ボランティア活動終結について』

（大阪YWCAこころのケア 女性）

ポランティア（女性）活動終結？を決めて！何かこころの中で大きな重たいものを横においたよ

うな気がしています。

これが、今後しばらく、楽に感じたり、後ろめたさを感じたり、させてくれるものでしょうか・・・

…。先の見えないのは、いつもいつもでした。

そんな時、岸岡さん・泉さん（りんくう助け合いネットワーク）の活動を稔かせてもらって、後

を追ってばかりでしたので、私の先の見えなさは苦痛ではなかったのですが、岸岡さんの場合はと

てもそれが苦痛なものなのですね。

何分にも2年半になろうとする長く重たい道のりを歩いてきた。（岸岡さんにとっては、走りに走

ってこられた）活動なので、それぞれ自分の平常を取り戻すのにも、リハピリが必要だろうと思い

ます。

今後は、バックアップを自分の活動として行けたらと今は考えていますが、どうなりますか？

ポストカードの販売に協力できて喜んでいます。

何か手伝えることがあればまた教えて下さい。

(1997.8記）

（震災後、 YWCAこころのケアネットワークで活動した仲間で、悩んだとき ・落ち込んだときに相餃

にのってもらい、今日の活動基盤が出来ました。今後ともご指導してください。姫路T • K) 

三戸1-1] 

写己奎：:I
,・・-・・-・-・・・ 
i 地震対策アイディア
1 ] 

I 

喜諺／）如
＊装甲戟車型住宅
地震で遭れる事はなく、移鯖＂にはキャタ

ピうがどんなガレキの道でも遣，，，る。

キャタピ9で道めない”書物は大建で爆

讀．

I 

崇あらゆる費用が冨い． ， 
-‘  

ア

三

1 ；地下3三イゴ• I
、 一----·一 •--
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［ポランティアの為のボランティアのフォーラムl

●日 時．．．．．．，．．，．，・・・1996年5月II日（上）

●開催場所...…....,．鷹取中学校（神戸市須慈Ii()

●分科会….....……•「戸9,I訪固l ポランティア 9

●コーディネークー…9999「こころのケア」ネットワータ 岸岡考昭

●趣 旨••…....…①これまでパラパラに活動してきたので、『とにかく集まろう j そして「自由

な交流をしよ土』

②震災•一年の活勁の検証とこれからの活動の展望。

R活勁を一部の人が行う特別の活動とするのではなく、視野を広げるための

アビールの場（被災地から各地に発信）

④ポランティアのゆるやかなネゥ l・ワーク。

Rボランティアの目己主張。

Rボランティアたけの問題ではなく、『せさんの問題ですよ」と l気付ぎ を

促す。

［参加ポランティアの手形による今の思い］ 抜粋

・神戸の汁」民にと 9 て、被災した人々の車を忘れてはならぬと思います。そのために、私は呪場から

発信し続けようと忠います。

・自然な形R自分のポランティアスタイルを作っていけたら・・・。思いを脊くには、手が何枚も必要で

す。

•この世に生命があるかぎりそっと寄り添い共に生きたい，

憫も行勤していない、がやめないで続けたいと思います，まだ、先は、長くかかると言う言銘が心

に残りましたu

・ボランティアなんて誰にでもできる。普通のこと・・・。ぽちぽち哀面目にやれたらいいこと・い。

•これからも一日・・曰心を広く持って、皆で頑張って行きましょう。 /e［十年かに大きな実りとなるよ

うに

・震災でものは無くなっても、心のなかまでは、 99（してほしくない，少しでも『臣方と話してみて

良かった』と言ってもらえたら活励した意味も大きいだろう。そしてまず私自身も助けてもらえそ

うです

・皆が幸せで楽 Lい毎日を過ごせる世の中にできたらいいなあ

•この手にふれてみてください・・・J

•今日はとても勉強 1こなりました。今までボランティ 71ご興味はあったけれど何もできなかったの

で、これから、私iこできることかがあればやってみたいです．

・ボランティアの「和jが大切である．

・僕が活動さしてもら 9 て憩うことは、どないしょと思っている人と続けて関われば何かが出来る．

・自分自身を大切に、人との閃わりを大切に、これからも勉強を記9ていきたいと思っています，

•これからも子どもとの関わりを統けていきたい．子どもにもっと近づけたらいいな．
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・侵しい気持ち・子どもプロ；ェクト支援参加・私の＇)プレ';ュのための研修会参切・ J悩みを持っ

ておられる人達の関わり。

•愛．

•生きる希望をこれからも持ってもらえるよう 9こ頑張りますコスマイル・・・。

・私は始めたばかりで知らないこと、分からないことが多々あるけれど、これからのポランティアは

r心のふれあい」ヵ刈 相手とこころを通わせること、ふれあいの輪を広げてい

（ことを目標9こ頑張りたいC （女性・高校生）

・気がついてみたら、誰かが隣に居る。そっと寄り添ってn

・地球家族。

・現在「ポランティアj と呼ばれている活動は「要災ボランティア』な0)でしょうか？。「仮設Jは

確かに特別な作りをしていますが、それ以外の問題はほとんと全国何処でもある問題・・・ a

・全国レペルのポランティアネットワークはどこまで実現するでしょう。

・孤独な方々と共に関わりを持っていきたいと思います，

・どんな人でもいきいきと生きていける街。それが高齢化にも窟災にもしなやかに対応していける街

だと思います。街づくりの一員になれるよう私もしなやかに活勁していきたい。

・昨年の夏から仮設を訪れていなかったが、「何も終わっていないんi』と言う気持ちで、ずっと胸

にありました。本日参加させていただいたことで、新たに自分がどう踏み出して行くか、ヒントを

頂きましに有り難うございました。

•今さら、今こそ、人問のこころって難しい人の分だけこころもあるから人それぞれだげど···ロ

．でも、その分大切1こしたい。こころを大切にしていきたいと思いました。

・俺はなんでボランテ 9アをやっているのか、もう一度じっくり考えたいc

・忘れがちな泉佐野市にあるりん（う仮設住宅の車を色々なボランティア団体と辿梱をしながら外へ

向けて発信まして行政にも訴えてゆきたいと思っていますc 窟災ボランティアで得た経験をいずれ

は自分の地元へ持ち帰って生かしていきたいです。

・私は今、彼災地に住んでいますが、両親・弟夫海が被災し、今回実家の弓1っ越しの手伝いに来てい

ます。この 99ォーラムをニュースをみて参加しました，何かお手伝いをしたい気持ちはあるのです

が、あまりにも神戸の話題は遠くなってしまいました，覗在ではここで今日聞いたことを伝えるこ

とだと思っていますc 福祉職で8年間仕事をしていますが初心に帰っていろんなことを考えさせられ

ました。
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186サマーボランティア事業］

＊場所／新白浜仮設住宅

＊日時／1996・7/21~7/31

＊目的／夏休みの一定期問、ホランタルーな99祉活動を1本験する場所を提供する。福祉に対する怠

識を高め、ポランティア活勁への参加を1足進する。

《ポランティアを受け入れた時の感想》

［神奈川県海老名市男性高校生］

●どこの仮設住宅でも高齢者の方か多い車に大変茫きました，

自分の逢った人逹は、皆元気のいい人で色々な話を沢,1,蘭け、今後ここで聞いたことを生かして

いきたいと思います。ただ、何もやっていく気がしないと言っている人が居るというのが、大変気

になることです。ここへ来てメディアだけで191云わらないことが沢山あることを鉗，)ましな

まで来て本当に良かった。

［東京都板橋区女性短大生］

e e 

●仮設仕宅に生活している方とお話をさせていただき、生活している人にしか分からない苦労や悩

みを聞けました。知らない土地で知らない人と隣同吉になり、一緒に生活するというのは、震災に

あっていない私たちにとっても心細いだろうと思いますc その上、被災者の方は、何もかも失い、ま

た親戚とも疎迫になってその寂しさは計り知れないものと思います。その心紺さを私たちが、肪柑I
することによ 9て、尤気を取り戻してくれたら訪問したかいかあったと思いますc 訪問した万0)中

で、近所の方には首ってないことを、見知らぬ遠くからきた私たちに言ってくれたことが造しかっ

たです。

［埼玉県深谷市女性短大生］

●今回の体験を通してみて午前中と午後に分けて色々な方のお話を伺うことができ、又、スライド

やヰ栄生の弁論などを通して色々と勉強になりました。やはり実際に現地を見ることによって、そ

して様々な人とふれあうことによって、机のJ_では得ることの出来ない目直なものを1月ることが出

来ました。実際にお話を伺って感じた車ですが、皆さんとても前向きに生きていらっしゃる享をと

ても強く感じました。自分を童ね合わせたら、もし自分が同じ立場だったとしたらどうしているで

しょうか？キットそうはできないと也いますc そういう意味でとても考えさせられたー日でした。

今□得たことを今日だけで終わられることなく、今後に牛かしていき、またこれからの様々な人

とのふれあいを大切にして、自分自身が一歩でも二歩でも成長していける自分でありたいと息いま

す。

［東京都田無市女性短大生］

●今日は、色々見せていただいてどうも有り難うございました。

●色々感じることはありましたか、なかなか直ぐに言渡にできそうにもありませんu
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●9Lは、今社会福祉の勉強をしているのですが、今後は、特別餐護老人4,．ームなどの老人に閲係す

る仕罪につこうと思っているので、それにも何かしら繋がるものが柑られたと思います。お宅を訪

閣する前は、要災についてのことなどを聞かしてもらいたいと思っていたけど、聞いているうちに

只0世間話でも、自慢話でも、病気の話ても、他人の私なんかにプライベートなことを話して（れ

ると窓してきてからは、話を問けるだけでも楽しかったです，話も聞く側というのは、話す側より

大変なことと困ってましたが、それも少し感じましたが、それも老人ホームに就醗する者にとった

らとても勉強になりました。

私の親戚は、殆どがお寺な0で老人のお喋りに付き合ってみるには、怜好の場所かと思うので、今

年は、 99母や叔はがやっているように私も話し相手をしてみようかと思いました。

［神戸市女性看護婦J
●先ず、最初に手際の悪いスタ，フで本当に申し訳ありませんでした。でも今日感じたここ、学ん

だことは大きかったです。

ポうンティアする串だけでなく、人間としでも人きな実りとなりました。人問と人間のふれあいの

大切さ、話を聴くこと、傍に居ることで相手に安心感を与えたり、今日一日の充実憾となり、生き

るエネルギーを与えたりする車が分かりました。

私は、ボランティアで仮設訪l問を行っていく時、今日までは、それが何になるのだろかと凝問を

持っていました。最初の訪問1よ良かったけれど、何回も露なってくるとこのような疑問が出てきま

した。でも今日その疑問が解決できました，本当に良かったと思いますc

また、地荏直後の気枯ちを忘れていたことを思い出しました。あの不安な気持ち、恣怖、暗閤、そ

れがまた今も続いている人がいをそう母えると／ォ~ ～ッとします。あ ol9守0気持ちは、 10]時まで

も忘れないで、これを土台にポラ 9ティアを統けで行こうと思いましたc

地元のポランティアとして息の長いしっかりした、活動を続けたいと息いました。

本当に心に残る一日を用意してくださって有り雉うございましたc

［姫路市男性養護学校講師］

●活勤するにあたっての条件として、人の話に耳を傾けられる人となっていて、日々干どもたちと

楼しているので心9ビはないのですが、さてお年寄りの方とはどうなるか？と不安でした。しかし、こ

の活動する動機（目的）として、異世代の方々とのふれあいを通して、自分自身をみてみようと思っ

ていましたので、その不汝が活動0中で10Jとかなるかと思いましたc

今日の収穫

「僕でもお年寄りの話し相手に十分なれる』。
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